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第一章　出会い










ふたりのはじまり




　まだ水曜日だというのに、私は大学時代の後輩に誘われて、自宅の駅から程近いバーに来ていた。

『明日も仕事だから』と断ればいいのにそうすることができず、気づけばもう間もなく終電の時間だ。

　私以外のメンバーはまだ学生だからか、皆盛り上がって終電を気にする素振りはない。私もここからひとり暮らしをしているアパートまでは徒歩圏内だから、終電を気にする必要はないのだけれど、いかんせん私はれっきとした社会人だ。どんなに遅く帰宅しても、明日も朝早く出勤しなければならない。

『そろそろ帰りたい』のひと言が言えず、隣に座る後輩からの過剰なスキンシップに困惑していた。

「美み緒お先輩、飲まないんですか？」

　私の隣に座る、ひとつ年下の後輩くんが、少し酔っているのか馴なれ馴れしく肩を組んできた。

　彼、神かん田だ 晃あきらとは大学時代、同じスキーサークルに所属していた。

　スキーサークルといっても、私はまったく滑れない。入学したときに最初に勧誘されたのがスキーサークルだったというだけで、断ることが苦手な私はそのままこのサークルに入ることになってしまった。そして、入ったはいいけれど、結局上達せずに卒業してしまったのだ。我ながら情けないけれど。

　今日はそのサークルの集まりで、本来なら、卒業している私はここにいるべき人間ではない。だけど、同じく後輩の神田 萌もえに誘われて断ることができず、参加する羽目になっている。晃くんと萌ちゃんは双子で、私はどういうわけか、この双子にやたらと懐かれていた。

「ちょっと、晃！　美緒先輩に馴れ馴れしくしすぎ。離れなさいよ」

　私たちの向かいに座る萌ちゃんが、目を吊つり上げて晃くんを睨にらみつける。

　彼女は私のことをとても先輩扱いしてくれるけれど、私は全然そうは思わない。正直に言って、こうして他人に流されているだけの私より、自分の意見がちゃんと言える萌ちゃんのほうがずっと大人だと思うからだ。

「萌うるさい。そんな目くじら立ててばっかいるから、モテないんだよ」

「な、なんですって？　私のどこが……！　大体、晃だって、もうずっと彼女いないじゃん！」

　噛みつかんばかりに声を荒らげる萌ちゃんに、晃くんはウンザリしたように天井を仰ぐと溜ため息いきをついた。

「俺はいないんじゃなくて、作らないだけなの」

「ふんっ！　そんなの、ただの負け惜しみじゃない」

　腕を組んで勝ち誇った笑みを向ける萌ちゃん。

「違う！　俺は……」

　不意に晃くんが私を見た。

　どうしたんだろう。

　私は首を傾げる。

「俺は……」

「ちょ、ちょっと晃！　零れてる！」

「えっ？　あっ……！」

　見れば、晃くんが持っていたグラスが傾き、ビールが零れてしまっていた。

　萌ちゃんは、晃くんが零したビールを慌てておしぼりで拭き始める。私も濡ぬれたものを急いで避難させると、自分のおしぼりを取ってテーブルを拭いた。

　零れたビールはテーブルと、晃くんのジーンズを少し濡らしてしまっている。

「晃くん、膝のところも少し濡れちゃってるから、これで拭いて」

「あ、うん……ありがとう」

　私が新しいおしぼりを差し出すと、晃くんはそれを受け取ってジーンズを拭き始めた。

「ほんっと、晃って美緒先輩には素直よねぇ～」

「……なにが言いたいんだよ」

　さっきの喧けん嘩かが尾を引いているのか、晃くんは未だ喧嘩腰だ。

　そんな晃くんに萌ちゃんは意地悪そうな視線を向けながら、「別にぃ～？」とはぐらかし、自分のカクテルに添えられたフルーツをいじっている。それ以上追及する気はないらしい。

「でも、美緒先輩なら分かるなぁ～」

　カクテルをひと口飲んだ萌ちゃんが、テーブルの上で両肘をつき手を組むと、その上に細い顎をちょこんと乗せて笑った。

　なにが分かるの？　唐突すぎて、その言葉の意味が分からない。

　だけど萌ちゃんは、首を傾げる私に構うことなく続けた。

「だって美緒先輩って、かわいいだけじゃなくて、しっかりしてるじゃない？　一見おっとりしてるようなのに、あの本もと宮みやグループにあっさり就職決めちゃうし。美緒先輩の会社、私のイトコも受けたんだけど、二次面接にすら行けなかったって泣いてたもん。すごい美人で勉強もできる人なのに。美緒先輩のことはずっと好きだったけど、それがあって、ますます尊敬しちゃった」

　そう言って、萌ちゃんはかわいい目を細めて笑った。

　彼女の告白を聞きながら私の背中には大量の汗が流れていたことなど、誰も知らないだろう。

　確かに私は彼女が言ったとおり、日本有数の大企業である本宮グループの総本山『本もと宮みや商しょう事じ』に勤めている。

　それだけ聞くと、誰もが羨望の念を抱くだろうが、私の場合は少し違った。

　大学も三年生ともなると皆、少しずつ就職活動を始める。私も同じようになんとなくやってはいたが、箸にも棒にもかからず、四年生になって卒業も間近となり、気づけば就職先が決まっていないのは私だけ……という状況に。

　嘆いた両親が古い友人に頼み込んで決まった就職先が本宮商事だったのだ。

　信じられない話だ。まさか自分があの本宮商事の社員だなんて。コネ入社とはいえ、浮かれる気分のまま迎えた入社式。そこまではよかった。

　……が、実際に配属されたのは資材部。入社したての新人だった私は後から知ることになったのだが、そこは社内では別名で呼ばれていた。

『リストラ部』。使えない人間を辞めさせるために用意されている部署なんだとか。

　そんな部署に新人が配属されること自体が異例の人事で、私は瞬く間に有名になった。当然、悪い意味で……。

　こんなこと、彼女たちにはもちろん、ほかの誰にだって言えやしない。萌ちゃんが私を畏敬の念を持って見ていたと知れた以上、なおさらだ。

　これは死ぬまで隠し通すしかない……。

　私は深い溜息をつき、騒ぐ皆から視線を外した。そして次の瞬間、私の体は乾いたコンクリートのように固まった。

　そこには、私をジッと見つめる男がいた。

　サラサラで清潔そうな漆黒の髪は短くキレイにカットされ、その奥にはゆるぎない意志を持った力強い瞳。まっすぐ伸びた鼻び梁りょうから続く形のいい唇は、余計な言葉はなにも発しない頑なさを顕あらわしている。

　私と視線が絡んだ瞬間も物怖じせず、ただまっすぐに私を見ていた。

　見られていた私が悪いことをしたような気分になり、思わず視線を逸らしてしまう。もっとも、私には確かに後ろめたい思いがあった。

　私は彼を知っている。仕事で倉庫から荷物を出しているときに、会社のロビーでたまに彼を見かけたことがあった。

　彼の名前は、本宮柊しゅう二じ。私が勤める本宮商事の専務取締役だ。確か年齢は三十一歳。

　背が高く、うっとりするほどの容姿の持ち主で、それなのに浮ついた話がなく未だ独身だと、ほかの女子社員が話していたのを聞いたことがある。

　社長の息子で、将来はこの会社を背負って立つ人間であるからこそ、玉たまの輿こし狙いの女子社員たちから熱烈なアピールを受けているらしい。

　実は私も、密かに彼に憧れていた。小さくて目立たない私が彼の相手にならないことくらい、ちゃんと分かってはいるけれど、彼は容姿だけじゃなく、その立ち居振る舞いも本当に素敵なのだ。初恋もまだの私が、思わず胸を高鳴らせてしまうほどに。

　そんな彼が今、瞬きもせず、私を見ている。その視線に晒さらされて、まるで石になってしまったかのように、私は動けずにいた。

「美緒先輩、どうしたんです？」

　私の異変に気づいた晃くんが私の肩を抱いたまま、瞳を覗のぞき込んでくる。

「な、なんでもない」

　慌てて逸らした視線を、少しして本宮専務にこっそり向けると、彼はまだ私を見ていた。

　な、なに？　私、なにかしたかな……。

　激しく心臓が暴れ出す。全身から汗が吹き出ているようだ。

　本宮専務と私に今まで接点はなかったけれど、雇用主と雇用者だ。まったくないわけでもない。ましてや私は新人で資材部に配属されたイレギュラーな人間であるわけだし。

　もしかして、私たちの話が聞こえていた？

　嫌な予感が脳内を目まぐるしく駆け巡る。

　ここで、私の会社での立場をばらされたくはない。そんなことになったら、もう二度とこの仲間に会うことができなくなってしまう。

　再びチラリと本宮専務に視線を投げると、ちょうど彼が立ち上がるところだった。まっすぐに私のほうへとやってくる。

　まずい、これはまずい。絶対によくないことを言われてしまう。

　私は晃くんの腕を振り払うと、それまでの大人しい私からは想像もできないほど勢いよく立ち上がった。

「あ、あの……！」

　目尻に少し皺しわを寄せて穏やかに笑う彼に、非の打ち所はなかった。私の腕をさり気なく掴つかむと、軽く引き寄せる。

　引力に従った私の体は、本宮専務の腕の中にすっぽりと納まった。

「美緒先輩！」

　晃くんや萌ちゃんが驚いて立ち上がる。

「てめっ、美緒先輩を離せ！」

　激げっ昂こうした晃くんを本宮専務は一いち瞥べつし、そのまま私の肩を抱いた。

「盛り上がっているところ申し訳ないが、彼女はもらうよ」

　まるで物のように扱われている気がするのに、なぜか彼の言葉が心地よく響く。

　本宮専務はなにがしたいのだろう。

　私のことをみんなにバラす気ではないらしいことは、すぐに分かった。

「いいね？」

　どうやら私の同意が必要らしい。耳元で囁ささやかれたその言葉に私はすぐさま反応し、コクコクと頷うなずいた。

　そのまま彼に促され、店を後にする。後輩の女の子たちがほうっと憂いの溜息をつくのと、晃くんが大きな声でなにか叫んでいるのが背後から聞こえてきた。

　本宮専務は店を出ると、通りに待たせてあったらしい、キレイに磨かれた黒い高級車に私を促した。私が乗り込むと、彼も私の隣に腰を下ろし、運転手になにか指示を出している。

　革張りのシートはいかにも高級車らしく、私の体をすっぽり包み込むようで座り心地がいい。こんなに緊張していなければ、眠ってしまいそうだ。

　だが、シートの感触に感動していた私は、彼から投げかけられた不意の質問に一瞬固まった。

「君は学生？　成人しているの？」

　本宮専務は私を知っていて、声をかけてきたわけではなかったのだ。そして、私のことを学生だと思っている。

　学生ではないのだから、否定しなければ。でも、なんて？　『同じ会社です』とは言いづらい。

「……はい」

　咄とっ嗟さに出たのは、肯定の言葉。私は嘘うそをついてしまった。

　彼が頷く。

「今日はもうだいぶ遅い時間だが、君の明日は早い？」

「……そうですね」

「そう。いつもこんな時間まで？」

　毎日遅くまで遊び歩いていると思われたのだろうか。チラリと横目で見られて、私は慌てて首を振った。

「今日はたまたまです。誘われて……。普段はあまり出かけないので」

　それにも頷いた彼は、仕立てのいいスーツの袖を少しまくると、車窓から漏れるネオンにかざして時間を確認した。チラリと覗いた彼の男らしい腕の筋肉に私の女の本能が反応し、胸が高鳴る。私でも知っている高級ブランドの時計の針は、深夜一時を指していた。

「今日はこのまま送ろう」

「えっ？」

　本宮専務の言葉に、私は顔を上げて、隣に座る彼の横顔を見つめた。こうして連れ出された以上、てっきりこの後、ふたりでどこかへ行くと思っていたのだ。店を出るときにはどこへ行くのかなど、考える余裕もなかったけれど。

　私が瞬きを繰り返していると、そんな私の反応を予想していたのか、本宮専務がニヤリと笑った。

「なに？　帰りたくなかった？」

　さっきまでの紳士な彼とはまるで別人だ。獲物を追いつめるのを楽しむ野生のライオンのように、瞳の奥を光らせて私を捕らえる。

「な、なにを言っているんですか」

「君が、まだ帰りたくなさそうな顔をしているから」

「そんな顔してません」

「そうかな……」

　隣に座る本宮専務が、私のほうへと体を少し近づける。私は思わず身構え、彼とは反対側の窓へと体をずらした。

　だけど、それはすぐに限界と知る。私の背中が窓にピッタリとくっつき、逃げ場がないことを告げた。

「ほら……素直になったほうがいい」

　本宮専務の右手が私の頬へ伸びる。触れるか触れないかの距離をかすめられ、私の体がゾクリと反応した。

　それを感じ取った本宮専務は、ますます笑みを深くする。

　ゆっくりと彼の顔が近づいてきた。

　どうしよう……キス、される……。

　あと数センチのところで、彼の吐息がかかった。

　その瞬間、私の体がビクリと強ばる。ギュッと閉じた視界の中、ゴンッと鈍い音が車内に響いた。

「……痛っぁ」

　私は頭を抱えると前屈みになる。打ちつけて痛む頭を押さえた。

　どうやら窓に頭をぶつけたらしい。涙目になって堪えていると、すぐ目の前で大きな溜息が聞こえた。

　本宮専務だ。きっと呆あきれているのだろう。

　彼ほどの男なら、女性経験も豊富に違いない。そしてその彼女たちには、私みたいに子供じみた反応をする人など、いなかっただろう。

　痛いやら、恥ずかしいやらで、私は顔を上げることができなくなってしまった。

　だけど彼は、私の後頭部へ腕を伸ばし、そっと確認するようにそこを撫なでた。

「ああ……少し膨れているが大したことはなさそうだ。冷やすほどでもない」

「あ、あの……？」

「……急に迫って悪かった」

　軽く謝罪をした本宮専務は、また私の頭をそっと撫でた。ぶつけたところに触れないように。

「い、いえ……大丈夫です」

　私は慌てた。頭に感じる彼の温かい手の感触に、体が震える。

　絶対に呆れるか笑われるかのどちらかだと思った。当たり前のように突然キスを迫られたときは、その強引さに怯おびえたけれど、こんなふうに謝られて優しく頭を撫でられたら、どうしていいのか分からなくなる。

　会社でたまに見かける彼はいつも気難しい表情で、騒ぐ女子社員などまるで眼中にないのか、その表情を和らげたところなど見たことがない。そんな彼が今、私の目の前で私を気遣わしげに見下ろし、私の頭を撫でているのだ。

　彼の思わぬ優しさに触れた私の心が、きゅんと音を立てた気がした。

　どちらの彼が本当の彼なのだろう。興味がある。彼をもっと知りたい。

　私の中にそんな欲求が芽生えた。

「そういえば、名前を聞いていなかったね」

　再び私との距離を自然に空けていた本宮専務が、腕を組んで背中をシートに深く預けたまま、チラリと私を見た。

「さっき、君の友達がミオと呼んでいたのは覚えているが」

「はい、美緒です。渡わた辺なべ美緒」

「美緒、ね。いい名前だ。俺は……」

　懐から名刺を取り出そうとしたのだろう。右手をスーツの内ポケットに差し入れたところで、動きが一瞬止まった。

　すると、彼は名刺ではなく、胸ポケットからスマホを取り出した。

「俺は本宮柊二」

『知っています』とは言えない。私は、知らないふりをした。

「本宮……さん」

「そう。連絡先を教えてくれないか？　また連絡したい」

　なぜ名刺を出さないのかなんて、疑問にも思わなかった。彼は気づいていないとはいえ、私は彼の素性を知っていたし、疑うことなんてなかったから。

　そして、また連絡すると言っている。つまり彼は、少なくともまた私に会いたいと思ってくれたということだ。

　私も素直にスマホを取り出す。本宮さんは慣れた手つきで、お互いのスマホに電話番号を登録した。

「これでよし。ありがとう」

　登録を終えた私のスマホを彼が差し出す。震える手でそれを受け取ろうとしたが、手が滑ってしまった。

「あっ……」

　暗い車内にスマホの転がる音が響く。

「ご、ごめんなさい！」

　拾おうと慌てて屈んで手を伸ばしたところで、その腕を掴まれた。軽く引っぱられる。

　私の体はいともたやすく本宮さんの腕の中に閉じ込められた。

　ふわりと漂う爽やかな香りは、彼の香水だろう。清潔感溢あふれる匂いに囚われてしまったのか、私は身じろぎひとつできない。

「あ、あの……」

　彼の腕の中で、私は戸惑いを隠せずにいながらも、少しも嫌ではなかった。むしろ、ずっとそうしていたいと思った。彼の温かい体温と香りに鼓動がドキドキと高鳴る。

　だが、それはほんの一瞬で、彼はすぐに私を解放した。

「……ごめん。つい……」

「え？」

　私は本宮さんを見上げる。すると彼は慌てた様子で視線を逸らした。

「……いや、なんでもない」

　本宮さんはそのまま体を折り曲げ、落ちたスマホを探ると、すぐにそれを探り当てて渡してくれた。

「ありがとうございます」

　私はお礼を言って、それを受け取った。










幼い彼女




　美緒をアパートの玄関まで送り届けてから、俺は車に戻った。

　広くはないであろう彼女の部屋になかなか明かりがつかないのを、後部座席の窓から眺める。

　築三十年は経っていそうな二階建ての小さなアパートは、彼女の幼い雰囲気からは想像できない、さびれ具合だった。

　鍵のかからない郵便受けは、誰でも覗いて中身を手に取ることができたし、階段を登ればギシギシ軋きしんで、誰かが帰ってきたことが丸分かりである。

　セキュリティ面に不安がありすぎるこのアパートに、彼女は大学進学で上京したときから、ずっと住んでいるのだという。

　あの幼い顔立ちでも、やはり大学生で、しかも成人していたことに俺は安あん堵どする。

　俺はつい数分前、彼女を誘うまでの出来事を思い返していた。




　――この日、久しぶりに日付が変わる前に帰宅できそうだった俺は、オフィスを出ようとしたところで、高校時代からの友人、葛かつら城ぎ 孝たかしから電話で呼び出された。

　ここ最近、頻繁に持ちかけられている彼からの話の内容に見当をつけた俺は、盛大な溜息をつく。それでも断ることができずに、指定された待ち合わせ場所である、会社から車で二十分ほど離れたこぢんまりとしたバーへと向かうことになった。

　孝の用件は俺の予想どおり、俊とし子こさんから勧められる見合いの話だった。俊子さんというのは孝のお祖母様で、どうやら彼はこのお祖母様に頼まれることには嫌と言えないらしい。なぜなら彼の両親は忙しく、彼はお祖母様である俊子さんに育てられたようなもので、昔からおばあちゃんっ子だったからだ。

　俺と孝は高校で同じクラスになったときに気が合って以来の付き合いだが、孝の両親が経営する食品会社が本宮グループの系列下にあり、両親同士も繋つながりがあった。

　孝と向かい合ってソファに座った俺は、チラリと目配せしてから脚を組み替える。半分も減っていない水割りをひと口喉に流し込むと、吐き捨てるように言った。

「もう何度も言ったと思うが、俺にはまったくその気はないんだ」

　少しスプリングのきいたソファの背もたれに腕を回し、その勢いのまま背中を預ける。

　笑みを浮かべた俺の友人は、ほんのわずか肩をすくめてみせた。

「分かっているさ。だけどお祖母様にはそんなお前の事情なんて、これっぽっちも関係ないのさ。早くいい相手を見つけて幸せになってもらいたいと願ってる」

「それが余計なお世話なんだよ」

　俺は長い息を吐くと、もう一度この一見人当たりのよさそうな、その実、計算高い友人に目をやった。

　ここ最近やたらと増えた俊子さんからの見合い話に、俺は心底辟へき易えきしていた。

　俺と同じように結婚願望など持っていなかったはずの孝が、仕事で知り合った女性と交際数ヶ月であっさり結婚を決めてしまったからか、俺がいつまでも独り身でいることが俊子さんには不ふ憫びんに思えるらしい。俺が特定の恋人も作らず、仕事ばかりの毎日だから、余計にそう思わせているんだとか。

　敢えて恋人を作らないようにしている男の心理など、所詮女の俊子さんには理解できないのかもしれない。

「お前が恋人のひとりでも作れば、お祖母様も大人しくなると思うんだけどね。仕事と結婚しそうな勢いのお前のことが、自分の孫のように心配らしいぞ」

　目の前に座る俺の友人は、悪びれる様子もなく、人好きのする笑顔を見せた。

「まったく……勘弁してくれ」

　窓らしい窓がないこのバーのどこを見るともなしに、遠くに視線を投げると、俺はネクタイの結び目を少し緩めた。

　自分で言うのもなんだが、俺は女に不自由したことがない。思春期に入ってから今まで、女のことで悩んだことなど一度もなく、欲しいと思えば手に入ったし、わざわざ面倒な付き合いをする必要もなく、欲望は満たされてきた。

　俺はそれで充分満足している。今までも、そしてこれからも。

「でも、ものは考えようだぞ」

　孝がソファの肘掛けに肘をつき、そこに頭を預けて白い歯を見せた。

「いったい、なにを企んでいるんだ？」

「なにも企んでなんかいないさ。お前に恋人を作る気がないのも、お見合いをして、結婚する気がないのも分かっている。だが、お祖母様は納得しない。お前がこのままじゃ、これからも幾つかの見合い話を持ってくるだろう」

　確かに孝の言うとおりだ。それが分かっているからこそ、今までは素直に見合いをこなし、そのたびに適当な理由をつけて断ってきたのだ。なんとかしたいと思ってはいるが、妙案などない。

「そうだろうな」

『ウンザリだ』とでも言うように手を振る。

「そこで、だ。俺は考えたんだが、お前が恋人を作れば、お祖母様もこれ以上、とやかく言ってはこないと思うんだ」

　まったくコイツは。本当に分かっているのか？

「お前、さっき自分が言っていたことをもう忘れたのか？　俺に恋人を作る気がないことを『分かっている』と言わなかったか？　女は欲望を満たすだけ。後腐れない一夜の関係で充分だ。恋人なんて作る気はさらさらない」

　呆れた笑い声とともに孝の言葉を一蹴する。

　だが、孝は口角を上げたままだった。

「ああ、分かっている。なにも本当の恋人を作れとは言っていない。それらしく振る舞えそうな子を恋人にあてがえばいいのさ」

　突然なにを言い出すかと思えば……。

「誰か俺の知っている手ごろな女に恋人の演技でも頼めというのか？」

　俺の質問に、孝は首を左右に振った。

「いや。それだとお祖母様のことだ、すぐに感づきそうだ」

「じゃあ、どうするんだよ」

　孝のもったいぶったような言い方に再び苛ついてくる。

「なるべく接点のなさそうな、まだ結婚なんて考えなそうな大人しい女を恋人に選べばいいんだよ」

「理由は？」

「女は、社会人になって少し経つと結婚を意識し始める。特にお前のような優良物件は狙われやすい」

　孝の言い回しに、覚えがある俺は苦笑した。

　一流企業の跡取り息子で専務の肩書きを持つ俺は、女子社員から常に狙われているようなものだ。将来は社長の座を約束されているのだ。皆、玉の輿狙いで近づいてくる。

「それで？」

「だから、まずひとつ目の条件として、お前の会社の社員はダメだ。お前の地位や持っている財産を知っている以上、体の関係ができた途端、お前に結婚を迫るかもしれないからな」

　侮蔑を含んだ笑みを浮かべながら、孝は続けた。

「同じ理由で、お前のところの社員じゃなくても適齢期の女はダメだ。というより、社会人はやめたほうが無難だな」

「おいおい、それじゃ随分絞られるじゃないか。まだ成人してもいない子供を相手にしろとでも言うのか？」

　真剣に話を聞いてやってたら、これだ。バカバカしくて、これ以上聞いていられない。

「まあ聞けって」

　立ち上がろうとした俺を孝が制した。

「あんまり聞きたくないがな」

　気乗りしないながらも、俺は浮かせた腰を再び下ろす。

「考えたんだけど、大学生くらいがちょうどいいと思うんだ」

「大学生ねえ……」

「学生ならまだ結婚は考えないだろうし、卒業してもまずは就職するだろうし、当分安泰だろ？」

　そうだろうか。近年の就職難で、例え大学を卒業していても、すぐに結婚するなどと言い出したりしないだろうか？

　俺がそれを指摘すると、「じゃあ正体を明かさなければいい」と孝は言った。

　どちらにしろ、社会人を恋人にするよりは、まだ世間の常識に疎い気楽な学生のほうが都合がいい、というのが孝の見解だった。

　完全に納得したわけではなかったが、確かにこれ以上俊子さんの見合い話に付き合うのもウンザリだったので、俺は話を合わせることにした。

「それじゃあ、残る問題はその学生を捕まえるチャンスだな」

　それが一番問題のような気がする。

　そもそも学生と知り合う機会など皆無だ。ワーカホリックとまでは言わないが、仕事ばかりしている人間がどうやって学生と出会うというのだろう。それに、いくら手頃な恋人ごっことはいえ、まったく好みじゃない女を相手にするほど暇じゃない。たまにデートして、抱きたいと思えるような相手じゃないと困る。

「言っておくが、その恋人ごっこの相手を探すために合コンに行く、なんてのは勘弁してくれよ。貴重な時間をそんなくだらないことで無駄にしたくないからな」

　乾いた笑いを零しながら、俺は残りの水割りをグイと煽あおった。そして、『この話は終わりだ』と言う代わりに伝票を掴む。

　……が、その伝票はすぐに孝に奪われてしまった。

「あの子たちの中から適当に選んだら？」

　そう言った孝の視線の先を追うと、男女数人のグループが入り口近くのテーブルで盛り上がっているのが見えた。男が三人、女が四人ほどだろうか。

　よく見るとひとり、盛り上がるグループの中で控えめに笑う女性の姿が目に入る。

　薄暗い間接照明が雰囲気を出しているこのバーの中では、ハッキリ見ることはできないが、艶のある長い黒髪に、パッチリと開いた丸い瞳。幼さの残るその子は、まるで高校生に見えた。

「おい、あれ、まだ高校生じゃないのか？」

「どう見ても大学生でしょ。お酒飲んでるし、さっきから話を聞いてると、どうやら大学のサークル仲間みたいだよ」

「お前……」

「なに？」

「いや、なんでもない」

　孝の観察力には呆れてしまう。確かに広いとは言えない店内だが、今まで俺と会話をしながら、あの学生グループの会話も盗み聞きしていたというのか。

　この柔和な表情を崩さない、一見すると草食系タイプの色男が、実はやり手の経営コンサルタントだなんて、いったい誰が見抜けるだろう。

　コイツの手の内で転がされて、気づけばすべて失った人間を俺は何人も知っている。コイツだけは敵に回したくないものだ。

「どう？　誰にするか決めた？」

　孝の中では、俺があの中の誰かをモノにすると決まっているらしい。相手の都合などお構いなしなところは、俺と孝に共通する点だ。欲しいと思ったものはなにがあっても手に入れる。今までずっと、そうしてきたように。

「どう見ても高校生にしか見えないけどな」

「まだ言ってるの？　どう見ても大学生だよ」

　俺はジッとその女を見つめた。

　俺たちの席から程近い、入り口付近に座るその女は自分から話しかけることはなく、振られた話に笑顔で答え、ニコニコと愛想よく振る舞っている。

　隣に座った男がたまに肩に腕を回したり、手を握ったりしているが、一瞬困惑した表情を浮かべるだけで、振り払ったりはしない。反対側に座る別の女がその男をたしなめてやめさせるまで、男の言いなりだ。

　俺はなぜかその、どう見ても高校生にしか見えない女に苛立ちを覚えた。自分の意思を自分で伝えられないなんて、幼すぎる。

　苛立つ感情をそのままにしばらく彼女を見つめていると、不意に目が合った。俺が眉根を寄せたまま視線を逸らさずにいると、彼女は一瞬目を見開き驚いた表情をしたが、すぐに向こうから目を逸らしてしまった。

　こんなことは初めてだ。大抵は、すぐに相手のほうから思わせぶりな視線を寄越してくるというのに。

　俺は初対面の女を不ぶ躾しつけに見つめる自分のことは棚に上げ、相手から目を逸らされたことに少し腹を立てる。

　だが、それは一瞬のことで、彼女はまたチラリとこちらに視線を寄越した。

　気づかれていないとでも思っているのだろうが、何度も視線を寄越してくるところからして、こちらが気になっているのが丸分かりである。

「簡単だな」

　ひと言ボソッと呟つぶやいた俺は、湧き上がる苛立ちとともに立ち上がると、まっすぐ彼女の元へと向かった――。




　こうして彼女を誘ったのは孝にのせられたのもあるが、あのとき彼女をひと目見て、その幼すぎる外見と、精神的に成熟してない様子に苛立ってしまったからだ。

　あれではいつか、誰か悪い男に捕まって流されてしまう。

　そこまで考えてから、俺は自嘲めいた笑みを浮かべた。

　こんな理由で彼女を誘った俺も、充分悪い男に違いない。

　最初に彼女を連れ出したときは、もっと物事は単純で簡単だと思っていた。少し優しくしてやれば、すぐに彼女を手に入れる自信があった。けれど彼女を前にしたとき、そうではないと気づいてしまった。

　彼女は、今まで俺に寄ってきたほとんどの女がそうしたように、自分を必要以上によく見せようとすることもなければ、俺に擦り寄って媚こびることもなかった。俺の様子を窺うかがい、怯えているようにさえ見えた。そのせいで、うまく誘える気がしなかった。紳士でいなければならない気がしたのだ。

『送ろう』と言ったときの彼女の少し驚いた表情から、彼女も俺が気になっていることは分かった。だから試しにキスを迫ってみたが、案の定、彼女は不慣れな様子で、無理強いはできなくなった。

　しかし、今日は手を出さないと決めたのに、彼女がスマホを落として手を伸ばしたとき、気づけば俺は彼女を抱きしめていた。そんなつもりなどなかったのに、だ。考えるより先に、勝手に体が動いていた。

　俺は急に不安に駆られた。

　なんてことだ……。こんなに冷静さを欠いたことなど、今までなかった。俺は常に先を見据え、なにをするべきか、どうしたら物事が自分にとって有利に働くかを考えながら行動してきたというのに。

　そのとき、彼女の部屋に明かりがついた。俺はそれを見届けてから、機械のように無表情な運転手に車を出すよう指示を出した。
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　翌日、もう間もなく昼休みに入るという頃になって、珍しい客がやってきた。

「連絡も入れずに来るなんて、どういうつもりだ」

　秘書に招かれて入ってきた人物とは、昨夜会ったばかり。いつもは俺に直接連絡してからやってくるし、そもそもここに来ることはほとんどない。

「いやぁ、昨夜はあれからどうなったか気になっちゃってさ。お前は俺を置いて、女の子とさっさと帰っちゃったしね」

　パタンと閉められた扉を確認してから、孝が口を開いた。

　ニヤニヤと口角を上げて俺を見下ろすこの男は、いったいなにを期待しているのか。

　孝に言われるまま美緒を連れ出したことに、少しの後悔を抱く。なにかしら報告しないと帰りそうもない。

「俺はこれから出かけるんだ。途中で昼食を取りながらにしないか」

「もちろん、そのつもりだよ」

　チラリと時計を確認して、俺は立ち上がった。上着を羽織ると、カバンを掴む。

　秘書に車を用意するよう指示しながら、部屋を出た。部屋を出てまっすぐ廊下を進むと、重役フロアの受付がある。孝も、秘書や受付の女子社員に愛想よく挨拶をしながら俺の後についてきた。女たちが色めき立っているのがよく分かった。

　まったく、コイツは愛想がよすぎる。手を出すつもりなどないくせに、そんな素振りを見せたら女が勘違いするに決まっている。

「お前、いい加減そういうのやめろよ」

　重役専用のエレベーターが軽やかな音とともに到着し、中に滑り込むと、俺は孝をたしなめた。

「ん？　そういうのって？」

「分かっているんだろ？　お前が来ると、ウチの女子社員が仕事にならない」

　ウンザリして、エレベーターの階数表示を仰ぐ。

　俺のオフィスがあるここは五十階。最上階である五十二階から四十八階までしかボタンが表示されていないのは、それより下の階はノンストップで降りていくから。

「分かっていないのは柊二だろ？」

　シンと静まり返るエレベーターに孝の笑い声が響いた。

「なにが」

　突然笑い出す友人に、俺はいささか不機嫌になる。取り繕う必要もないので、仏頂面のまま彼を振り返った。

「だから、お前のところの女子社員が仕事にならないのは俺のせいじゃないってこと」

「意味が分からないな」

　案の定、俺の仏頂面を意に介することもなく、孝はおかしそうに笑ったままだ。そのまま俺の肩に腕を回してきた。あまり身長が変わらないから、こんなこともたやすくできる。

　まったく、暑苦しい。

「お前に特定の女ができれば、そうだな……結婚までいかなくても、せめて婚約ぐらいすれば、この会社の女子社員も仕事がはかどると思うよ」

「そういうことか」

　俺は、孝が妻のいる身でほかの女に愛嬌を振りまいていることをたしなめたつもりだったのだが。結局、行き着く先は俺に相手がいないという話になる。

「それなら、そのうちなんとかするよ」

　諦めたように深い溜息をついたところで、エレベーターが一階に到着した。

「お、やっぱり昨日の子、モノにしちゃったの？」

「……そういう言い方もやめろ」

　俺に続いてエレベーターを降りる孝は、ここでも受付の女子社員に愛嬌を振りまいている。

　視界に入れずに通り過ぎることはできないのか。

　脇目も振らず、まっすぐ歩いている俺にでさえ、女の黄色い声が聞こえてくる。このロビーを抜けないと外に出られないのだから仕方がないが、できればスルーしたいものだ。

　エントランスに横付けされた、磨かれた黒塗りの車の横には秘書の沢さわ口ぐちが立っていた。後部座席の扉をサッと開けて待っている。俺は孝を促して、車に乗り込もうとした。

「おい、なにやってるんだ。行くぞ」

　孝を振り返ると、なにやらキョロキョロとロビーを見回している。

　誰かを探しているようにも見えるが、この会社に孝の知人は意外と少ない。俺と、秘書の沢口。後は俺の親父、つまり社長だけである。

　ということは、こんなところに来てまで女探しだろうか？

　一見すると言動が軽そうで軟派に見えるが、実のところは愛妻家だと思っていただけに、意外だった。

　結婚してしばらく経つと、燃え上がった恋も冷めてしまうものなのだろう。やはり、結婚なんて枷かせでしかないな。

　俺はまた深い溜息をついた。










鳴らない電話




　誰もいないロッカーで制服に着替えた私はスマホを取り出すと、アドレス帳を開いた。画面に映し出されたのは、【本宮柊二】の名前と彼の番号。

　あれから一週間経つが、まるであれは夢だったのではないかと思えるほど、彼からの連絡はなかった。

　あの夜以降、もう何度もこの画面を開いては眺め、夢ではなかったと言い聞かせる日々を過ごしている。

　私はなにを期待しているのだろう。また連絡すると言われて連絡先を交換したが、果たしてそれは本当だろうか。恋愛経験のない私が知らないだけで、こういったことには本音と建前があるのかもしれない。

　ゆえに、自分から連絡するなどできるはずもなかった。

　私はスマホを制服のポケットに沈めると、社員証を確認してからロッカーを出た。

　この本宮商事には制服がある。けれど、それは全女子社員が着るわけではなく、部署によって異なる。

　私のいる資材部や総務、経理など内勤に従事する部署の女子社員には制服が用意されており、これを着用する義務がある。しかし、営業や企画、広報など、社外で仕事をする機会が多い部署は『ふさわしい服装で』という注意があるだけで、自由だ。

　私は、いつもキレイなスーツに身を包んで華やかな仕事をしている彼女たちに憧れていた。

「渡辺さん、今日からこれをお願いできる？」

　資材部がある、社屋一階の片隅。小さな部屋のドアを開けると、上司の関根さんが開口一番そう言って、部屋の端に置かれた郵便物を指差した。

　黒縁のやや分厚い眼鏡をかけた彼は、四十代半ば。私よりも十センチ以上背が高いはずなのに、やや猫背だからだろうか、あまり身長差を感じない。のっぺりした顔と物静かなところが少し暗い印象を受ける彼には、確か小学生の子供がふたりいたはずだ。

　彼が上司といっても、ここは資材部。在職期間が一番長いのが関根さんというだけで、重要な仕事は任されず、すべて総務で取り仕切られる。例えば物品調達は資材部の仕事になってはいるが、新しく購入を検討している場合などにメーカーと交渉するのは総務の仕事だ。私たちは定期的に購入する物品の調達や検品、在庫管理など、簡単なことだけを任される。

　そもそも『資材部』と名前はついているけれど、実際は総務部の一部に位置づけられていて、組織図的には総務部資材課、みたいなものである。与えられる仕事にも、一貫性がない。

　郵便物を配るのも資材部の仕事だし、どこかの部署でダイレクトメールの発送作業に人手が足りないと言われれば、私たちが借り出される。いつだったか関根さんが『資材部には三人しかいないのに応援要請するなんて、本当に人手が足りていないのか、それとも敢えてその仕事を回すようにしているのかは分からない』と、言っていた。

　私は、プラスチックの大きな箱が幾つも山積みになった郵便物に目を移した。

　確かこれを配るのは、山やま口ぐちさんの仕事だったはず。

　山口さんは私より三つ年上で、人と争うことを嫌う、物腰が柔らかい男性だ。いつも笑顔で、この会社に入ったばかりの私にもいろいろよくしてくれている。どういう理由でこの資材部に配属になったのかは知らないが、優しいだけでは仕事はできないということなのかもしれない。

「山口さんはどうしたんですか？　風邪ですか？」

　小さな部屋だ。見回さなくても、山口さんがいないことなど、すぐに分かる。私は関根さんに聞いた。

「ああ、山口くんは昨日付で辞めたから」

「えっ！」

　突然の報告に私は愕がく然ぜんとした。なにも聞いていなかった。毎日割と仲よく話していたと思ったのに、辞めようか悩んでいたことなど、まったく知らなかった。

　私の動揺を悟った関根さんは、呆れたように肩をすくめる。

「ここは資材部だからね。突然誰かが辞めるなんて珍しいことじゃないよ。むしろ会社からしたら、願ったりってところだろうね。無駄な人件費も浮くわけだし」

　それでも俺は辞めないけどね、と関根さんは薄い笑みを零した。関根さんは結婚して妻子もいるし、簡単には決断できないに違いない。

　私はどうだろう？

　入社してすぐにここに配属になった。まだなにもしていないのに、だ。

　でも、萌ちゃんのイトコもこの会社から内定をもらうことができなかったと言っていた。彼女の話を聞く限り、私よりもずっと優秀でキレイな人らしいのに、それでも入ることができない会社。そんな会社に親の口利きだけであっさり入社した私は、やはり最初から不要な人間なのだろう。

　入社して半年。ずっと分かっていたつもりだったけど、今は堪えた。

　本宮さんも、私をいらないと言うだろうか。私が本当は彼の思うような大学生ではなく、ここの社員だと知ったら、それも入社早々資材部に配属されたと知ったら、どう思うだろうか。

　あの、目尻に皺を寄せて柔らかく笑う彼の顔が浮かんだ。同時に、仕事中見かけた、厳しい顔つきの彼も。

　事実を知ったとき、彼はどちらの顔を見せるのだろう。

　彼に拒絶されたときのことを想像すると、私の目の前は真っ暗になる。憧れるだけだった彼が、なんの偶然か突然身近になった今、私は欲ばりになってしまった。

　もう一度、彼に会って話をしたい。

「それじゃ、そういうわけだから、今日からそれは渡辺さんにお願い。別に急ぐ必要はないよ。どうせ暇だし、ゆっくり回ってくれればいいから」

　関根さんはそれだけ言うと、コーヒーを飲みにリフレッシュコーナーへと消えてしまった。

　目の前に積まれた青いプラスチックケースの前にしゃがむ。

　部署ごとに分けられたケースからは、請求書や納品書からダイレクトメール、カタログまで、さまざまな郵便物があった。中には本当に接待で使っているのかどうか疑わしいお店からの招待状らしきものまである。

「こんなもの、会社宛に送るなんて……」

　ブツブツ言いながら、私はそのきついピンク色をした封筒を汚らわしいものでも触るかのように摘んだ。そして次の瞬間、その宛名を見て固まる。

【専務取締役 本宮柊二 様】

　その封筒には、確かにそう書いてあった。




「はああぁぁぁ……」

　私は、本日何度目かになる盛大な溜息をついた。

　ガラガラと大きな音を立てて滑る台車は、思いのほか言うことをきいてくれない。郵便物で溢れたプラスチックの箱は重ねると重く、上から順番に軽くしていくしかなさそうだ。

　私はエレベーターを三階で降りると、最初の目的地である、営業部へと向かった。

　各部署には、郵便物用の箱が用意されている。だから私はひとりひとりに配る必要はなく、部署ごとに仕分けしたものをその箱の中に入れていくだけでいい。何千人といる社員ひとりひとりに配っていたら、それこそ一日が終わってしまう。

　営業部に到着してドアを開けると、入り口近くに置かれた郵便物用の箱に目的のものを入れた。

「あれ。今日は山口さんじゃないの？」

　私が郵便物を箱に入れたところで、背後から軽やかに声をかけられた。柑かん橘きつ系のいい香りもする。

　振り向くと、営業部のエース的存在で、そのルックスからも人気が高い、高たか科しなさんが立っていた。陽に当たると茶色に見える髪色は明るすぎず、キレイに整えられた眉毛の下にある二重の瞳は、細められると少年っぽさが滲にじみ出る。

　彼のことは受付の女子社員が噂うわさをしていたから知っていた。なんでも、毎月の営業成績はいつも彼がトップなんだとか。

「あ、お疲れさまです。山口さんは……辞められまして……、それで今日からは私が来ることになりました。渡辺です。よろしくお願いします」

　ペコリとお辞儀をして顔を上げると、その会話が聞こえたらしい数人と目が合った。ヒソヒソと話す内容までは聞こえないが、言っていることの見当はつく。次は私の番だと言わんばかりの態度に、私は唇をギュッと噛みしめた。

「そうなんだー。彼、いい人だったのに、残念だね」

　そんな周りの声など聞こえていないように、くったくなく話してくれる高科さんは、資材部の噂を知らないのだろうか。それとも彼の性格だろうか。ほとんどの社員が資材部と関わらないようにしている中で、彼は私にも普通に接してくれる。

　彼の口ぶりだと、きっと辞めた山口さんに対してもそうだったのだろう。彼の優しさが身に沁しみた。

「そうですね」

　曖昧に笑ってごまかし、私はその場を立ち去ろうとする。

　彼の好意は嬉うれしいが、こんなに目立つところであからさまに親切にされると、皆の視線が痛い。高科さんだって困るはずだ。

　チラリと見回せば、パステルブルーのスーツに身を包み、毛先を軽やかにカールさせたキレイな女の人が、蛇のように睨みを利かせて私を見ていた。

　まるでカエルになってしまったかのように動けなくなってしまった私は、やっとのことで一歩後ずさると、廊下に置いてあった台車まで戻る。慌てて「失礼します」とだけ告げて、逃げるように営業部を後にした。

　こんなことが毎日続いたら、身が持たないかもしれない。

　私は平穏に仕事を終えることができるよう祈りながら、順番にほかの部署への郵便物を配り終えた。幸い、疲れたのは最初の営業部だけで、後は楽なものだった。私が郵便物を持って部屋に入っても、誰も見向きもしない。数千人規模のこのマンモス企業でも、資材部の私と関わりたいと思うような人はいないのだろう。

　高科さんのような目立つ人と仲よくすると、厄介ごとにも巻き込まれそうで、できれば避けたいと思う。けれど、毎日働く職場に親しく話せる相手がいないというのは、やっぱり寂しかった。




「渡辺さん、もう全部配り終わったの？」

「いえ……、まだ……」

　いったん資材部に戻った私は、残りの郵便物を目にして、どうしたものかと思案していた。大量にあったほかの郵便物はすべて配り終えた。残るは、重役への郵便物のみである。

「ああ、後それだけなんだ。じゃあ、すぐに終わってしまうね」

　もっとゆっくりやればいいよ、と関根さんは笑う。

　重役フロアへは専用エレベーターでしか上がることができないため、受付に申し出てエレベーターに乗り込むことになる。

　郵便物は重役フロアの受付に渡せばいいと聞いているから、私が直接、重役クラスの人たちに会うことはほぼないだろう。それでもまったくないとは言い切れない。偶然廊下ですれ違うかもしれないし、エレベーターが一緒になってしまうこともあるかもしれない。

　もし万が一、本宮さんと出くわしてしまったら……。あの夜の相手が、自分の会社の資材部の人間だと知ったら、彼はどうするだろう。

　正体がばれて彼に嫌われてしまうことが、今の私には恐怖だった。

　彼は私を学生だと思っている。そして私は、そんな彼の勘違いを否定しなかった。彼の会社のリストラ候補が集められる部署に所属しているということだけでも、彼を幻滅させる充分な理由であるのに、それに加えて私は嘘をついているのだ。幻滅されるだけならまだいい。軽蔑されたっておかしくはないだろう。

　それでも私は、もう一度だけでも彼と会って話をしてみたかった。

　あの夜のように、会社のことや立場など関係のないところで、ただの男と女として、彼と過ごしてみたい。普通ならば雲の上の存在の人なのだ。そんな彼に近づけるチャンスなど、本来ならばありえないのだから。

　ドキドキとはやる胸を押さえながら、やっとの思いで立ち上がった私は、まっすぐに受付へと向かった。

　キレイな受付嬢にエレベーターを作動させてもらうと、郵便物の入った封筒を抱えて中へ滑り込んだ。

　どうか本宮さんに会いませんように、と祈りながら、その反面、姿をひと目だけでも見たいと思う自分もいて、その矛盾に私は苦笑する。

　重役フロアの受付は、五十階だ。四十八階から重役フロアとなっているが、五十階より下は会議室専用となっているらしい。エレベーターはそのまままっすぐ五十階へと上昇し、ポーンと軽快な音を立ててドアが開いた。

　上品な女性がすぐに立ち上がり、「お疲れさまです」と声をかけてくれる。嫌味や私を蔑むような態度を出さないところは、さすが重役に仕える女性といったところだろうか。

　真っ赤なフカフカの絨じゅう毯たんは少し毛足が長く、この上をヒールで歩くのは難しそうだな、などと、私には関係ないことを取り留めなく考えてみたりする。

「お疲れさまです。資材部の渡辺です。郵便物を持ってきました」

　私は彼女に封筒を渡すと、奥に続く廊下を眺めた。

　幾つかドアがあるが、そのうちのどれかが本宮さんの部屋なのだろう。今にもその部屋から彼が出てくるかもしれない。

　妙な緊張感に包まれて、私はそのドアのひとつひとつを凝視した。

「渡辺さん？」

　封筒を受け取った女性が声をかけてきた。なかなか帰ろうとしない私を不審に思って呼び止めたのだろう。

「す、すみません……。初めて来たので物珍しくて……」

　慌てて言い訳をすると、彼女はクスリと優しく笑った。咎とがめるような感じはなく、私はホッと胸を撫で下ろす。

　クルリと踵きびすを返し、再びエレベーターを作動させてもらった。

　五十二階から四十八階までしかボタンのないエレベーターの中で、私はひとり、ぼんやり考える。

　分かってはいたけれど、本宮さんに会うことはなかった。あんなところで出くわしたら困るのは私なのに、どこかでガッカリしている自分がいる。

　私はその矛盾に苦笑した。

　本宮さんに会いたい。その姿をひと目見たい。

　私はポケットからスマホを取り出すと、再び彼の連絡先を眺めた。いつ鳴るのか分からない、それを握りしめて。







第二章　初恋










初めてのデート




　時計の針が十八時を指した。今日も定時で仕事を終え帰宅しようとしていたところで、制服のポケットの中で携帯が震えているのに気づいた。

　いつから鳴っていたのか分からなかったから、切れてしまうかもしれないと思い、慌てて通話ボタンを押した。

　電話の向こうから聞こえてきたのは、待ち望んでいた低くて深みのある声。すぐに本宮さんだと分かった。

　本当に連絡をくれたことに舞い上がってしまって、なにを話したのかあまり覚えていない。けれど、これから自宅へ迎えに行くと言われたことは覚えている。

　私は急いで帰宅すると、クローゼットを開けた。中の洋服をあれこれ出して、急きゅう遽きょファッションショーをする。散々悩んだ挙句、私はアイボリーのニットワンピースを選んだ。胸元のリボンがお気に入りだ。

　姿見の前でクルリと回って見たところで、インターホンが鳴った。




　自宅アパートまで迎えに来てくれた本宮さんは、とあるブランドショップへと私を連れてきた。ブランドのロゴが大きく壁にかかっているお店は、外から見ているだけでもその高級感が見て取れて、私は軽くめまいがした。

　食事へ行くのだと思っていたから、私には彼の意図が分からない。立ち尽くしていると、動かない私の背を押して彼は中へ入ろうとした。

「食事の前に買い物をしよう。どれでも好きなものを選ぶといい」

　本宮さんが、さも当たり前のように言うから、私はますます驚いてしまった。思わず目を丸くする。

　会って二度目で、こんなに高価なプレゼントをするものなの？　恋愛経験のない私には分からないことばかりだ。でも、高価なものを買ってもらうために彼の誘いに応じているわけじゃない。私が彼に会いたくて、そうしているのだ。

「あの、私、なにも欲しくないです……」

　私がためらいがちに呟くと、本宮さんは足を止めた。見上げると、驚いたような彼の顔が頭上にある。

「嘘だろう？」

　彼の言葉に、私は首を傾げた。

「なにがですか？」

「本当に欲しくないの？　服でも靴でもバッグでも、なんでもいいって俺が言っているのに？」

　本宮さんの言い方に、私は思わず笑ってしまった。どうやら彼は本当に驚いているらしい。だけど、私は特別おかしなことを言ったつもりはない。

「本当ですよ。もしかして本宮さんは食事をする相手に、いつもこうしてプレゼントを買ってあげていたんですか？」

　言ってしまってから、私の胸がちくりと痛んだ。彼は今まで女性と食事をするたびに、当たり前のように高価なプレゼントをしていたということだ。感じた胸の痛みをごまかしたくて、私はわざと明るく笑ってみせる。

「実はそうなんだ。あ、いや……ごめん。こんなこと君に話すべきじゃないな。悪かった。でもそうだな……せっかくだし、聞いておきたい。美緒はどんなものなら欲しいと思うの？」

　本宮さんが私の瞳を覗き込む。

　なにげなく口から滑り出た質問を彼が肯定したことが、私の胸を刺す。けれど、彼は私が欲しがるものを本当に知りたがっているような気がして、私は必死に思いを巡らせた。

「そうですね、あまり考えたことがないんですが……今はアロマオイルを集めてます。あ、あの、でも、ブランド物が嫌いっていうことじゃないんですよ。私だって女ですし、憧れはあります。ただ、私たちは出会ったばかりで、そんな高価なものはもらえないというだけで……。だから、あの、気を悪くさせてしまったのなら……ごめんなさい……」

　せっかくの彼の好意を無下にしたような気がしてきた私は、一気にそう言ってからうなだれた。

　こういうときは素直に喜んで受け取ったほうが、かわいげがあったのかもしれない。

　すると、彼が頭上でクッと笑う声が聞こえた。

「アロマオイル？」

　本宮さんが楽しそうに聞いてくる。どうやら気を悪くしてはいないらしい。私は安心してホッと息をついた。

「ええ。バスタイムが楽しくなりますよ。リラックスできるし、なんだかリッチな気分になれちゃいます」

　私が笑うと、本宮さんも目元を和らげた。

「じゃあ、今日はそれを買いに行こう」

　そう言った本宮さんに連れられて、私たちは近くのデパートへ寄った。

　たくさん種類のあるアロマを見て私が悩んでいると、彼はアロマについていろいろと尋ねてきた。

　彼も興味を持ってくれたのかと嬉しくなり、私はつい熱心に語ってしまった。けれど彼は迷惑そうな顔はせず、それどころか、とても優しい表情で私の話に相槌を打ち、さらに質問を重ねてくれた。

　私は本宮さんが会社の専務だということも忘れて、リラックスして彼との買い物を楽しんだ。

　最後に彼は、私が気に入ったハーブ系とフローラル系のアロマオイルを数種類、全部で十個買ってくれた。

「こんなにたくさん、本当にありがとうございます」

　車に戻ってから私が改めてお礼を言うと、彼は笑った。

　その柔らかい表情に、私の胸が高鳴る。

　彼の笑顔がこんなに魅力的だなんて、知らなかった。私はこの笑顔ひとつで、簡単に幸福感で満たされる。

「どういたしまして。でも、今度は最初に行ったお店でプレゼントさせてもらえると嬉しいけどね」

　さらりと言われた言葉の真意を私は探る。

　出会ったばかりで高価なものはもらえないと言った私の言葉に対しての返事だろうか。彼は『今度は』と言ってくれた。それは、また次があるということ。また彼に会い、この幸せな時間を共有できるということ。

　そうだったら、本当に嬉しい。彼に会いたい。もっと、ずっと一緒にいたい。

　買ってもらったばかりのアロマオイルが入った袋を大事に抱えながら、私は彼への恋心を自覚した。

　これは、きっと恋。私の初めての恋なのだ。




　次に彼が連れてきてくれたのは、いつだったか雑誌で見たことのある有名なフレンチレストランだった。大きな窓が一面にある店内は、すべての席から夜景が見渡せるようになっていて、食事をしている客層も皆上品で、セレブな雰囲気が漂っている。

　私たちは、奥にある、壁で仕切られた席に案内された。

　こんな高級レストランで食事をした経験のない私は、お店に入ってからずっと緊張し続けていた。

「どうしたの？　おいしくない？」

　本宮さんが心配そうに私を見つめる。

　今、私の目の前には、食べたこともない食材がふんだんに使われた、芸術品とも呼べる美しい料理が並んでいた。

　その向こう側には、慣れた手つきでフォークとナイフを操り、今まさに私が対たい峙じしている問題を優雅に処理していく本宮さんがいる。

　私の両腕は、左手にフォーク、右手にナイフを握ったまま、宙に浮いていた。お皿の中央には、とてもおいしそうな魚が『早く食べて』と言わんばかりに、その白い身をチラリと見せて誘惑している。

　私はそれを攻めあぐねていた。箸でキレイに食べる自信はある。だけど今回は……お手上げだ。

「……食べ方が分からないのです」

　私は魚を見つめたまま、真っ赤になって素直に白状した。

　ここまでは本宮さんを真似て、なんとかクリアしてきたが、これはダメだ。どこから手を出していいのか分からない。彼に見合う女性を演じようと背伸びをしても、私は私。急にがんばって取り繕っても、メッキが剥がれるだけだ。

　すると、本宮さんがクスリと笑った。庶民な私を嘲あざ笑わらったのか、呆れたのか。

　しかし顔を上げると、彼はその端正な顔を優しげに崩して私を見ていた。

「そんなことを気にしていたのか」

「だって……」

「好きなように食べればいい」

「そういうわけにはいかないですよ」

　こういうものにはマナーがあって、私がみっともないことをしたら本宮さんが恥をかくことくらい誰にでも分かる。こんなに素敵な彼に、私のせいで恥をかかせるようなことはしたくない。

「見てごらん」

　本宮さんはいったんフォークを置くと、私たちが入ってきた方に顔を向けた。私もつられて、そちらを見る。

「ここは、ほかの空間から遮断されているんだ」

　今ふたりがいる場所からは、床から天井まで続く大きな一枚ガラスの向こうに、きらびやかな都会の夜景が色とりどりに瞬いているのが見渡せる。そんな素敵な景色が映し出されるこの空間は、漆しっ喰くいの壁で周りを仕切られ、アーチを描いたその入り口には扉こそないものの、イキイキと色づいたグリーンが私たちをほかの客から遮断していた。

「だから気にする必要はない。俺しかいないんだ」

　優しく目尻を下げた本宮さんに、私は緊張を解く。

「はい、そうですね」

　頷いて微笑む私に、彼は満足そうに笑った。

「それでも美緒が気になるんだったら、今度ゆっくり教えてあげるから。だから今日はなにも気にせず、ただ楽しめばいい」

「はい。そうします」

　彼の優しい気遣いが嬉しい。私は綿菓子のようにフワフワと溶けそうなほどの幸せを味わいながら、運ばれてくるおいしい料理と素敵な夜景、そして目の前で笑ってくれる彼との時間を楽しんだ。




　デザートまですべてを堪能した私たちがお店を出たのは、二十一時近くだった。

　今日は本宮さんの運転する車で来ていてアルコールを飲んでいなかった私たちは、車を停めてある地下駐車場へ下りるため、エレベーターホールへと向かった。

　私の背に腕を回し、支えるようにエスコートしてくれる彼からは、やはり幼い頃から英才教育を受けてきたのであろう洗練された気品が漂う。

　私がこんなことにもいちいちドキドキと胸を高鳴らせていることなど、知る由もないだろう。

　フカフカの絨毯が敷かれた高級感溢れるエレベーターホールに来たとき、背後から聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「萌、大丈夫？」

「う……ん」

　何度となく聞いたことのある声に私が振り向く。間違いなくそこにいたのは、私がよく知るふたり、萌ちゃんと晃くんだった。萌ちゃんの体を支える晃くんと目が合う。

「あ……美緒先輩……」

　最初に声を上げたのは晃くんだった。

「晃くん、萌ちゃん……」

　意外な場所でばったり出くわした偶然に、私は驚いて目を見張る。

　ふたりも、このビルのどこかで食事していたのだろうか。萌ちゃんの様子から推測すると、どこかで飲んでいたのかもしれない。

　彼女は割といつもこんな感じなのだ。お酒が大好きでよく飲むくせに、そんなに強くないものだから、すぐに酔っ払ってしまう。だから介抱するのは、必然的に晃くんになる。

　今日もきっとそんなところだろう。トロンとした目で晃くんにもたれかかった萌ちゃんは、半分寝ているような状態だ。

　私が目を丸くしたまま交互にふたりを見ていると、晃くんの視線は、すぐに私の斜め上へと移った。不機嫌そうに睨みつけている、と言ったほうが正しいだろうか。

「美緒先輩、この人は……」

　晃くんの唸うなるような低い声に、私はバーで本宮さんに会ったときのことを思い出した。

　そうだった。あのとき私は、まるで攫さらわれるように晃くんたちから連れ去られたのだ。

　あれからふたりに会う機会もなく、なにも話していない。正直に白状してしまえば、本宮さんのことで頭がいっぱいで、ほかのことに気が回らなかったのだ。

「あ、えっと……」

　私がなんて切り出そうか思案していると、晃くんに支えられて苦しそうにしていた萌ちゃんがゆっくりと頭をもたげた。

「美緒先輩！」

　私の顔を見た瞬間、満面の笑みを浮かべて嬉しそうに私に抱きついてくる。

「ちょ……も、萌ちゃん……」

　無邪気に抱きついてきた彼女からは、かなりお酒の匂いがした。やはり相当酔っ払っているようだ。

　私より背が高い彼女に抱きつかれた私は、半歩後ろに後ずさり、よろけてしまう。それを、背中に回っていた本宮さんの腕が力強く支えてくれた。

「萌、やめろよ」

「んー？」

　ご機嫌な萌ちゃんとは対照的な仏頂面の晃くんが彼女をたしなめる。

　酔っているからか、晃くんの様子がいつもと違うことに気づかない様子の萌ちゃんは、晃くんを見上げた後、そのまま私の隣に立つ本宮さんに無遠慮に視線を移した。

　萌ちゃんの表情が楽しげに綻ぶ。

「あれぇ？　美緒先輩、この人ってこの前の……！」

　かわいい酔っ払いは礼儀を知らない。本宮さんを指差すと、目をまん丸にした。

「萌！」

「……も、萌ちゃん」

　私と晃くんが慌てる。萌ちゃんの差し出した指を晃くんが掴んで下ろした。

　だけど、本宮さんはそんなことはまったく気にしていないようだ。酔っ払いのすることだと、大目に見ているのかもしれない。

「初めまして、本宮です」

　ほんの少し口元を緩めて、ビジネスライクな自己紹介をする。

「もとみやぁ……？　本宮……本宮……」

　酔っ払いのテンションそのままに、萌ちゃんはこめかみに人差し指を当てて、なにやら考え始める。そしてパッと顔を上げて「ああ！」と顔を輝かせた。

「本宮って、美緒先輩のかい……」

「あー！　萌ちゃん！」

　私は慌てて萌ちゃんと本宮さんの間に割って入る。気づかれないように萌ちゃんの口を塞いだ。

「美緒？」

「美緒先輩？」

　そんな私に本宮さんと晃くんが怪け訝げんな眼差しを向ける。

　私はふたりに向かって、硬い笑顔でごまかした。

　どうしよう。頬の筋肉が強ばっている気がする。

「本宮さん、ごめんなさい。えっと、こちら、私の大学の後輩で神田 萌さんと……」

「神田 晃です」

　不機嫌な表情のまま、それでも礼儀正しく、晃くんは軽くお辞儀をしてみせた。

「よろしく。ふたりは兄妹？」

「ええ。俺たちは双子で。一応、萌が姉で、俺は弟です」

「ほう……双子」

　本宮さんが萌ちゃんと晃くんを交互に見やる。

「ふたりはいつも一緒なんですよ。喧嘩ばっかりしてますけど」

　私が横から口を挟むと、なんだかんだ言って仲よく姉と出かけていることに照れたのか、晃くんは少し顔を赤くしながら萌ちゃんを軽く睨んだ。

「こうして世話ばっかりかけられてますからね」

「いいじゃない。晃だって、私が飲みに行くと、いつも喜んでついてくるじゃない」

　萌ちゃんがチラリと私を見た。

「それは……」

「ふふ、晃は美緒先輩目当てだもんね！」

「なっ……この酔っ払い！　いい加減なこと言うな！」

　耳まで赤くした晃くんが、目を吊り上げて声を張り上げた。

　だけど、萌ちゃんはどこ吹く風だ。ケラケラとおかしそうに笑っている。酔いも手伝ってか、かなり上機嫌だ。

「もう行くぞ、萌！」

　萌ちゃんの最後の爆弾が効いたのか、晃くんは萌ちゃんの腕を強く掴むと、「じゃあ」と言って、到着したエレベーターに乗り込んでいった。

　ふたりの姿が消え、沈黙だけが残る。エレベーターに乗り損ねてしまった。

「あ、えっと……」

　そして、萌ちゃんの爆弾は私にも落ちていた。

　晃くんが私目当てって、どういうこと？

「彼は美緒のことが好きなのか」

　本宮さんが私を見下ろし、問いつめるような視線を向ける。その強い眼差しは、逃れることを許さない雰囲気があった。

「そ、そんなことないと思います。ずっと仲よくしてますけど、それはあくまで友達としてであって……」

　なぜ私はこんなに言い訳しているのだろう。だけど晃くんが私を好きだなんて言われても、いまいち信じられない。仲よくしてはいたけれど、ずっといい友達だった。今まで一度だってそんなことを言われたこともなければ、そんな雰囲気になったこともない。

　それに、本宮さんに誤解されたくないという思いが働いた。

　彼はなんとも思っていないかもしれないのに……。

「君は本当にそう思ってる？」

　すると、本宮さんが不機嫌そうに眉根を寄せた。

「えっ？」

「だとしたら、君はもっと……」

　そこまで言って、彼が頭を軽く振る。そして……。

「いや、なんでもない」

　言葉を飲み込むと、それきり口を閉ざしてしまった。

　なにを言おうとしたの？　ついさっきまでは、あんなに和やかに話して楽しかったはずなのに。

　ふたりの間に特になにかがあったわけでもないのに、彼は唇を固く引き結んだままだ。黙ってエレベーターのボタンを押す。

　エレベーターが到着すると、彼は先ほどまでそうしていたように、私の背にそっと手を添えて中へと促してくれた。けれど、私が彼を見上げても、先ほどのように笑いかけてくれることはなかった。

　結局、車に乗り込んでも彼は黙ったままで、私がなにか話しかけても「ああ」とか「うん」といった気のない返事しか返ってこず、私たちは気まずい雰囲気のまま、家路についた。
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　気まずい別れ方をした夜の翌週、金曜日。

　本宮さんからは、なにも連絡がない。あのとき、本宮さんはなにか言おうとした。それがいいことではないことくらい、私にも分かる。彼は不機嫌そうだったし、その後、口を閉ざしてしまったから。

　そして連絡もなく、今に至る。彼に食事に誘われ、楽しい時間を過ごしたと思って浮かれていたのは、私だけだったのかもしれない。

　私は、いつ来るか分からない彼からの連絡を待つだけの女になってしまっている。週末の予定がないのはいつものことだったはずなのに、今の私には、それがなんだか苦しくなっていた。

　どうしてしまったというのだろう。

　浮かない気分のまま仕事を終え、ロッカーに向かう。制服を着替えようとポケットからスマホを取り出したところで、メールを受信していることに気づいた。

　ドクンと鳴る心臓と、高まる期待。恐る恐る確認すると、それは萌ちゃんからの食事のお誘いだった。

　やはり今日も本宮さんからの連絡はない。

　私はがっくりうなだれる。萌ちゃんからのメールを見て、こんなにもガッカリするなんてどうかしている。




「先輩！　こっちこっち！」

　萌ちゃんに指定された居酒屋に行くと、彼女は既に来ていて、奥のテーブル席から手を振ってくれた。

「ごめんね、待たせちゃった？」

「ううん、全然大丈夫ですよ～」

「晃くんも、お待たせ」

　萌ちゃんの向かいに座っている晃くんにも声をかけ、私は萌ちゃんの隣に座った。

「美緒先輩も、お疲れさまです」

　にかっと白い歯を見せて笑う晃くんは、中性的な顔立ちで少しかわいい印象だ。萌ちゃんは、かわいいというより美人。細い顎に高い鼻、バランスよく配置された切れ長の目が、彼女のハッキリした性格を顕している。双子とはいえ、ふたりは二卵性だから、顔はあまり似ていない。

「じゃあ、まずは乾杯しよー。美緒先輩もビールでいい？」

　萌ちゃんがメニューを広げながら、私の顔を覗き込んだ。

「あ、うん」

　ふたりはまだオーダーしていなかったようで、萌ちゃんが「すいませ～ん」と店員を呼んで、三人分のビールをオーダーしてくれた。

　この居酒屋は、リーズナブルな値段で、なおかつおいしいと評判だ。大学にも近かったことから、昔はよくみんなで来ていた。

　今日は金曜日ということもあって、特に賑にぎわっている。

「でも、よかった～。美緒先輩が捕まって。今日は金曜だったし、もしかしたらあの人とデートかなー、とも思ったんですけど」

　三人で乾杯した後、早速萌ちゃんが本宮さんを話題にした。

「そんな予定ないわよ」

「またまたぁ。すごくカッコイイ人でしたよね。大人のデキる男って感じで！　本宮って言ってたけど、それって美緒先輩の会社の？」

　やっぱり萌ちゃんは気づいていたんだ。本宮なんて珍しい苗字でもないけど、会社の名前と同じだったら、ピンとくるものなのかもしれない。

「う、うん……専務だよ」

「そうなんだ!?　うわぁ、いいなぁ。一流企業の御曹司で、しかもイケメン！　さすが美緒先輩ですよね。憧れちゃう」

　萌ちゃんから浴びせられる称賛の言葉に戸惑う。

　だって、すごいのは私じゃなくて彼だから。それにまだ一回食事をしただけで、別に『付き合おう』と言われたわけでもなければ、『好きだ』と言われたわけでもない。そして前回、私はどうやら彼を怒らせてしまったようだし。もしかしたら、これきりかもしれないのだ。

　そもそも彼は専務でも、私はリストラ候補の資材部だ。それを忘れてはいけない。……萌ちゃんには言えないけれど。

「萌、いい加減にしろよ。今日はそんな話のために美緒先輩を呼んだわけじゃないだろ」

　萌ちゃんの高いテンションにのせられることもなく口をつぐむ私に、晃くんが助け舟を出してくれた。

「あ、そうだった」

　ペロッと舌を出して肩をすくめる彼女は愛らしく笑い、言葉を続ける。

「美緒先輩、ちょっと早いんですけど、一月の第二土曜、空いてます？」

　それを聞いて、私はすぐに納得がいった。

　その日はこの双子の誕生日だ。萌ちゃんと晃くんの実家は、一般的な家庭に比べると裕福で、毎年ふたりの誕生日は親戚や知人を招いてパーティーが開かれる。私もふたりと出会ってから、毎年お邪魔していた。

「もちろん」

「よかった。今年もやるんで、美緒先輩も来てくださいね！」

「うん。楽しみにしてるね」

　私はふたつ返事で了承した。

　今回はなにを着ていこう。

　自宅でのパーティーとはいえ、正装で来る人が多いのだ。

「あ、そうだ！　よかったら美緒先輩の彼も誘って一緒に来てくださいよ」

　突然、くったくのない笑みを浮かべながら、萌ちゃんがとんでもない提案をした。

「え？　か、彼？」

「なにをとぼけてるんですか？　本宮さんのことですよ。もしよかったら連れてきてください。私もいろいろお話したいし」

　まさかそんなお誘いを受けるとは……。

　私は内心焦った。

　だって、私と本宮さんはそこまで親しい関係ではない。少なくとも、私の友人の誕生日パーティーに一緒にお邪魔するほどには。第一、この前の食事の後で彼を怒らせたかもしれないのに……。誘えるわけがない。

「萌ちゃん。悪いけど、多分それは無理だと思う……」

　せっかくの申し出を私は断ることにした。

「えっ、どうしてですか？　やっぱり忙しいとか？」

「う、うん……それもあるけど……」

　私の煮え切らない態度に、萌ちゃんは眉をひそめた。

「なにかあったんですか？」

　萌ちゃんはまっすぐ私の目を見ると、声のトーンを落とす。

　私はグイとビールを飲んだ。

「ん……実は……、私、この前彼を怒らせてしまったみたいで……連絡がないの」

「この前って、いつぐらいなんです？」

　気づけば、今まで黙って聞いていた晃くんが真剣な表情で私を見ていた。

「ほら、先週偶然ふたりに会ったじゃない。あのときよ」

　ふたりが顔を見合わせ、首を傾げている。

「でもあのとき、先輩たち、仲よさそうに見えましたよ？」

「萌は酔っ払ってたじゃないか。覚えてるのかよ」

　晃くんが呆れたように声を張り上げる。

「失礼ね。覚えてるわよ！」

　萌ちゃんが晃くんの腕をバシンと強く叩たたいた。晃くんは顔をしかめながら腕をさすっている。

「あのときは、ね。その後でちょっと……ただ、理由が私にも分からなくて……」

　話していると、涙が出そうになってくる。実はこんなにもショックを受けていたのだ。だけど後輩の前で泣くなんて恥ずかしい。私は必死に涙を堪えた。

「う～ん……あんな大企業の専務なんだし、ただ単に忙しいだけなんじゃないですか？」

「…………」

　涙を堪えるのに必死で声が出せない。涙が零れないように上を向くと、再びビールを煽ってごまかした

「とりあえず、今日は飲もうよ、先輩。ここで悩んでても仕方ないし、今度ちゃんと本人に聞いたほうがいいですよ！」

　萌ちゃんの明るい励ましが嬉しい。

「俺はもともと美緒先輩さえ来てくれればいいと思ってたから。無理に誘う必要なんてないし」

　晃くんにまで気を遣わせてしまっている。

　私は曖昧に笑うと、勧められるまま、かなりのペースで飲んだ。

　途中で体がフワフワとして、いい気分になっていることは分かっていた。飲みすぎかなあ、と認識することもできていた。そこで、あと少し、と飲んだお酒がいけなかったのかもしれない。記憶がなくなるほど飲んだのは、これが初めてだった。










初めてのキス




　柔らかなシーツがサラサラと肌になじむ。重い瞼まぶたを持ち上げると、細い光が一筋差し込んでいた。

　朝……？

　コロリと寝返りを打つ。見上げた天井に違和感があった。

　私の、部屋じゃない……？

　ゆっくり辺りを見渡しながら起き上がる。

「……痛っ」

　ひどい頭痛だ。こめかみに手を当てながら、部屋をぐるりと見回した。

　カーテンの隙間から漏れる光から、朝だと分かる。薄暗い室内は、広い割には物がなく、どこか寂しい。

　部屋の真ん中に、大きなベッドがひとつ。クィーンサイズかキングサイズだろうか。ダブルベッドよりずっと大きい。私はその上で布団に包まれていた。

　ベッド脇にはサイドテーブル。その隣にライティングデスクがある。ベッドと反対側の壁は、クローゼットだろうか。カーテンが引かれた窓以外に、扉がふたつあった。

　全体的に生活感のない、殺風景な部屋だった。

　ここはどこなんだろう。私はどうしてここへ？

　昨夜のことに思いを巡らす。

　昨夜は萌ちゃんと晃くんに誘われて、いつもの居酒屋で飲んだ。本宮さんとのことで落ち込んでいた私は、つい飲みすぎてしまったことは覚えている。

　確か、足元が覚束ない私を、晃くんが送ると言ってくれていたはず……。だとしたら、ここは双子の自宅？　何度もお邪魔したことはあったけど、こんな部屋に通されたことはなかった。

　私はゆっくりベッドを抜け出すと、壁に設置されていた姿見の前に立った。

　顔色がとても悪い。髪はボサボサで、昨日の服のまま寝たらしい私のスカートは皺になっている。

　私は急いで手て櫛ぐしで髪を整えると、スカートを撫でつけた。二日酔いで立っているのもつらい。

　すると、背後でドアが開く音がした。

　晃くんか、萌ちゃんかもしれない。迷惑をかけてしまったことを謝らなければ。

　気分の悪さを我慢してゆっくり振り返った私は、そこで固まった。驚いて声も出ない。目を見開き、口をぱくぱく動かす私は、まるで空気を求める金魚のようだったかもしれない。

「ああ、起きたのか」

　部屋に入ってきたのは、本宮さんだった。

　どうしてここに本宮さんがいるの？

「あ、えっと……どうして……私……この部屋……」

　パニックになって、なにを言っているのか自分でも分からない。

　だけど慌てる私には構わず部屋に入ってきた彼は、サイドテーブルに水の入ったコップを置いた。

「覚えていない？」

「…………」

　聞かれても思い出すことができない。私のことが嫌になって連絡をくれないのかもと不安になっていたから、この状況が理解できなくて焦るばかりだ。

「まあ、かなり酔っていたから無理もない」

「……すみません」

　双子と飲んでいたはずの私が、なぜ本宮さんと一緒にいるのだろうか。彼がここにいるということは、当然ここは双子の自宅ではないはず。じゃあ、いったいここはどこなの？

　聞きたいことは山ほどあったけれど、とにかく気分が悪い。

「薬を持ってきたから飲むといい。少しは楽になるだろう」

　本宮さんがくいっと顎で指した先には、先ほど彼が持ってきたお水があった。よく見ると、隣に薬らしき錠剤も置いてある。

「……はい、ありがとうございます」

「顔が真っ青だ。薬を飲んだら、楽になるまで少し横になるんだ」

　彼に腕を軽く掴まれた私は半ば強引にベッドまで連れていかれ、ベッドの縁に腰を下ろした。

　本宮さんが二日酔いの薬を三錠取り出し、お水と一緒に渡してくれる。

「ありがとうございます」

　私はお礼を言ってそれを受け取ると、錠剤を口に含み、水で流し込んだ。

　私がここにいる経緯は分からないが、今、本宮さんに迷惑をかけていることは事実だ。ちゃんと謝らなければ、とテーブルにコップを置くと、彼に向き合った。

「あの、ごめんなさい。どうしてこうなったのか……。なんだかすごくご迷惑をおかけして……」

　こんなボサボサの髪で、化粧も落とさずに寝た後の悲惨な顔を見られ、おまけに着ている服は皺だらけ。穴があったら入りたいというのは、こういうときのための言葉なんだ、とうなだれる。

「知りたい？」

「えっ？」

　本宮さんが一歩詰め寄る。不意に腕が伸ばされ、私の体がビクリと反応した。

　しかし彼の腕は私をすり抜け、サイドテーブルにあったボタンを押す。するとカーテンが自動で開き始めた。

　や、やだ……！

　まさかカーテンが自動で開くとは思っていなかったこともさることながら、徐々に明るくなっていく室内にうろたえる。こんな顔を明るい日の下に晒したくない。

　だけど、本宮さんはカーテンを半分ほど開けたところで止めてくれた。

　私の座っているベッドはまだ陰になっていることに、少し安堵する。

「教えてあげてもいいけど、それは後だな。もう少しだけ横になって休むといい。後で起こしにくるから、安心して寝ていいよ」

　穏やかな声音で言った彼の顔は、とても優しそうに見えた。恥ずかしくて直視できなかったから、ハッキリとは分からないけれど。

　彼は怒っていたはずなのに。だから連絡をくれなかったんじゃないの？

「ほら」と促されて横になった私は、素直に甘えることにした。気になることはいっぱいあるけれど、ひどい二日酔いで起きているのがつらい。

「……ごめんなさい、少しだけ」

「ああ」

　本宮さんの大きくて骨張った男らしい手が、私の髪を優しく梳すいた。

「あの、ここは本宮……さんの家ですか？」

「そうだよ」

「……そうなんですね。すみません、ありがとうございます」

　お礼を言うと「ほら、もう眠って」と優しく頭を撫でられた。

　こんなに甘やかされていいのだろうか。

　それでも気分の悪さに勝てず、私は顔を隠すように布団の中に潜り込む。彼の匂いがする。爽やかで清潔な香りだ。

　間もなく眠りに落ちた私は、彼がいつ部屋を出ていったのか分からなかった。




　次に目を覚ましたのは、お昼近くだった。先ほど飲んだ薬が効いているのか、朝起きたときに感じた不快感はない。

　結局、本宮さんは私を起こしにこなかったようだ。

　ベッドから抜け出した私は、ふたつあるドアのうち、朝、彼が部屋に入ってきたほうのドアを開けた。

　そこは、どうやらリビングらしい。

　寝室も広いと思ったが、こちらはそれ以上だ。四十畳はあるかもしれない。ダークブラウンとオフホワイトで統一された室内は、センスよく家具が配置されているが、やはり寝室同様、生活観がないように感じた。まるでモデルルームみたいに、機械的に整えられたように見える。

　私は広い室内を見渡したが、そこに本宮さんの姿はなかった。後で起こしにくると言っていたくらいだから、どこかにいるんだろうけれど……。

　とりあえずメイクを直して家に帰りたかった私は、本宮さんを探した。お礼を言って、私のバッグがどこにあるか聞かなければならない。

　リビングを抜け、廊下に出る。手前のドアがわずかに開いていた。そっと中を覗き込むと、そこに彼はいた。

　パソコンに向かい、難しい顔でキーを叩いている。そして彼は眼鏡をかけていた。

　眼鏡をかけた本宮さんは初めて見る。会社でたまに見かけたときも、彼が眼鏡をかけていたことはなかった。

　眉間に皺を寄せて真剣な表情で画面を睨んでいる彼は、近づきがたい雰囲気を纏まとっていたが、私は呼吸をするのも忘れるほどに見入ってしまった。

　細身の黒縁フレームの眼鏡は、彼をさらに知的に見せている。黙ってキーボードを叩く姿は、まるで映画のワンシーンのように絵になっていた。

　彼のことを知るたびに、彼を好きになっている自分に気づく。初めはただの憧れだったのに、彼に会って、彼と話して、彼のいろんな顔を見るたびに、私の鼓動は早鐘を打ち、幸福感に包まれる。

　どれぐらいそうしていたのだろう。声をかけることができず、ただ黙って彼の姿を見つめていた私は、彼がパソコンの画面から顔を上げた瞬間、思わぬ彼の笑顔を見た。私の鼓動が跳ねる。

「なんだ、起きたのか」

「はい……」

　つい先ほどまで刻まれていた眉間の皺はなりをひそめ、白い歯を見せて笑う彼には、先ほどのような近づきがたい雰囲気は一切ない。人当たりのいい好青年といった感じだ。

　彼がほんの少し笑うだけで、私の頬は熱を帯びる。きっと赤くなっているだろうけど、どうすることもできない。

「あの、本宮さんは、眼鏡をかけられるんですね」

　私が眼鏡を指して言うと、彼は今思い出したのか、笑いながら眼鏡を外した。

「これは度が入っていないんだ。ブルーライトをカットするために使っているだけなんだよ。とはいっても、オフィスでは使っていないから、あまり意味がないのかもしれないね」

「そうなんですね」

　本宮さんは眼鏡をデスクの上に置くと、私のほうへやってきた。

　オフィスでは使わないということは、彼はこの部屋でしかあの眼鏡をかけないのだろう。ということは、こんな彼を知っている人は多くはないかもしれない。

　私は、滅多に見られない彼の姿を見られた特別感が嬉しくて、思わず頬を緩めた。

「気分はどう？」

　本宮さんが私の背を軽く押して、部屋を出ながら尋ねる。

「はい。おかげさまでよくなりました。本当にありがとうございました」

「そう。よかった」

「それで、そろそろお暇いとましようと思うんですが、バッグが見当たらなくて」

　本宮さんが立ち止まる。彼は袖をまくると、腕時計を確認した。

「バッグはリビングにある。それより、もうお昼だ。なにか食べに行こう」

　そしてチラリと私を見下ろしてから、廊下の奥にある部屋を指差した。

「その前に、シャワーを浴びてくるといい。大丈夫、着替えは用意してあるから」

「え？　あの……？」

「昨晩のことを説明しないとね」

　彼がニヤリと口角を上げる。私は急に不安に駆られた。

　覚えていないことがこんなにも恐ろしいなんて。私はいったい、なにをやらかしてしまったのだろう……。

　廊下の奥、案内されたのはバスルームだった。

　手前にパウダールームがあり、奥がシャワールームとバスルームになっている。三つの部屋はすべて透明なガラスで仕切られていて、湯気で曇っていない今は、こちらから丸見えだ。

　例え湯気で少し曇っても、これでは見えてしまうのではないだろうか。

　男の人の家で、無防備に裸になることがためらわれる。今までそんな状況になったことなどない。

「着替えを持ってくるから、少し待ってて」

　そう言った彼はいったん部屋を出ていき、しばらくすると女性物の服を手にして戻ってきた。

「シャワーを浴びたら、これに着替えて。多分サイズは大丈夫だと思うけど」

　彼が差し出した服は、サーモンピンクのワンピースだった。

　見た感じ新品に見えるが、本宮さんが女性の服を持っているとは考えにくい。となると、これは誰かほかの女性のものだろうか。

　私の胸が小さな針で刺したように、ツキンと痛む。

「あの……これ……」

「さっき用意させた。誰かの借り物じゃないよ。これは君の服だ」

　私の心を読んだかのように、本宮さんが微笑む。そんな優しい顔をされると勘違いしてしまいそうだ。

「そんな……買ってもらう理由がないです」

「理由ならあるよ。俺が美緒にプレゼントしたいんだ」

「…………」

　こんなに高価そうな服を簡単に受け取ってしまっていいのだろうか。以前、彼にアロマオイルを買ってもらったときも、もちろん嬉しかったが、戸惑いがあったのも事実。申し訳ないと思う気持ちが捨てきれないのだ。

　私がためらっていると、彼はその服を洗面台の横に置いた。

「大したものじゃない。ただ、シャワーを浴びたらそれに着替えて、俺とランチを一緒にしてほしい。皺になった服では無理だろう？　それだけだ」

「でも……」

「着替えてくれるね？」

　顔を寄せ、間近で囁くように懇願されたら、もう頷くしかない。私はコクコクと首を縦に振った。

「ありがとう。じゃあ、待ってるよ」

　ドアが閉まり、ひとりになった私は脱力して床に座り込んでしまった。

『ありがとう』を言うのは私のほうだ。酔って迷惑をかけた上に、こんな素敵な服まで用意してもらって……。本宮さんは、どうしてこんなによくしてくれるのだろう。

　もしかして……、という淡い期待が頭をもたげる。

　私は慌てて首を振った。

　変に期待をしてしまうと、それを失ったときが怖い。彼にとっては、私のような地味で目立たないタイプの女の子が珍しくて、一時的に構っているだけなのかもしれない。そのほうが現実的に思える。

　気を取り直した私は、あまり待たせるのも悪いと思い、急いでシャワーを浴びた。やっぱりガラス張りは落ち着かない、とソワソワしながら。




　シャワーを浴びて身支度を整えてから、私はリビングに向かった。

　彼が用意してくれた服はとても肌触りがよく、素敵だった。そしてなにより、サイズが私にピッタリだ。

　サーモンピンクのベルベット素材のワンピースはマーメイドラインで甘すぎず、裾部分に少しフレアが入っている。大人かわいいといった印象だ。

　童顔の私は、いつもフリルやリボンが少し入ったかわいい系の服を好んで着ていたから、今までこういった大人っぽい服は着たことがなかったのだが、意外にも似合っていて、自分でも驚く。

　リビングに戻ると、本宮さんはソファに座り、分厚い書類をめくっていた。

　スラックスにシャツという、いたってシンプルな服装だったが、彼が着ると、とても洗練されて見える。仕立てのいい服を着ているからというのもあるだろうが、それよりも彼の端正な顔立ちとスマートな身のこなしがそれを際立たせているのだろう。

「あの、シャワー、ありがとうございました。それと、この服も……」

　真剣に書類に目を通す本宮さんにおずおずと声をかけると、彼はハッとしてこちらを振り向いた。私の姿を見た瞬間、その顔を柔和に崩す。

「ああ、思ったとおり。とてもよく似合っている」

　ストレートに褒められ、私は気恥ずかしくなった。外見を褒められることには慣れていない。

　手にしていた書類をＡ４サイズの封筒に戻した本宮さんは、ソファから立ち上がり私を手招きした。その手には私のバッグが握られている。

「はい、これ」

「ありがとうございます」

　私はお礼を言って、バッグを受け取った。無難なアイボリー色のバッグは、この服でも違和感がなくホッとする。

　一方で、私はテーブルの上に無造作に置かれた封筒を眺め、心配になった。

　さっき起きたときも、彼は書斎らしき部屋で仕事をしていた。この封筒の中身も、仕事関係のものに違いない。きっと、一流企業の跡取りで専務の彼は、私の想像が及ばないくらい忙しいだろう。今、この瞬間も、私のことに時間を割いてもらっていいのか不安になってしまう。

「あの、本宮さん……」

「うん？」

「……もしかして、ものすごくお忙しいのではないですか？」

　私の心配を察したのだろう。「ああ、これ？」とテーブルの上の書類に目を落とした彼は、すぐに口元を綻ばせた。

「そうだね。忙しくない、と言ったら嘘になるけれど」

「それじゃあ……」

　これ以上迷惑をかけるわけにはいかないだろう。私は食事に誘ってくれた彼の好意を丁寧に断ろうとした。

　だが、本宮さんは私の腕を掴むと、その手を少し引いた。突然のことで、私の体は素直に彼のほうへと引き寄せられる。気づけば、私は彼の腕の中にいた。

　途端に彼の清涼感のある香りが鼻び腔こうをくすぐり、私の鼓動が速まっていく。

「でも、どんなに忙しくても君との時間は作れるよ」

「えっ？」

　彼の腕の力が弱まる。少し体を離した本宮さんは、私の瞳をまっすぐ覗き込みながら微笑んだ。

「俺は、美緒と一緒にいたい。……美緒は？」

　一瞬、なにを言われたのか理解できなかった。でも、確かに『一緒にいたい』と聞こえた。

　本当だろうか。うぬぼれてもいい？　彼も、私のことが好き……だと。

「……私も、同じです。……本宮さんと一緒にいたい、です」

　真っ赤になった私に、彼はさらに笑みを深くした。

「君は俺のものだと思っても？」

　彼の言葉に私は息を呑のむ。

　それは、私があなたの恋人になることだと思ってもいいのだろうか。そうだったらどんなに幸せだろう。今まで憧れていた彼が、私の恋人なのだ。

　うまく声が出なかった私は、代わりに小さく頷いた。

「アイツじゃなく、俺を選ぶ？」

「アイツ？」

　意味が分からなくてキョトンとする私に、本宮さんは困ったような顔をする。

「それはわざとなの？　それとも素で？」

　ますます意味が分からない。私の脳内は〝？〟でいっぱいだ。

　本宮さんが軽く溜息をついた。

「昨夜、一緒にいた双子の……晃くん、だったかな？」

「晃くんがどうかしましたか？」

　突然出てきた晃くんの名前に私は戸惑う。話の先が見えない。

「彼より、俺を選ぶ？」

「え？　あ、はい。だって、あの……晃くんは友達ですから。本宮さんは、友達、ではなくて……その……」

「……恋人」

　私が言えなかった言葉を本宮さんが続けた。

　改めてハッキリ告げられると恥ずかしくて、身の置き所がない。耳まで熱を帯びているようだ。

　真っ赤になっているであろう顔を見られたくなくて、私は大胆にも、自分から彼の胸に顔を擦り寄せた。

　私の背に回っていた彼の腕にギュッと力が込められる。

　力強く抱きしめられた私は、彼の香りをいっぱいに吸い込んだ。頭がクラクラするのは、二日酔いのせいではない。

「本宮さん……」

「柊二だよ、美緒」

　本宮さんが訂正する。

「そ、それは……」

　呼んでもいいの？　名前で？　会社の専務なのに？　いや、そもそも私は自分を偽ったままだ……。

「美緒、呼んでくれないの？」

　本宮さんが私の瞳を覗き込み、柔らかく微笑んでくれる。彼の瞳に映っているのは紛れもなく私で、私の瞳にも彼が映っているはずだ。

「しゅ……柊、二……さん」

　熱を帯びた顔で、その名を小さな声でそっと呟く。口に出して呼んでみると、とても気恥ずかしい。

「うん」

　再び私は彼の腕の中に閉じ込められた。

「もう一度、呼んで？」

　甘い催促に、私は今度はハッキリと口にした。

「柊二さん……」

「美緒……」

　私の名前が甘く響く。ゆっくりと彼の顔が近づいた。

　今までにないほど緊張して体が震える。ふわりと彼の香りが漂ったかと思うと、初めて覚える柔らかくて温かい感触に包まれた。

　私と柊二さんの唇が重なった。










独占欲




　震える美緒の唇は柔らかく、甘い果実のようだった。重ねるだけのキスで、こんなにも昂たかぶったのは初めてかもしれない。

　もう何度となく感じている、美緒を押し倒したくなる衝動を懸命に堪えた俺は、彼女を促し、早々に部屋を出た。このまま部屋にふたりでいたら、俺の理性をコントロールする自信がなかったのだ。

　マンションのエレベーターに乗り込み、地下駐車場へと向かう。車の助手席に美緒を乗せ、俺はハンドルを握った。先ほど美緒がシャワーを浴びている間に予約した、イタリアンの店へと車を走らせる。

　緊張した様子で隣に座る彼女は、頬をピンク色に染めて両手を膝の上で握りしめたまま、流れる景色を黙って見ていた。

　今朝飲ませた薬が効いたのだろう。二日酔いで青白かった顔色は、すっかりよくなっている。

　俺は昨夜のことを思い出していた。

　――やっと仕事に区切りがついた俺は、自分のオフィスで深々と椅子にもたれると、美緒に電話をかけた。

　ここ数日は寝る暇もないほど忙しく、美緒に連絡を取ることもできなかった。先週の食事の後、俺は不機嫌になったまま彼女と別れてしまったことを後悔していた。そして、彼女が一生懸命話しかけてくれているのは分かっていたのに、気のない返事しかできなかった俺には、ハッキリ分かったことがある。俺は、エレベーターホールで会った双子の男のほうに嫉妬したのだ。

　最初に美緒を誘ったときは、まさか自分がこんな気持ちを抱えるとは思ってもいなかった。ましてや俺たちはまだ二度しか会っていない。それなのに、なぜだろう。彼女は自然に俺の心に入ってくる。

　彼女は俺が今まで付き合ってきた女性とはまったく違う。俺がいつもそうしていたように、食事の前にささやかなプレゼントを買おうとしても、彼女は断った。なにが欲しいのか聞いた俺に、悩んだ挙句、安価な、その辺りのドラッグストアでも売っていそうなアロマオイルを数種類欲しがった。そんなものでも本当に嬉しそうに笑ってお礼を言う彼女はかわいかった。

　俺は、彼女に恋をしたのだ。この年になってこんなことを認めるのも照れくさいが、これはきっとそうなのだ。

《はい》

　美緒の携帯が繋がると、男の声が応答した。久しぶりに彼女の声が聞けると思って俺は浮かれていたのかもしれない。彼女の携帯から聞こえてきた声が彼女のものじゃないことに動揺した。

「君は？」

　電話の向こうの相手に鋭く問いかける。

《神田です》

　……ああ、アイツか。

　俺はすぐに彼のことが分かった。俺が不機嫌になった原因の、美緒に気がある、彼女の大学の後輩だ。

　美緒はまったく気づいていないようだったが、俺はこの前の食事の後で彼に会ったとき、すぐに分かった。彼は間違いなく、美緒に好意を寄せている。それは彼の双子の姉――萌と言ったか――彼女が美緒に寄せる好意とは明らかに違う。男が女に焦がれるそれだ。

「どうして君が彼女の携帯に？　美緒はどこにいるんだ？」

　動揺する自分を悟られまいと、努めて冷静に問いただす。

　こんな夜更けに、彼女の携帯にかかってきた電話に当たり前のように出る彼は、美緒とどこでなにをしているのか。電話の向こうのふたりの様子をあれこれ想像してしまう俺は、我ながらどうかしている。

《美緒……先輩は……》

《ねえ、晃、美緒先輩、寝ちゃったよ》

　不意に電話の向こうで別の声がした。

《ちょっと待てって》

　彼がその人物をたしなめているのが分かる。この前会った双子の姉のほうだろう。

　この男と美緒がふたりきりじゃなかったという事実に俺は安堵し、聞き取られないようにそっと息を吐いた。

「君、晃くんと言ったかな？　聞こえたよ。美緒は寝てしまったらしいね。彼女を迎えに行くから、場所を教えてくれないか」

《……別に、大丈夫です。美緒先輩は俺が送っていくって約束しましたから》

　彼は頑に譲ろうとしなかった。

　本当に分かりやすい。美緒は、彼が自分に好意を寄せていることを本当に知らないのだろうか。

　俺は場所を教えようとしない彼に苛ついた。デスクを人差し指でトントンと叩く。

「それはありがたいが、僕がいるときは君の手を煩わせる必要はないよ。僕が美緒を送っていくのは当然だからね」

《どうして当然なんです？　美緒先輩はあなたからの……》

　彼がいったん言葉を区切った。

　俺がなんだと言うのだ。ハッキリ言わない彼に俺の苛立ちがさらに募る。

「……とにかく迎えに行く。場所を言ってくれ」

　やや語気を強めて言うと、彼は渋々といった感じでお店の名前を告げた。

　すぐにパソコンで場所を検索する。ここなら十分ほどで行けるだろう。

「分かった。ありがとう。十分で行く」

　パソコンの電源を落とし、上着とブリーフケースを掴むと、俺は足早にオフィスを後にした。




　予測どおり十分足らずで、教えられた店に着いた。路肩に車を停めると、目的の店に向かう。意外なことに、店の前に彼が立っていた。

「……早かったですね」

「ああ、こんな寒空の下で待たせてしまって申し訳ない」

　季節は秋とはいえ、夜になると冷える。

「別に。あなたのためじゃないですから」

　仏頂面を崩そうともせず彼が答える。俺は彼に続いて店内へ入った。

　奥の席へ行くと、美緒が机の上に小さな頭を突っ伏していた。かなり酔っ払っているのだろう。美緒の白い頬や無防備に晒された腕がほんのりピンクに色づいていて、甘い色香を放っている。俺は思わずその肌を隠したい衝動に駆られた。

「あー！　本宮さん！」

　不機嫌な弟とは違い、上機嫌な姉が甲高い声を上げる。俺は愛想よく会釈をした。

「こんばんは。迷惑をかけてすまないね。美緒を迎えに来たんだ」

「はい、晃から聞いていますよ。本宮さんが迎えに来てくれるって」

　ニコニコと笑顔で話す彼女は、社交的だ。控えめで大人しい美緒とは対照的で、天てん真しん爛らん漫まんで明るい。

「でも、本宮さんが迎えに来てくれてよかったです。だって美緒先輩ったら……」

「萌、余計なことは言うな」

　無邪気に話す彼女に彼がぴしゃりと言った。よほど俺のことが気に入らないらしい。もっとも、彼にとっては、美緒に言い寄る男すべてが気に入らないのだろうけれど。

「美緒？　起きられる？」

　美緒の肩を軽く揺さぶってみる。小さな肩がピクリと動いた。

「美緒？」

　もう一度呼ぶと、彼女はゆっくりとテーブルから頭をもたげると、定まらない視点を俺に向ける。目の縁が少し赤くなっていた。

「あ……本宮さん？」

　眠いのか、潤んだ瞳で微笑む彼女は頼りなげで愛らしく、俺は唐突に押し倒したくなるのをかろうじて堪える。

　俺は彼女に顔を近づけると、耳元で囁いた。

「美緒、今日はもう遅いし、眠いだろう？　俺と一緒に帰ろう」

　頭を優しく撫でてやると、彼女は子猫のように、気持ちよさそうにされるがままになっている。コクンと小さく頷いた。従順な彼女に、俺の征服欲が掻かき立てられる。

　美緒を立ち上がらせ、その細い腰に腕を回した。

「それじゃあ、今日はありがとう。彼女はここで失礼させてもらうよ」

　彼女が俺に体を預けるのを感じながら、俺たちの様子を黙って見ていた双子にお礼を言った。

「あ、本宮さん！」

　美緒を連れて歩き出そうとしたところで、双子の姉のほうに呼び止められ、俺は振り向いた。

「なに？」

「美緒先輩にはさっき話したんですけど、ちょっと先ですが、来年一月に、私と晃の誕生日パーティーがあるんです。美緒先輩には毎年来てもらってるんですが、もしよければ今回は本宮さんも一緒に来ていただけませんか？」

　彼女は組んだ両手を顔の前に掲げ、ねだるように俺を見た。

「僕？」

「はい。美緒先輩のパートナーとして」

　満面の笑顔で俺を誘う姉に、弟のほうは苦虫を噛みつぶしたような渋面を作った。

　双子の誕生日パーティー……。ということは、コイツの元に美緒を行かせることになるわけだ。それなら返事はひとつしかない。

「……分かった。喜んでふたりで伺うよ」

「ありがとうございます！　よかった～。まだ先ですけど、大体みんな正装で来るんです。詳しいことは美緒先輩から聞いてください」

「ああ、そうさせてもらうよ」

　笑顔で手を振ってくれる姉と、憮ぶ然ぜんと突っ立ったままの弟に別れを告げる。

　半分寝てしまった美緒を抱き上げた俺は、停めてあった車の助手席に美緒を寝かせると、俺の自宅へと車を走らせたのだった――。




「もとみ……しゅ、柊二さん、いったいどこへ？」

　予約したイタリアンのレストランへ向かう途中、車が高速に乗ったからか、美緒がソワソワし始めた。

　名前を呼ぶことにまだ慣れていないのだろう。ためらいがちに訂正して、俺の名前を言い直す彼女は、初々しくてかわいい。

　俺は安心させたくて、一瞬チラリと美緒に視線を走らせると微笑んだ。

「海沿いに知人がやっているレストランがあるんだ。イタリアンだけど、大丈夫？」

「あ、はい。好きです」

「それと、食事が終わったら買い物にも行きたいんだが、美緒の予定は？　空いている？」

「はい、空いてます。なにを買うんですか？」

　小首を傾げて微笑んでいる彼女は、俺の買い物だと思っているらしい。「手伝いますよ」と言って笑った。

　美緒にはまだ言っていないが、俺は彼女のパーティー用ドレスを買うつもりだ。昨夜、双子の姉に誕生日パーティーに誘われたとき、『正装で』と言っていたのを思い出す。

　美緒も毎年参加しているということだから、当然知っているのだろうが、彼女だって昨年と同じドレスで出席したいとは思わないだろう。

　もし美緒が既にドレスを用意していたとしても、それならそれで構わない。ドレスを着る機会はほかにもある。

「なんだろうね」

　俺は答えをはぐらかしたまま、車を走らせた。

　彼女と他愛のない会話をしながら、食事をしたりドライブをしたりする。こんな休日もいいかもしれない。

　美緒と過ごす今を、穏やかに流れるこの時間を、俺は間違いなく楽しんでいた。










意外な繋がり




　柊二さんとキスをした。

　私の頭が、それを繰り返し再生する。彼の形のいい唇がそっと近づいて、彼の吐息がかかったかと思うと、私の唇に触れるだけの優しいキスが落とされた。温かい彼の唇の感触が忘れられない。

　思い出すたび嬉しくて、でも恥ずかしくて、それでもとても幸せな気分になる。

　頬が緩んで赤くなるのが照れくさいのに、それを止めることができない。こんなことを思い出して赤くなっている顔を彼に見られたら、きっと笑われてしまう。

　私は、隣でハンドルを握る柊二さんの顔を見つめていたいのをぐっと我慢して、車窓に流れる景色を眺めた。

　こんなにも、彼が好き。でも……。

　幸せな気持ちに反比例するように、胸が苦しくなる。

　私は、自分を偽ったままだ。彼を騙だましているという罪悪感に押しつぶされそうになる。彼が私に笑いかけてくれるたび、そんな彼を裏切っている自分が許せなくなる。それなのに、彼に本当のことを告げる勇気を持つこともできない。

　彼が与えてくれた思わぬ幸せを、手放すことになるかもしれないと想像するだけで、足が震えてなにもできなくなってしまう私は、随分と臆病だ。

　間もなく柊二さんが連れてきてくれたのは、高台から海が望めるイタリアンレストランだった。

　オーナーが柊二さんの知人らしく、ここへ来る前に予約を入れてくれたらしい。

　私たちは、窓辺の一角の見晴らしのいい席に案内された。

　店内はお昼を少し過ぎていたというのに満員で、柊二さんが予約を入れてくれなかったら、いや、彼がオーナーと知り合いでなかったら席の確保は難しかっただろう。

　柊二さんは優しくて、緊張して硬くなっている私を和ませようと、いろんな話をしてくれた。ここ最近連絡がなかったのも、彼が寝る暇もないほど忙しかったからだと分かった。私が思わず心配すると、彼は目尻に皺を寄せて「大丈夫」と笑った。

　出されたお料理もとてもおいしかった。

　店内の女性客が柊二さんにチラチラと視線を寄越していたが、彼はまったく動じなかった。きっと彼にとってこんなことは日常茶飯事で、取るに足りないことなのだろう。

　私の中に小さな嫉妬が芽生える。それと同時に、ほんの少しの優越感も。だって、こんなに素敵な彼が今笑いかけている相手は、紛れもなく私なのだから。

　食事を終えて都内に戻ると、次に向かったのは有名なブランドショップだった。

　遠くから眺めるだけで、こういったお店に足を踏み入れたことがない私は、気後れしてしまう。

　それにここって……。

「どうしたの？」

　戸惑っている私に柊二さんが笑いかけてくれる。私の肩を抱き寄せるようにして、顔を覗き込んできた。

「柊二さん、このお店、女性ものばかりですよ？」

「うん。そうだね」

「どうして？」

　柊二さんが買い物に行きたいと言っていたから、私は喜んで付き合うつもりだった。彼はいったいどんなものを買うのだろう、という興味もあった。でも、それがどうしてこのお店なの？

　柊二さんが私の背を軽く押して、店の中へと促す。

「今度、美緒の友達の誕生日パーティーがあるだろう？」

　萌ちゃんと晃くんのことだ。だけど、どうして柊二さんがそれを知っているのだろう。私は彼になにも話していない。

　私が頷きつつも納得していないと分かったのだろう。柊二さんはさらに笑みを深くした。

「昨夜、美緒を迎えに行ったとき、彼らから聞いたよ。美緒は毎年行っているそうだね」

　ああ、そういうことか。昨夜は酔っ払って寝てしまったところを柊二さんが迎えに来てくれた。そのときに彼らと会っていたのだった。

「はい。萌ちゃんたちに聞いたんですね」

「そう。彼女に、俺も一緒に来てくれと誘われたよ」

「え？」

　驚いた私は足を止め、柊二さんを見上げた。目が合うと、彼はいたずらっぽく笑った。

「俺と一緒は嫌？」

　そんなこと、本当は聞かなくても分かっているくせに。柊二さんと一緒で嫌なはずがない。だけど……。

　だけど、ちょっと待って。浮かれていて今まで失念していたけれど、柊二さんの前では、私は学生ということになっている。自分でそう名乗ったわけではないけれど、学生かと聞かれたとき、私は否定しなかった。私は彼を騙している……。

　そして、双子はそのことを知らない。彼らが接触したら、私の嘘が明るみに出るのも時間の問題だ。

　柊二さんを騙したくはない。けれど私が柊二さんの会社の社員、それも資材部だと知られたら、この関係は終わってしまうだろう。こんなにも好きになってしまったのに、今、自分からそれを手放せる？

　彼といたい。彼の傍で彼の笑顔を見たい。彼のぬくもりを感じたい。

　それに、柊二さんと一緒に双子の誕生日パーティーに出席できるのはすごく嬉しい。だって私は、いつもあそこでは場違いな気がしていたから。萌ちゃんと晃くんのことは好きだし、誕生日もお祝いしたいけど、庶民な私は少し気後れしていたのも事実なのだ。柊二さんが隣にいてくれたら安心する。

　だけど、その場で萌ちゃんか晃くんが私の会社のことを口にしたらどうなるの？　私が柊二さんの会社の人間だということが彼にばれてしまうのだ。そうしたら、私は彼を失い……きっと仕事も失う。私の嘘が彼にばれてしまった後も平気な顔をして出勤できるはずはない。どうしたらいいの……。

「美緒？」

　私の様子がおかしいことに気づいた柊二さんが、心配そうに私の名を呼んだ。

「……もしかしたら、彼らのパーティーにはひとりで行きたかった？」

「違います！」

「じゃあ、なにをそんなに悩んでいるの？」

「…………」

　答えられない。だって、なんて言ったらいい？

「もし、美緒がもうドレスを用意しているなら……」

「ち、違うんです！　しゅ、柊二さん……は、きっとお忙しいと思って……」

　私は咄嗟に思いついた言い訳を口にしていた。

　柊二さんが片眉を上げた。彼はさっき、どんなに忙しくても私との時間は作れると言ってくれた。だからきっと、これが本当の理由じゃないことくらい、彼は見抜いているはずだ。

　少しの沈黙がある。だけど柊二さんは、それ以上私を追及することはなかった。案の定、彼は言った。

「さっきも言ったけど、美緒との時間を作ることくらいできるよ。だから美緒はそんな心配しなくていい。行こう。美緒に一番似合うドレスを選ばせてくれ」

　まるで『これは自分のためだ』と言うように、柊二さんは私を再び店内へと促した。

　いつかは分かってしまうことなのだ。それならば、ほかの誰かから伝わるよりも、自分から告白したい。せめてそれぐらいは、彼に対して誠実でいたい。だけど、まだそれを伝える勇気がない。少し落ち着いたら。そうしたら、ちゃんと彼に話そう……。

　私は意を決して微笑むと、店内へと入っていった。




　　　＊　＊　＊




　酔いつぶれて柊二さんの自宅に泊めてもらった週末のデートで、柊二さんは私に、双子の誕生日パーティーに着ていくためのドレスを買ってくれた。

　柊二さんが連れていってくれたお店に置いてあるドレスは値札が付いていないものばかりで、私は怖くて手に取ることもできなかった。

　そんな私に、彼はラッフル袖がかわいいシャンパンピンクのドレスを選んでくれた。私のお給料じゃとても手が出せない物に違いないけれど、そのドレスを試着した私に彼が満足そうに笑ってくれたから、私は素直に「ありがとう」とお礼を言った。

　それから二週間。夜になるとかなり冷えるようになってきた。

　あと一ヶ月もすればクリスマスだ。通りのショップも次第にクリスマス用のディスプレイをするところが増えている。一週間後には、この通りにもクリスマスのイルミネーションが施される。夜になると駅前の大きなツリーや植木も色とりどりにライトアップされて、街行くカップルを魅了するのだろう。

　柊二さんは相変わらず忙しそうで、学生のカップルのように頻繁に会うことはできない。それでも彼は忙しい合間を縫って連絡をくれるし、時間が取れるときは食事に誘ってくれたりもする。

　たった一、二時間しか会えないのは少し寂しいけれど、自分なりに精いっぱいオシャレをしていく私を、彼はいつも『かわいい』と褒めてくれる。私の希望を叶かなえようと行きたい場所や食べたいものなどいろいろ聞いてくれる。

　今年のクリスマスは平日だから、デートはできないかもしれない。彼からも、クリスマスの話は出ていない。私も、忙しい彼に自分からクリスマスの話を持ちかけることはできないでいる。それでも、もしかしたら、という淡い期待がある。

　柊二さんになにか喜んでもらえるようなクリスマスプレゼントを用意したい。

　仕事を終えた私は、駅とは反対方向の、ショップが立ち並ぶ通りに向かった。

　時折吹く冷たい風に肩をすくませながら、私はショップを一軒一軒ゆっくりと眺めていった。

　クリスマスに雪は降るだろうか。

　大人になってから雪が降るのを楽しみにしたのは初めてかもしれない。子供の頃はあんなにワクワクしたのに、大人になると現実ばかりを見るからだ。足元は滑るし危険で、靴も汚れる。電車は止まるし、バスは来ない。第一、とても寒い。

　こんな私が大学時代スキーサークルに入っていたなんて誰が信じるだろう。

　でも、今年は少し違う。雪が降る中を柊二さんと肩を並べて歩いてみたい。窓辺で寄り添いながら、降り積もる雪を眺めてみたい。彼といると、嫌いなものまで好きになるから驚きだ。

　私はあれこれ思いを巡らせた。

　これまでこれといった恋愛経験のなかった私は、好きな人へのプレゼントを考えるなんて初めてのことだ。そもそも、誰かを好きだと思ったことがない。高校時代に、クラスで人気の男の子を『カッコイイ』と思ったことはあったが、恋心を抱くまでには至らなかった。この年になって恥ずかしい話だが、私にとっては柊二さんが初恋なのだ。

　たくさんのショップがクリスマス用にさまざまな商品をディスプレイしているのを見ていると、目移りしてしまう。こんな時間さえ楽しくて仕方がない。彼と離れているときも、彼のことを考えるだけで幸せな時間に変わる。

　しかし、マフラーや手袋、ネクタイにネクタイピン、時計、カフスボタン……と、いろいろ見て回ったが、これと思えるようなものがない。

　そもそも柊二さんが身に着けているものは、一流のものばかりだ。私のお給料で買えるものなど、たかが知れている。でも喜んでもらいたい、と思うのは当然で……。

　そんなことをあれこれ考えながら歩いていたとき、アンティークショップのウィンドウに飾ってあったフォトフレームが目に入った。

　以前、柊二さんの家に泊めてもらったとき、生活感のない部屋だと思った。まるでモデルハウスのようにキレイで整頓されていたが、そこには人のぬくもりがなかった。

　もちろん、彼のベッドからは彼の匂いがしたし、彼のお気に入りのものはちゃんとあった。例えばサイフォンやパーコレーター、エスプレッソマシンなど、いろいろなコーヒー器具。例えば一流レストランも御用達の高級ワイングラス。けれどそれはまるで新品のようで、使われている形跡があまりなかった。もしかすると忙しくて、寝るためだけの家になっているのかもしれない。

「ふたりの写真を飾りたいなんて、やっぱり図々しいかな……」

　私はヨーロッパの宮殿に見るようなデコラティブなフォトフレームに見入っていた。

　最近ではデジタルフォトフレームが主流なのかもしれないが、私はこういう温かみを感じられる昔ながらのものが好きだ。本当に気に入ったものにふたりのお気に入りの一枚を飾りたい……。最初は一枚。それが少しずつ増えていったら嬉しい。

　でも、これじゃあ柊二さんの欲しいものじゃなくて、私が欲しいものになっているのかも。

　そんなことを思いながら、ウィンドウ越しにジッと見つめていると……。

「あれ？」

　背後で声がした。最初は、それが私にかけられた言葉だと思わなかった。だから私はフォトフレームに視線を向けたままでいたけれど、次に「美緒ちゃん？」と名前を呼ばれて振り向いた。

「え？」

「あ、やっぱり！」

　私の目の前で笑う彼は、少し色素の薄い柔らかそうな猫っ毛に、甘い顔立ちの、いい男だった。柊二さんと同じくらい背も高く、小さい私は見上げるようにしなければならない。

　その男性と目が合って、私は小首を傾げた。

「えっ……と……？」

　誰だろう？　どこかで見たことがある気がするのだけれど。私の名前を知っているのだから、知り合いなのは間違いない。

　声をかけてきた彼のことを、私が分からないのが伝わったのだろう。『美緒ちゃん』と私を呼んだその人が、クスリと笑った。

「分からない？」

　私の知り合いに、こんなにカッコイイ男の人はいない。もちろん、柊二さんを除いて、だけど。

　思わず警戒心を剥き出しにして後ずさる。

「だ、誰ですか？」

　冷たい空気に晒されていたからなのか、それとも怯えていたのか分からないが、声がかすれてしまった。

「そんなに警戒しなくてもいいよ。孝って言ったら思い出してくれる？」

　私のあからさまな態度に、〝タカシ〟と名乗った人物が苦笑する。

　タカシ……。私は記憶の糸を手繰り寄せた。

「ほら、小さい頃、君はいつも僕の後ろに隠れていた……」

「あっ……」

「思い出した？」

　思い出した。まだ小学生だった頃、当時住んでいた家の隣のお兄さん。人見知りで友達もできずにいた私に、いつも優しくしてくれた孝くん。

　私はコクコクと頷いた。

「孝くん」

　改めて名前を口にすると、違和感があった。当時私はまだ小学校に上がったばかりで、彼は中学生だった。どれくらい歳が離れているのかなど気にする年頃でもなく、私は無邪気に彼のことを名前で呼んでいた。

　けれど大人になって再会し、素敵な男性になった彼に『孝くん』は失礼ではないだろうか。

「あの、ごめんなさい……孝、さん？」

　思わず言い直す。なぜか疑問系になってしまった。

　すると、彼が声に出して笑った。

「あはは。昔みたいに孝くんでいいよ、美緒ちゃん」

　楽しそうに目を細めて私を見下ろす孝くんは、手を伸ばして私の頭をぽんぽんと軽く叩く。

　子供扱いされた気がしたが、実際、孝くんから見た私は、小さいあの頃のままなのかもしれない。

　そのとき、彼の左手薬指に結婚指輪がはめられているのが目に入った。

「孝くん、結婚したんですね」

「ああ、うん。一年前にね」

　にっこり笑う孝くんは、やっぱり素敵だ。結婚して幸せそうなのが、こちらにも伝わってくる。

　私がお父さんの転勤で引っ越して、それきりになったけど、彼が私のことを覚えていてくれたことは、驚くと同時に嬉しい。私は全然分からなかったのに。

「美緒ちゃん、向こうから見てたらジッと動かなかったけど、なに？　彼氏へのクリスマスプレゼントでも選んでた？」

「えっ！　いえ、あの、えっと……」

　ずばり言い当てられてしまった私は、恥ずかしいくらい動揺してしまった。頬を紅潮させ、みっともなくうろたえるばかり。『そうだ』とも『違う』とも言えず、私は赤い顔のまま俯うつむいた。

　孝くんはそれを肯定と受け取ったようだ。

「へぇ……あんなに小さかった美緒ちゃんに、彼氏ねぇ……」

　どこか含みのある言い方で孝くんが呟く。やっぱり彼の中の私は子供のままなのだろう。

「も、もう、社会人ですよ……」

「あはは、そっか」

　少し唇を尖とがらせて拗すねて見せると、彼は笑った。

「プレゼント、決まったの？」

「いえ、まだ……」

「悩んでるんだ？」

「はい。えっと、彼……は、なんでも持ってる人なので……なにをプレゼントしたら一番喜んでくれるのかな、と思って……」

「なんでも持ってる、ね……」

　孝くんがニヤリと笑った。

「……そうでもないんじゃない？」

「え？」

　意味ありげに呟く孝くんは、私の背後に目を向けた。そのまま私に視線を戻すことなく、口角を上げたままだ。

　どうしたのだろう？

　私も孝くんに習って振り返ってみる。するとそこには、険しい顔をした柊二さんが立っていた。

「え……しゅ、柊二さん……！」

　なぜ、ここに柊二さんが？

　普段は自分の車か秘書の沢口さんが運転する車、あるいはタクシーで移動する柊二さんだ。こんな歩道の真ん中でばったり出くわすこと自体、珍しい。

　本来なら、こんな偶然で柊二さんに会えたとなれば嬉しいに決まっている。しかし、今私の目の前にいる柊二さんは、お世辞にも機嫌がよさそうには見えない。むしろその逆だ。

　その端正な顔にある漆黒の瞳は鋭い光を放ち、私と、私の後ろにいる孝くんを交互に睨みつけている。

　こんな往来で、長身のふたりの男性が睨み合っている――いや、孝くんは平然と笑みを浮かべているが――となれば、人目を引くに決まっている。ただでさえ、ふたりの容姿には目を奪われるのだ。

　注目されることに慣れていない私は焦るばかり。ふたりに挟まれたまま、身をすくめた。

　そうしている間も、道を行き交う人々が皆何事かと振り向き、男性は遠巻きに、女性たちはうっとりとした視線を向けながら通り過ぎていく。

　どうして柊二さんはこんなに不機嫌なんだろう。もしかして私と孝くんが会っていたと思っているのだろうか。それだったら完全な誤解だ。今すぐ訂正しなければ。

　意を決して、息を吸い込んだとき……。

「やあ、柊二」

　孝くんの陽気な声が聞こえ、私は自分の耳を疑った。

「え？」

　いつの間にか、孝くんが私の隣に立っている。柊二さんのことを親しげに名前で呼ぶ彼を見上げた。

　ふたりは知り合いなの？　これは偶然？　それとも……。

「……どういうことか聞かせてもらおうか」

　柊二さんは険しい表情で孝くんを睨んだまま、腕を組む。威圧感たっぷりの柊二さんに、私はやましいことなどないのにビクビク肩を震わせてしまう。対照的に、孝くんはまったく動じていない。

「そんな顔するなよ。美緒ちゃんが怖がっているだろう」

「……美緒ちゃん？」

　柊二さんの頬がピクリと動いた。

「はは。本当はもっと後で言うつもりだったんだけど、仕方ないな」

　孝くんはまるで手品の種明かしをするときのように、楽しそうだ。

　だけど私は、憮然とした態度を崩さない柊二さんを前にして、そんな気分になれない。

　孝くんはこの状況をおもしろがっているようだし、なにか意図があるようにも見える。でも柊二さんは、そうではなさそうだ。なにが、あるの……？

「美緒ちゃんは小さい頃、僕の隣の家に住んでいた子なんだ」

　孝くんが話し始めると、柊二さんがチラリと私を見下ろした。そして再び孝くんを見る。

「僕が大学に入った頃、美緒ちゃんの家が引っ越してしまったんだけど、さっき偶然、ここで再会したのさ。十年ぶり以上だよ」

　ね？、と笑って孝くんは私に同意を求めた。私は頷く。孝くんの話は本当だ。

　しかし、柊二さんは依然険しい表情のままだ。

「……そんな話を信じるとでも？」

「そう言われても、本当のことだからさ」

　孝くんは肩をすくめてみせる。穏やかな笑みを浮かべたままで、柊二さんの鋭い眼光など、まるで気にしていないようだ。

「俺とお前が親友で、お前の知り合いの美緒と俺が出会ったのも偶然？　できすぎていると思うのが普通だろう？」

「まあ、それに関しては、そうだね……。半分偶然、半分必然、かな」

　孝くんが再び肩をすくめる。

　柊二さんと孝くんが親友……。

　意外な事実に、私は言葉を失ったまま。

　それに偶然と必然って、いったいどういうことなの？

　すると、柊二さんが大きく息を吐いた。

「お前、最初から分かってたな？　あの夜、お前が……」

　そのとき、無機質なコール音が聞こえた。どうやら孝くんの携帯が鳴っているらしい。

　柊二さんが忌々しそうに舌打ちをして孝くんを顎で促すと、孝くんは少し申し訳なさそうにしながらも電話に出た。そのまま私たちから数メートル離れて話し始める。

　寒空の下、取り残されたようにふたりの間に沈黙が落ちた。

「あの、柊二さん……、孝くんとはお友達だったんですね……」

　気まずい空気をなんとか和ませようと、私は半ば恐る恐る切り出す。

　柊二さんは電話で話す孝くんのほうをジッと睨んだままだったが、私が話しかけると腕を掴んで軽く引っぱった。そのまま歩道の端、ショップの壁に沿うように私を立たせる。柊二さんも私の隣に立った。表情は険しいままだが、怒っている感じではない。

「ああ。高校のときからの付き合いだ。美緒こそ……驚いたよ」

「はい……。私もです」

　柊二さんが私を見下ろした。私の瞳をジッと覗き込んでいる。

　疑われているのだろうか。孝くんと十年ぶりに再会したことを？　それとも、柊二さんと孝くんが友人であることを知らなかったことを？

「あの、孝くんがさっき言っていたことは……本当です。私がここにいたら声をかけられて。最初は誰か分からなかったんですけど……孝くんとはさっき、本当に十年ぶりに会ったんです。……それと、柊二さんが孝くんと友人だってことも……さっき孝くんが柊二さんの名前を呼んで初めて知って……それで……」

　私は一生懸命、説明した。しかし説明すればするほど、なんだか言い訳みたいに聞こえてしまい、焦った。

「いや、ごめん。違うんだ」

「え？」

　隣に立つ柊二さんを見上げると、彼は大きな手の平で顔を覆い、言葉を探すような素振りを見せた。

「さっき言ったのは、美緒のことじゃない。その……信じられないと言ったけど、それは美緒じゃなくて……。アイツ、孝は頭の切れる男だから。俺と君が偶然出会ったとは考えにくくてね」

「あ……」

　私はつい先ほど、孝くんが言っていた言葉を思い出した。

『半分偶然、半分必然』。確かにそう言っていた。

「じゃあ、孝くんは私と柊二さんが付き合うことを予想していたということですか？」

「……恐らくね。それどころか、これはアイツが……」

　仕組まれた出会いが不本意だったのか、柊二さんが乾いた溜息を漏らす。

　ふたりの出会いが仕組まれたものだと、柊二さんは私への興味をなくしてしまう？　離れていってしまう？

　私の胸が切なく喘あえぐ。そこへ、電話を終えた孝くんが戻ってきた。

「ごめん、多分聞きたいことは山ほどあるんだろうけど、僕、もう行かないと」

「おい」

　柊二さんが不機嫌そうに孝くんを呼び止めた。

「本当に悪い。詳しい話はまた今度するから。美緒ちゃんも、またね」

　それだけ言うと軽く手を上げて、孝くんは去ろうとする。そして、なにか思い出したように体を翻すと、私のところへ戻ってきて、耳元でひと言囁いた。

　私の頬は瞬時に熱を帯びていく。そんな私を楽しそうに眺めた孝くんは、今度こそ人混みの中へと消えていった。

「まったく……。アイツになにを言われたんだ？」

　柊二さんが赤くなった私の頬をさらりと撫でる。それだけで私の顔は沸騰しそうだ。

　仕組まれた出会いでも私は構わない。こんな幸せがあるのなら。

『柊二はよほど君が大事らしいね。アイツのあんな顔、初めて見たよ』

　私の頭の中で、孝くんの去り際の言葉がリフレインした。










策士な親友




　白いクロス貼りの壁に、床は淡いグレーのタイルカーペットが市松貼りになっている室内には、ローテーブルとゆったり座れるソファが配置され、入り口と窓際の二箇所に観葉植物がある。キレイに片づけられてはいるが、なにもないだけの狭い空間だ。

　駅前のオフィス街にある十五階建てビルの九階。ここは俺の親友、孝が勤める『グローバルマネジメント株式会社』の応接室だ。

　グローバルマネジメントは、あらゆる分野のスペシャリスト――弁護士、会計士、証券アナリストなど――から構成される少数精鋭のプロフェッショナル集団で、企業経営における各種ノウハウを指導、改善していく会社である。

　美緒と孝に偶然、街中で出会った日の週末、土曜日。俺は孝に美緒とのことを問いただすために、ここへ出向いていた。場所は邪魔されないところならどこでもよかったが、孝が今日は休日出勤だということで、ここを指定された。

「で、早速聞きにきたわけだ。僕が柊二に、あの日に限って恋人を勧めた理由を」

　目の前の友人は、楽しげに口角を上げたまま熱いコーヒーの入ったカップに口をつけた。

　ゆったりとくつろいだ様子で俺を眺める彼は、休日出勤するほど忙しいはずなのに、そんな事情は微み塵じんも感じさせない気遣いを持ち合わせている。

「孝が美緒と知り合いなのはもう分かった。ただ、お前の魂胆が読めない」

　孝の手の平で転がされるのは気に入らない。孝と同様、俺も物事を掌握していないと気がすまない性質なのだ。

「魂胆、ね……」

　孝がコーヒーカップを置いた。

「そんな大層なことをしようとしているんじゃないよ。ただ、いいきっかけになると思っただけなんだ」

「……もったいぶるな。なんのきっかけだというんだ」

　俺はジロリと孝を睨みつける。

　大抵の人間はこの睨みひとつで黙らせることができるが、この友人にはまったく効果がない。まっすぐに俺の目を見つめ返し、不敵にも微笑んでさえいる。

「美緒ちゃんは？　あれから、なにか言ってた？」

「……お前と十年ぶりに会ったのは本当だとね。この際、美緒は関係ないだろう。彼女はなにも知らないようだったし、嘘をついているようには思えない。彼女はどう見ても嘘をつけるタイプじゃない」

「……そうかな？」

　孝の視線が試すように俺に挑んでくる。

　俺が彼女を信じていることが間違いだとでもいうのだろうか。孝の視線が気に入らない。俺たちはお互いなにも言葉を発しないまま、ほんの一時そのまま睨みあった。

「……なにが言いたい？」

「別になにも。ただ、柊二は彼女とまだ知り合って間もないからね。そんなに全幅の信頼ができるものなのかな、と思っただけだよ。もしかしたら、彼女だってなにか隠していることがあるかもしれない。柊二に知られたくないような秘密があるかもしれないだろう？」

　正論を突かれ、俺は一瞬言葉に詰まった。

　大人しくて従順な彼女が嘘をついているとは考えにくいが、確かに俺は美緒と知り合って間もない。小さい頃から彼女のことを知っている孝のほうが理解していることだってあるだろう。孝は、なにか知っているのか？

「つまり、美緒が俺になにか隠していることがある、と。そして、お前はそれがなにかを知っている。そう言いたいのか？」

　一瞬の動揺を打ち消すように、俺は孝を見据える。

　孝はほんの一瞬、その顔から笑顔を消したが、すぐにそれは元に戻った。俺の気のせいだったかもしれない。

「極論だね。誰もそんなことは言っていない。ただ、お前らしくないと思っただけさ。いつもなら相手のことを疑ってかかるくらい冷静に分析してリサーチするのに、彼女に対してはそうじゃないようだから、意外に思っただけだよ」

「……相手によるさ」

　俺は少し冷めてしまったコーヒーをひと口すする。

「これが仕事なら、それも当然必要だろうし、俺もそうしただろう。けれど、美緒は取引相手じゃない。そんなことをする必要はないと思ったし、実際、必要なかった。違うか？」

「いや、違わないよ。美緒ちゃんのことは、彼女を見ていれば分かるだろうし。彼女はどうやら本当に純粋らしいから」

　その言葉に俺は頷く。

　確かに美緒は、孝も言うように純粋だと思う。俺が少し触れるだけで頬を真っ赤に染める彼女は、俺が知っているほかの多くの女性と違って、恋愛に関してあまり経験がなさそうだった。

　だけど今日、俺はそんなことを話しにここへ来たんじゃない。

「孝、お前が美緒と知り合いなのは分かった。だから聞くが、あの夜のことは偶然じゃないんだな？」

　あの夜、俺が美緒に声をかけたのは、孝のひと言がきっかけだった。適当な誰かを恋人役にあてがえばいい、という孝の提案に俺はのったのだ。そして美緒に声をかけた。孝の友人である美緒に。

「そうだね……。それもこの前言ったけど、半分は偶然なんだよ。あの夜お前を呼び出したのは、確かにお祖母様からの見合い話の件があったからなんだ。そこで、たまたま僕は美緒ちゃんを見かけた」

　孝が、飲み終わったコーヒーのカップを静かにソーサーに置いた。俺はそんな孝の動作を舐なめるようにジッと見つめる。

　相変わらず隙のない男だ。

「あの夜、あの店に美緒がいたのは偶然ということか。それじゃあ、俺と美緒が付き合うことは偶然ではなかったということだな？」

「そうだね。僕も結婚して落ち着いた今、親友であるお前にも幸せになってもらいたいと思うことぐらい、許されるだろう？」

　孝が、左手薬指にはめられた結婚指輪を見た。つられて俺もそこに視線を移す。

　孝も俺と同じ種類の人間だと思っていた。結婚には興味を持たず、女とは適当に付き合い仕事に打ち込む。ついこの間までこの男もそうだったはずなのだ。それなのに、突然結婚すると言い出した。

　それを聞かされたとき、俺はなにかの冗談だとしか思えなかった。だけど真実だった。

「確かにお前の場合はうまくいったさ。だけど、それが俺にも当てはまるとは限らない。そうだろう？　実際、世の中の男女が愛だの恋だの騒いで大恋愛の末に結婚しても、うまくいくカップルがどれほどいるんだ？　ほとんどの夫婦が生活のために我慢を強いられた結婚生活を続けるか、あるいは離婚するかのどちらかだろう。そして、それは今後のお前にも言えることだ」

　俺の言葉に孝は眉根を寄せた。機嫌を損ねたのだろう。

　少なくとも今のところ、孝のところの夫婦関係は良好だ。俺も友人としてこの夫婦の不和を願っているわけではない。ずっとその幸せが続いてくれればいいと思っているのは本当だ。だが、現実はそうじゃない。いくらそう願っても、うまくいかないことのほうが多いのだ。

「心配してくれるのは嬉しいが、僕のところは問題ないよ。今のところはね。もっとも、今後もどうにかなることはないと僕は信じているよ」

　孝は淡々と言葉を並べる。どうやら本気で怒らせてしまったようだ。

「いや……すまない。さっきのは言いすぎた。俺もお前には幸せでいてもらいたいんだ」

「……ああ、分かってる。言いすぎたのは僕も同じだからね。美緒ちゃんを疑うような発言をしてしまった」

　孝が申し訳なさそうにうなだれた。

「それも正論だからな。確かに俺は、彼女についてまだ知らないことのほうが多い」

「でも、柊二にしては珍しくひとりの女に執着しているね」

「執着……？」

　孝の言葉に俺は片眉を上げた。

「もしかして気づいていない？」

「……いや」

「へえ、自覚しているんだ。驚いたな。彼女のなにがそんなによかったの？　確かにかわいいけど、そんな女は、過去にもお前の周りにいっぱいいただろう？　……もしかして体の相性がそれほどよかった、とか？」

　孝がニヤリと笑う。

「おい」

　今度怒りを顕わにするのは俺の番だった。彼女をそんな目で見られたことに嫌悪する。

　美緒とは触れるだけのキスを数回交わしただけで、まだそれ以上の手は出していない。

　確かに今までの俺ならばありえないことだったが、彼女には簡単に手を出せなかった。大切にしたいと思う心が働くのだ。

　すると孝が、両手を軽く上げて『降参』というポーズを取った。

「悪かった。下世話なことを言って」

「いや……」

　俺は小さく首を振った。

「美緒は……大事にしたい。お前の友人だからとか、そういうのは関係なしで。それに、さっきはあんなこと……結婚してもうまくいかないカップルが多いと言ったが、それは一般論であって、美緒に関してはそういう思考が働かないんだ」

　俺はいったん言葉を区切る。

「……とにかく、彼女のことは大切に思っている」

　深く長い息を吐いた。

「うん」

　孝が安心したように微笑んだ。

「だから今日ここへ来た。お前がどうしてあの場で俺をけしかけたのか、それが知りたい」

　俺は孝を真正面からジッと見据えた。

　孝は、俺が今日ここに来ると言った時点で話そうと決めていたのだろう。両腕を膝に乗せて前で手を組むと、負けじとこちらを見据える。ややあって、口を開いた。

「さっき、僕は美緒ちゃんに対して少し否定的なことをお前に言ったかもしれないけど……」

「……ああ」

「僕は美緒ちゃんを否定しているわけではないことを、まず言っておきたい。彼女は僕の大切な友人だと思っているし、彼女がとてもいい子であることはよく知っているつもりだ」

　俺は黙って頷き、先を促す。

「あの夜、バーでお前と話していて、入り口付近に美緒ちゃんがいることに気づいたんだ。彼女を見つけ、彼女たちの会話をそれとなく窺っていたとき、僕とお前の問題を解決するちょうどいい案を思いついたんだ」

「問題？」

「そう」

　孝が笑顔で頷く。続きを話したくてたまらないのに、わざと俺に質問をさせ、もったいぶっている、そんな感じだ。

「僕は毎度のことながら、お祖母様に柊二への見合い話を持ちかけられ、それを断ることができないでいる。柊二も同じだろう？　無下にできずに、不本意ながらも見合いを受け、適当な理由を考え断っている」

「……ああ」

「だから、美緒ちゃんをお前の恋人にしたらどうかと思ったんだよ」

　孝の言う『問題』がなにかは理解できた。だが、それがどうして美緒限定の話になるのかが分からない。あのとき、孝は確かにあの中から恋人を選べばいいと言ったが、美緒にしろとはひと言も言っていなかったはずだ。俺が美緒を選ばない可能性だってあったのだ。

「あのとき、俺が美緒を選んだのは偶然だ。俺が美緒以外の女を選んでいたらどうなっていた？」

　俺の質問に、孝は笑って首を振る。

「いや、お前は間違いなく彼女を選んでいたよ」

「なんでそんなことが分かる」

「お前とは何年付き合っていると思う？　彼女は間違いなくお前の好みだと思ったよ。それに、僕がこの話を持ちかけたとき、お前は彼女しか目に入っていなかっただろう？　お前はこれから誘う相手が高校生じゃないかと心配したが、あの場にいた美緒ちゃん以外の女性はみんな大人っぽくて、明らかに高校生ではなかったよ。お前の中では、最初から彼女だけがターゲットだったんだ」

　孝の言い分に、俺はいささか不機嫌になった。彼が言うには、あの中で俺が美緒を選ぶことは決定事項だったらしい。そこまで見抜いた上で、けしかけたのだ。

　孝の意のままに操られた気分になった俺はおもしろくない。ソファに深く背中を預けると、憮然とした態度で孝を見た。しかし俺の友人は相変わらず、そんなことは意にも介していないようだ。

「結果、うまくいっただろう？」

　悪意のない笑みを浮かべたままの友人に、俺は文句のひとつでも言ってやりたい気分だ。まったくおもしろくない。

「後は美緒ちゃん次第かな。彼女がこの後どうするかにかかっているよね」

「美緒が俺から離れていくと思っているのか？」

「いや……。とりあえず、僕が話せることは全部話したよ。後は美緒ちゃんとうまくやってほしいな」

「言われなくても、そうするつもりだ」

　俺はソファから立ち上がると、時間を確認した。

「仕事中に時間を取らせて悪かったな」

「全然。大事な友人のことだからね」

　肩をすくめてみせる孝に、俺は軽くお礼を言ってから応接室を出る。そして、休日で人がいない受付を通り過ぎ、エレベーターに乗り込んだ。










強引なアプローチ




　孝くんと柊二さんに街で偶然会ってから、数日が過ぎた。

　私は今日も、郵便物が詰め込まれた青いプラスチックケースを五つ重ねて台車に乗せると、エレベーターへと向かう。動きの悪い台車の扱いにもだいぶ慣れ、同時に運べるケースの数も増えた。

　まず向かうのは、三階の営業部だ。一般用のエレベーターに乗り込み、三階の行き先ボタンを押す。

「待って！」

　閉じるボタンを押そうとしたところで、急いで走ってくる人が見えた。慌てて開くボタンを押し、エレベーターに駆け込んできた人物を見上げる。

「ありがとう」

　そう言って陽だまりのような笑顔を見せたのは、営業部の高科さんだった。さすが営業部のエースといったところだろうか。高科さんの笑顔には、人を惹ひきつける魅力がある。女子社員に人気があるのも分かる気がした。

「お疲れさまです。こんな時間に出社されるなんて、今日は直行だったんですか？」

　時刻は朝の九時半だ。まさか高科さんが遅刻なんてするはずもないだろう。

　三階のボタンを押し、エレベーターの扉が閉まる。階数表示を見上げながら聞いてみた。

「うん。ちょうど決まりそうな商談があるんだ」

「そうなんですか、忙しそうですね。もしかして、この前話してくれた件ですか？」

「うーん、多分違うかな。ひとつの案件だけを抱えているわけじゃないからね」

「そうですか、大変なんですね」

　確かこの前、営業部の廊下で高科さんに会ったときも、決まりそうな商談があると言っていた。でも今日のは別の仕事らしい。毎月トップの営業成績を収めるくらいだから、同時に幾つもの契約を取ってくるのが当たり前なのだろう。

　高科さんの所属する営業部第三営業課がどんな案件を扱っているのかは詳しく知らないが、主にリゾート地の商品開発・調達に関係していると聞いたことがある。所属するところによって、まったく別物を取り扱っている会社であるから、私のような末端の人間が会社の全容を把握するのはとても難しい。

　ポンと音がして、エレベーターが三階に到着したことを知らせる。

「渡辺さんは今時間ある？」

　エレベーターのドアを高科さんが開けてくれていたので、先に台車を押してエレベーターから降りると、彼がリフレッシュコーナーの方を指した。

「はい、大丈夫ですよ」

「休憩していかない？」

　人のいい笑顔を浮かべて爽やかに誘う彼は、きっといつもこうなのだろう。私だけが特別だと思わせないような安心感があって、気軽に誘いに乗ることができる。もっとも、行き先は会社の自販機が置いてある休憩スペースなのだから、身構える必要もないのだけれど。

「はい」

　にっこり笑って快く承諾する。台車をリフレッシュコーナーの自販機の横に置くと、ポケットから小銭入れを出した。

「いいよ、そんなの。渡辺さんはなにを飲む？」

　自販機に百円を投入した高科さんにオーダーを聞かれた。奢おごってくれるらしい。

「え、でも……」

「会社の自販機でよければ、いつでも奢るよ。ほら、なににする？」

　ニコニコ笑って促す彼の前で、あまり頑なになるのも失礼な気がする。私は素直に甘えることにした。

「じゃあ、ミルクティーでお願いします」

「ホットだよね？」

「あ、はい」

　すぐに紙コップに飲み物が注がれ、でき上がりの合図の音が鳴った。

「はい、どうぞ」

　高科さんが紙コップを取り出して渡してくれる。

「ありがとうございます」

　私はお礼を言って、傍に設置されているカウンターチェアに腰掛けた。高科さんも自分のコーヒーを持って、私の隣に腰を下ろした。

「お忙しそうなのに、よかったんですか？」

　資材部の私とは比にならないくらい多忙なはずだ。直行先から出社してきたばかりで時間を割いて大丈夫だったのか、心配になってしまう。

　だけど、高科さんは「大丈夫」と言って笑った。

「僕だって、ずっと根詰めて仕事ばかりをしているわけじゃないよ。適度に休憩しないとね。それに、今朝はまだコーヒーを飲んでいなかったんだ」

　彼の言葉が本当なのか、それとも私に気を遣わせないようにして言っただけなのかは分からないが、確かに休憩は必要だろう。

　新卒で資材部に配属されたこともあって、社内に親しくしてくれる人がほとんどいない私には、彼の優しさが嬉しかった。柊二さんに感じるような甘酸っぱい感情ではないけれど、同じ会社の先輩として、高科さんには好意を持っていた。気さくで優しくて仕事のできる彼のことを尊敬している。

「渡辺さんは、どう？　この仕事はもう慣れた？」

「はい。おかげさまで。といっても、私の仕事は高科さんみたいに忙しくないし、毎日簡単なことばかりですけど」

　そっと口元を緩めると、高科さんは「それでも大事な仕事だよ」と微笑んでくれた。この会社でそんなことを言ってくれるのは彼だけだろう。

　飲み終わった紙コップをくしゃりとつぶして立ち上がった彼は、それをゴミ箱へと放り投げる。そして、思い出したようにこちらを振り返った。

「あ、そうだ。渡辺さん」

「なんですか？」

「今夜、ウチの課で飲み会があるんだ。よかったら渡辺さんも来ない？」

　恐らく高科さんは、好意で誘ってくれたのだろう。けれど、私は部外者だ。営業部の知り合いといえば、今話している高科さん以外にはいなかったし、全社内でも同じ資材部の関根さんを除いて、まともに話したことすらない。

　そもそも皆、私とはあまり関わらないようにしていると言ったほうが正しいかもしれない。そんな中に行ったら、せっかくの飲み会を台無しにしてしまいそうだ。

　私は困惑した。

「あの、せっかくですが、私は部外者ですし、知り合いもいないので」

　穏便に断ろうとすると、私の気持ちを汲くみ取ってくれたのか、高科さんが残念そうに笑った。

「……そっか。そうだよね、知らない人間と飲んでも楽しくないよね」

「い、いえ、あの……すみません……」

　せっかく誘ってくれたのに、それを断るなんて失礼だっただろうか。

　私は急に心配になった。しかし次の瞬間、高科さんが顔を輝かせた。なにか妙案を思いついたような顔つきだ。

「あ、そうだ。じゃあこうしない？」

　私は小首を傾げる。

「渡辺さんのところの飲み会に僕を誘ってくれないかな」

「えっ？」

「それなら渡辺さんも知らない人間と飲むわけじゃないし、気が楽だろうし」

　突拍子もない提案だ。

　私のところの飲み会ということは、資材部の飲み会ということだろう。けれど資材部といっても、メンバーは私と関根さんだけだ。少し前までは山口さんもいたけれど、それでもこの仲間で飲みに行ったことなど一度もない。

　辞めてしまった山口さんとは割と話もしていたけれど、関根さんとはほとんど話すことはない。彼は気づけば部屋からいなくなっているし、一緒に飲みに行くほど、親しくしているわけではないのだ。

「あの、私のところといっても、関根さんと私しかいませんよ？」

「知っているよ。三人でもいいじゃない」

「でも、関根さんとも一緒に飲みに行くような感じではないんですよ。今までそういうの、一度もなかったですし」

「そうなの？」

「はい」

　会社の仲間と飲みに行ったことがないことは、営業部の高科さんには相当意外だったらしい。目を大きく見開いて、本当に驚いているようだ。

　それもそうだろう。高科さんのところはエリート部署だ。いろんな打ち上げや集まりなど、コミュニケーションを円滑にするためにも、飲み会は頻繁にあるのかもしれない。

「じゃあ渡辺さんは、今まで会社の飲み会に参加したことがないの？」

「そうですね」

「入社したときは？　歓迎会とかもなかったの？」

「はい」

　答えてから、私は苦笑する。不要な人間が集められるという噂の資材部で、歓迎会もないだろう。

　だけど彼は、そんなことにまったく気づいていないようだ。さらに大きな声を出した。

「えええ！　それなら、なおさら行こうよ。関根さんは誘いづらい？」

「う～ん……。そういうわけでもないんですけど、きっかけがないというか……。関根さんは結婚してますし、きっと早くご自宅に帰りたいんじゃないでしょうか」

「あ～、なるほどね」

　既婚者の関根さんが私とふたりで飲みに行くのは、やはりまずい気がする。例えそこに高科さんが加わるとしても、なんだか不自然だ。

「う～ん……じゃあ、僕とふたりで行く？」

「え？」

「ふたりじゃ、会社の飲み会っぽくはならないかもしれないけど。渡辺さん、会社の人間と飲みに行ったことがないようだから、さ」

　いたずらっぽくウィンクする高科さんは、本気だろうか。

　突拍子もないお誘いに、私は目を白黒させる。

　高科さんとふたりで飲みに行くほうがもっと不自然だ。それに……高科さんとふたりきりというのは、できることなら避けたい。いくら会社の飲み会っぽくといっても、所詮は男の人とふたりきりになるということだ。傍から見たらデートだと思われても仕方がない。私がデートしたい相手は柊二さんだけだ。

「でも、それは……」

「あ、もしかして彼氏に誤解されるとか、心配してる？」

「えっ……！」

　ずばり核心を突かれた私は、うろたえた。耳まで赤くした私に、高科さんが大きく息を吐く。

「あ～……、やっぱりそうなんだ。もしかして、と思って少しカマをかけてみたんだけど」

「カマ？　なにが、ですか？」

「渡辺さんに彼氏がいるってことだよ」

　チラリと横目で見られて、私は俯いた。赤い顔を隠そうとしても耳まで熱くなっているから、きっと意味がないだろうけれど。

　彼が私のほうに一歩近づく気配がする。

「渡辺さんの彼氏って、どんな人？」

　聞かれて見上げると、高科さんは意外にも真剣な表情をしていた。

「どんな……って？」

「ああ、ごめんね。ただ興味があって。こんなにかわいい渡辺さんの彼氏なら、きっとカッコイイ人なんだろうね。違う？」

「え……っと……」

　かわいい？　私が？

　高科さんは今まで気さくに話しかけてくれることはあったけれど、こんなお世辞を言ったりする人ではなかった。彼とは、身構えないで自然に話すことができると思っていただけに、戸惑ってしまう。

「会社の人……じゃ、ないよね？」

　しかも、やたらと詮索してくる。

「あの……」

　まっすぐに私の瞳を覗き込み、様子を窺っている高科さんは、私の出方を待っているようだ。

　私は柊二さんの顔を思い浮かべた。

　彼は背が高くて、私と頭ひとつ分以上身長差がある。なるべく釣り合う身長になりたいから、一緒に出かけるときにはヒールの高い靴を履くようにしている。

　サラサラの漆黒の髪から覗く同じ色の瞳に見つめられ、形のいい唇から発せられる低い艶のある声音で私の名前を紡がれると、私はいつも体を震わせる。彼のことを考えると、体が勝手に熱くなってしまう。

　彼は、本宮商事の専務だ。だから、高科さんの質問に答えるならば、この会社の人間ということになる……。でも、そんなこと言えるわけがない。

　私は口を閉ざしてしまった。

「もしかして、会社の人間なの？」

「え……」

　顔に出ていた？

　私はハッとして青ざめる。私の恋人が私の勤める会社の専務だということは、私以外に誰も知らない。そう、柊二さん本人だって知らないのだ。

「あの……、ち、違うんです……その……」

「驚いたな。本当に？　渡辺さんが社内の人間と親しくしてるところなんて、見たことなかったのに」

　私の否定は聞こえていなかったのか、高科さんは私が社内恋愛をしているのだと決めつけた。そして私が口を挟む余地なく、言葉を続ける。

「ついでに聞いちゃうけど、その相手って、僕の知ってる人？」

　ビクリと肩を震わせて、高科さんを見上げる。まっすぐ私を見下ろす彼に、真実を打ち明けるわけにはいかない。

「違います……。つ、付き合っているわけではなくて……」

　咄嗟に思い浮かんだのは、恋人の存在を否定する言葉だった。これでは、まるで私が社内の誰かに片想いしているように聞こえてしまう。

「へぇ……」

　高科さんの顔に急に笑みが広がった。そのとき、廊下の向こうからやってきた女性が高科さんを見つけて大声で呼んだ。

「高科くん、いた！」

「斉さい藤とうさん？」

　自分を呼んだ女性の声がする方を振り返った高科さんは、人好きのする笑顔を見せた。つられて私もそちらを見ると、初めて郵便物を営業部に運んだとき、高科さんと会話する私を鬼の形相で睨みつけていた女性だと分かった。

　彼女はピシッとした黒いスーツの下に、フリルの入った淡いピンク色の女性らしいブラウスを合わせている。仕事のできる素敵な女性、といったイメージだ。会社の制服を無難に着こなしている私とは全然違う。

　斉藤さんと呼ばれた女性は、高科さんと一緒にいる私に気づき、鋭い視線を一瞬私に寄越したが、すぐに高科さんに向き直った。

「高科くん、部長が呼んでるよ。早く行ったほうがいいと思う」

「え、マジですか？」

「早く早く」

　高科さんの背を押すようにグイグイと急かす彼女に、高科さんは苦笑しながら私を見た。

「じゃあ、僕はここで。渡辺さん、またね」

「あ、はい。ごちそうさまでした」

　私はペコリとお辞儀をする。頭を上げると、既に彼は斉藤さんに押されて営業部のドアをくぐるところだった。




　その日も無事、一日の業務を終えた。

　山口さんが突然会社を辞めて、郵便物を配る仕事が自分に回ってきたときは、社内でばったり柊二さんに会ったらどうしようかと、そればかり心配していた。けれど実際に配ってみると、ガッカリするくらい柊二さんに会うことはなかった。まだ一度も、彼に出くわしたことはない。ホッとするような、残念なような複雑な心境だ。

　でも、もう本当のことを言わなければならない。このまま柊二さんを偽り続けることは、できないから。

　今度柊二さんに会ったとき、ちゃんと正直にすべてを話してみようと決心していた。

　それで柊二さんが私を嫌いになってしまっても、悲しいけれど仕方がない。私が彼を騙していたことは事実なのだから。……彼を忘れることは、とてもできそうにないけれど。

　ロッカーで着替えを済ませてから一度資材部に戻ると、入り口のところに高科さんが立っていた。

「渡辺さん、お疲れさま。今から帰るの？」

「お疲れさまです。はい、そうです。高科さんは残業ですか？　あ、今日は課で飲み会があるって言ってましたね」

　今朝、休憩をしながら高科さんが飲み会のことを話していたのを思い出す。

　ということは、今日は残業ではないのだろう。

「なにか用でしたか？」

　滅多に人が来ない資材部に高科さんがいるとなると、用があってここへ来たと考えるのが普通だ。

　高科さんは首を振った。

「今日の飲み会は延期になったんだ」

「あ、そうなんですか」

「だからといってはなんだけど、渡辺さんを誘いにきたんだ。どう？　これから飲みに行かない？」

「え……でも……」

　まさか本当に誘われるとは思っていなかった。それも、こんなに突然に。

　今朝の話の中で、私が社内の誰かに片想いをしていると彼に勘違いされてしまったと思ったのは、気のせいだったのだろうか。私に好きな人がいると知っていたら、わざわざ私を誘うことはないはずだ。

　だが、すぐにその答えは分かった。

「渡辺さん、好きな人がいるとはいえ、まだ付き合っているわけじゃないみたいだし。だったら構わないよね？　僕のことも知ってほしいんだ。ただ少し飲みに行くだけだし、ほら、行こう」

　彼は手を伸ばすと、私の腕を掴んだ。男性の強い力でグイと引っぱられる。

「え、ちょっと待ってください、高科さん！」

　彼はこんなにも強引な人だっただろうか。

　私は高科さんに半ば引きずられるようにして会社を後にした。

「た、高科さん……ここって……」

　会社からタクシーに乗せられて連れてこられたのは、私が想像していたような居酒屋ではなく、一流のコース料理を提供するフレンチレストランだった。少なくとも、会社の仲間と気軽に飲みに行くような店でないことは確かだ。カップルがちょっとオシャレをしてデートで行くような、そんな店である。

「渡辺さんはなにを飲む？　飲めるよね？」

　私の言わんとしていることは恐らく分かっているのだろうが、それには答えず、高科さんが飲み物を聞いてくる。

　まさかこんな店に連れてこられるとは思っていなかった。もともと強引に連れてこられたとはいえ、こんな店で高科さんとふたりで食事なんてしていたら、デートをしているようにしか見えない。柊二さんのことを思うと、後ろめたさと居心地悪さでいっぱいになる。

「ごめんなさい、私は飲めないのでペリエを……」

「え、そうなの？」

「はい、すみません」

　本当は飲めるけれど、今日はそんな気分じゃない。高科さんのことは尊敬しているし好きだけれど、こんなに強引に我を通されると騙された気分になる。

　私に好きな人がいることを知っているのに、彼は私の気持ちなどお構いなしだ。私は鬱々とした気分を味わっていた。

　やがて料理が運ばれてきた。高科さんは赤ワイン、私はペリエを飲みながら料理をいただく。確かに料理はおいしいけれど、私は彼の話に笑顔で相あい槌づちを打ちながら、早く食事を終わらせて帰ることばかりを考えていた。

「渡辺さんって……」

　最後のデザートになったとき、高科さんがナイフとフォークを持つ私の手元をジッと見つめた。

「こういうお店には慣れているの？」

「こういうお店？」

　私は首を傾げる。

「うん。ほら、ずっと見ていたけどマナーも完璧だったし。ナイフとフォークも使い慣れている感じだよね。こういったお店によく来るのかな、と思って。意外だな」

　その口元をフッと綻ばせて、彼は笑った。

　最後のひと言は余計ではないだろうか。でも、マナーが完璧だというのなら、それは柊二さんのおかげにほかならない。だって私は、初めて柊二さんとレストランで食事をしたときはオロオロするばかりだった。柊二さんは気にしないでいいと言ってくれたけれど、結局その後で、私は彼にひととおり教えてもらったのだ。

　柊二さんに教えてもらったことが、身についていてよかった。だって今日は、柊二さんと食事をしたときと違って、ほかの客から私たちを隠す壁も、観葉植物もないのだから。

「そんなことはないと思いますけど……失礼がなかったのなら、よかったです」

　私が曖昧に微笑むと、高科さんはさらに笑みを深めた。

「ますます気に入ったよ」

　私の顔は引きつっていなかっただろうか。まさか高科さんに、これほど好意を持たれているとは気づきもしなかった。ただ、気さくで優しい先輩だと思っていただけ。

　私は柊二さんが好きなのに、高科さんとこれ以上親しくしないほうがいい気がする。でも、告白されたわけでもないのに、断るのも自意識過剰ではないだろうか。彼からの強引なアプローチをうまくかわすにはどうしたらいいのだろう。きっと萌ちゃんなら、こんなに悩むことなくうまくあしらえるんだろうな。

　今までずっと恋愛に奥手すぎたことを、私はほんの少し後悔した。

　食事を終えると、高科さんがアパートまで送ってくれると言った。私はこれ以上高科さんと仲よくなるのは避けたいという思いから、一度はそれを断った。だが、彼はここでも強引だった。

「デートの後に女性をひとりで帰すなんて、男の美徳に反すると思わない？」

　高科さんは、既に待機しているタクシーの開いたドアに片手を乗せて、私を中へと促す。さらりと発せられたその言葉に、私は敏感に反応した。

「デートだなんて……そんな話じゃなかったはずです」

　少し眉根を寄せてムッとしてみせると、高科さんはいつもの爽やかな顔で笑った。

「あはは、そうだったね。渡辺さんも、たまには主張することもあるんだね」

「たまには、って……」

　流されやすくてハッキリしない自分の性格を思い、私はうなだれる。そんな私の腕を高科さんが軽く引っぱった。

「ほら、乗って。今日はデートじゃないけど、君はもう帰るだろう？　帰りたくないと言うなら、このタクシーは見送って、別の場所に案内するけど。どうする？」

「か、帰ります！」

　高科さんの意味深なお誘いに、私は思わず大きな声を張り上げた。そんな私を見て、彼がクスリと笑う。まんまとのせられたのかもしれない。私はタクシーに乗り込むと、気づかれないようにそっと溜息をついた。

　しばらくして、私たちの乗るタクシーが会社近くの通りまで来た。私は、近づいてくる会社をなんとなく見つめる。もしかしたら、柊二さんの姿を見られるかもしれないという淡い期待を込めて。

　しかしそんな偶然が起こるはずもなく、タクシーは会社の前を通り過ぎた。

　自分でも気づかないほどガッカリしていたのか、脱力してシートに体を預けると、小さな溜息を漏らしてしまった。

「どうしたの？　会社になにか用事でもあった？」

　そんな私の様子を逐一観察しているのか、隣に座った高科さんがすぐに私の顔を覗き込んで聞いてくる。

「いえ、なんでもありません」

　苦い笑みでなんとかごまかすと、私は再び車窓に視線を移した。

　間もなく、タクシーが赤信号で停止する。そのまま外の景色を眺めていると、見慣れた背中が視界に入った。

「え……」

　見間違うはずがない。高い背に黒い髪、広い肩幅。黒いコートを着たその背中は、間違いなく柊二さんだ。

　そんな彼の隣には、明るい色の長い髪を緩やかにウェーブさせた、背の高い女性がいた。彼女は柊二さんの腕に自分の腕を絡ませ、もたれかかるようにして歩いている。

　規則正しかった私の脈が突然、激しく不規則になった気がした。見間違いではないかと、何度も瞬きを繰り返す。

「あれ？」

　私が柊二さんを凝視しているのに気づいたらしい。高科さんが隣から身を乗り出して、私の視線の先を追った。

「あそこにいるのって、もしかして専務じゃない？」

　私と柊二さんの関係を知らない高科さんが、やや興奮気味に大きな声を出す。

「へぇ～、隣の女性は恋人かな？　専務に恋人がいるなんて話、聞いたことないけど、やっぱりあれだけの男にいないはずないよね」

　ひとりで納得して頷いている高科さんに、私はショックで声を出すことができない。ただ呆ぼう然ぜんとふたりを眺めていた。

「うーん、ここからだと顔が見えないな。どんな女なんだろ。もしかして社員だったりして」

　その瞬間、私の心臓が鷲わし掴づかみされたような気がした。呼吸が苦しくなってくる。

　そんなはずはない。彼は私の恋人だ。

　そう思うのに、自分に自信のない私の心の中では不安ばかりが大きくなる。

　私の恋人……。本当に？　私はこんなに好きだけれど、そんな私だって柊二さんに黙っていることがある。柊二さんも同じかもしれない。

　思わぬ現場を目撃して少し興奮した様子の高科さんは、首を伸ばして顔を見ようとしている。だが、信号が青になったらしく、タクシーが走り出してしまった。

　柊二さんたちはこちらに背を向けたままで、隣の女性の顔を確認することはできなかった。

　顔は見えなかったけれど、雰囲気で分かる。彼の隣に並んでもまったく違和感がなかった。柊二さんにも釣り合う身長の彼女は、羽織ったコートからスラリと伸びたキレイな脚を見せていた。

　きっとあの女性は、美しい人に違いない。少しでも彼に釣り合うようにと、高いヒールでごまかしている私なんかが到底及ばないほどに。

　あの女性は誰なの？　柊二さんは私のことを恋人だと言ってくれた。けれど思い返せば、好きだとは言ってくれなかった。お願い、柊二さん。彼女とはなにも関係がないのだと言って……。

　その後は、高科さんとなにを話したのか覚えていない。柊二さんと一緒にいた女性について、彼があれこれ言っていた気がするけれど、私の耳にはまったく入ってこなかった。

　タクシーで自宅のアパートまで送ってもらった記憶はある。けれど、柊二さんに寄り添う女性の影がちらついて、なにも手につかなかった。お風呂に入ったのか、いつ眠ったのかも、分からなかったほどに。







第三章　成就










知られた事実




　高科さんとの食事の帰りに柊二さんを見かけてから、数日。私は一向に浮上できないでいた。彼に連絡して問いつめることもできなければ、彼からかかってきた電話に出ることさえできないでいる。

　きっと今、彼と話しても、あの夜見かけた女性のことを聞き出せない私は、彼の誘いに素直に応じることができない。ひとりでうじうじ悩んでいるばかりで逃げていてはダメだということくらい分かっているはずなのに、行動が伴わない。

　もしかすると、あのときの女性はただの友人なのかもしれない。私が高科さんと食事に行ったように、不安になるような材料はないのかもしれない。それでも、もしかしたら、というネガティブな思考が私を苛む。

　それぐらい、あの女性は柊二さんにお似合いに見えた。街中で甘えるように柊二さんの腕に自分の腕を絡ませる彼女の姿はとても自然で、堂々としていた。

「渡辺さん、帰る前にこれを総務に出しておいてくれないかな」

　一日の仕事を終えて帰り支度を始めた私に、関根さんが備品購入申請書を持ってきた。

「はい、分かりました。着替えてからでもいいですか？」

「ああ、構わないよ。帰り際に総務の決済箱に入れておいてくれるだけでいいから」

「はい」

　私は関根さんから一枚の書類を受け取ると、着替えるために更衣室へ向かう。

　資材部の事務関係は、総務部の一部として処理されていく。この物品購入費も総務の経費として申請し、処理されるのだ。

　着替えを済ませた私がスマホを確認すると、着信が二件あった。ひとつは孝くん。もうひとつは柊二さんからの着信だった。孝くんからの着信はお昼休み中の十二時半頃に、柊二さんの着信は十四時過ぎに入っていた。

　私は柊二さんからの電話に折り返すこともしていないので、そろそろ彼が不審がる頃だ。もしかしたら、連絡を寄越さない私に愛想を尽かしてしまうかもしれない。

　だけど、連絡をしなければ、と思うのに拒否されるのが怖くて、それができないでいる。

　誰もいない更衣室に、大きな溜息が響いた。

　私はスマホをバッグにしまうと総務部に向かった。総務は、受付ロビーを挟んで資材部とは反対側の一階奥にある。決裁箱は総務のドアを開けたすぐ脇にあるから、そこにこの書類を入れておくだけでいい。

　総務部の前まで来たところで、急にドアが内側から開いた。

「きゃっ……」

「あ、ごめん！」

　頭をぶつけそうになり、思わず小さな叫び声を上げてしまったところで、聞き覚えのある声がした。

「あれ、渡辺さん？」

「高科さん……」

　総務から出てきたのは、高科さんだった。できれば、今は会いたくなかった。

「どうしたの？　あ、決済に回すの？」

　私の持っている書類を高科さんがチラリと見る。

「はい。関根さんに頼まれまして」

「ふ～ん。そんなの、関根さんが自分で持ってくればいいのにね」

「いえ、そんなことは……」

　いくら関根さんが申請するものだとしても、目上の人に頼まれたものを断れるはずもない。決済箱に入れるだけの簡単なお使いだから、帰るついでに総務に寄ることくらい、なんてこともなかった。

　それよりも、高科さんはなぜ、そこに立ったままなのだろう。

　さっさとこの書類を総務に出して帰りたいのに、高科さんがドアの前に立ちふさがったままで、中に入ることができない。

「あの……高科さん？」

「なに？」

　優しげに笑ってみせる高科さんだが、なにかを企んでいるようにも見える。

　この前の夜に高科さんに強引に食事に誘われて以来、私は彼のことが少し苦手になった。今でも彼は、社内で気さくに話しかけてくれる唯一の人なのだけれど、ハッキリ断ることが苦手な私は、強引に出られると今度も断れるか自信がなかったからだ。

　こんな自分が嫌になる。これじゃあ、ただの八方美人だ。柊二さんという恋人がいるのに、ほかの男の人にホイホイついていくような真似はしたくない。……今でも柊二さんがそう思ってくれているかどうかは、自信がないけれど。

「これを総務に届けないといけないので……」

　自己嫌悪に陥りながらも、私は手にした書類を掲げた。

　高科さんは、それを再びチラリと見てから頬を緩ませる。

「渡辺さん、今夜は予定ある？」

　高科さんの誘いに、私はビクリと全身を強ばらせた。

　今度こそ断らなければ。

「い、いえ……ごめんなさい。今日は忙しくて」

「忙しい？　本当に？　断る口実を探しているだけじゃない？」

　今日の高科さんは、この前よりもさらに強引だ。私の手首を掴むと、私を引き寄せようとする。

「……やっ、……本当です。は、離してください」

　総務のドアの真ん前で、あまり大きな声は出したくない。私は小さな声で精いっぱい拒絶した。

　しかし、毎日言葉巧みにクライアントを相手にしている営業部のエースには、私は赤子のようなものなのかもしれない。一向に引き下がる様子がない。

「渡辺さんがＯＫしてくれたら離すよ」

「そんな。……どうして私なんですか？　営業には斉藤さんとか、ほかにもキレイな方はいっぱいいるじゃないですか」

　私の脳裏に、高科さんと話す私を鋭い目つきで睨む斉藤さんの姿が浮かんだ。彼女はきっと、高科さんのことが好きなのだ。パッとしない資材部の私をわざわざ誘うより、彼女を誘えばいい。

「斉藤さん……ね。僕が一緒に食事をしたいのは彼女じゃない。僕は渡辺さんがいいんだ」

　私の腕を掴む手に力が入った。

「どうして……」

「どうして？　そうだね……。営業にいる女性は……もちろん斉藤さんもね、確かに仕事はできるしキレイだけど、僕のタイプじゃないんだ。彼女たちは僕がいなくてもなんでもできるだろう？　僕は必要ないと思うんだよね。僕は僕みたいになんでもできてしまう人には興味がないんだ。その点、渡辺さんは完璧だよ。僕の庇ひ護ご欲よくをとてもそそる」

　それは、つまりこういうことだろうか。高科さんは自分より格上、あるいは自分と同等と判断した人間を傍に置くよりも、自分より格下だと判断した人間を傍に置きたいと思っている。そしてその相手として、新卒で資材部に配属された私は適任だったと。

　庇護欲をそそるというのは、彼の場合、心のどこかで私を見下しているだけではないだろうか。私の存在が、高科さんに優越感を与えていたってこと？　高科さんのことは尊敬していたけれど、実はそんなことを考えて私に近づいていたなんて……。

　彼の自尊心を満たすために利用されるなんてまっぴらだ。そもそも私は、柊二さんが好きなのだ。

　そのとき、総務部とは廊下を隔てて反対側にある、医務室のドアが開いた。

　そこにいた人物を見て、私は瞬時に青ざめる。

「……美緒？」

　全身の血が、波が返すようにサアッと引いていく音を聞いた気がした。唇が、いや全身がガクガクと震え、立っているのがやっとだ。

「え……専務？」

　高科さんも驚いて固まっている。

　医務室から出てきたのは、柊二さんだった。意思の強い漆黒の瞳が驚きに揺れて見開かれ、私を、そして私の腕を掴んで引き寄せる高科さんを交互に見る。

「美緒……って。渡辺さん、専務と知り合いなの？」

「あ……」

　私は声を出すことができない。高科さんに掴まれた腕もガタガタと震えているのが分かる。

　柊二さんに知られてしまった。こんな、最悪の形で。せめて自分の口から真実を打ち明けたかったのに……。

　柊二さんの視線が、私が手にしていた備品購入申請書に移った。そしてもう一度、視線を私に戻す。着替えているから制服こそ着ていないが、この書類を持って総務部のドアの前にいることが、私がここの社員であることを雄弁に語っていた。

「美緒、君は……」

　柊二さんがなにか言おうとした。けれど、私にはその先を聞く勇気がなかった。

　柊二さんに知られてしまった！

　私は高科さんに掴まれた手を勢いよく振り払うと、書類を持ったままクルリと踵を返す。背後で私の名前を呼ぶ柊二さんの声が聞こえたが、振り返ることができなかった。そのまま走ってエントランスを抜ける。

　駅に向かい、飛び乗った電車の窓に映った自分の顔は、涙で化粧が崩れたひどい有様だった。










嫉妬と疑惑




「専務、絆ばん創そう膏こうはありませんでしたか？」

　オフィスに戻ると、ドアをノックして秘書の沢口が入ってきた。

　シルバーの細いフレームの眼鏡をかけた彼は色白で、男にしては華きゃ奢しゃな体たい躯くだ。背も俺よりやや低い。彼は俺の秘書だが、厳格な主従関係ではない。彼とは、孝よりも古い付き合いだからだ。

　遡ると、小学生の頃からになる。小学五年生のとき、沢口が俺の実家の隣に引っ越してきたのがきっかけで、俺たちの付き合いが始まった。同じ歳だった俺たちはすぐに気が合い、以来ずっと親交がある。

　高校は別々だったが、俺が会社を継ぐため本宮商事に就職すると、彼もこの会社に就職した。彼は秘書課に配属され、三年前に俺の専属秘書になって以来、毎日こうして顔を合わせている。今では俺のもうひとりの親友、孝とも交流があり、たまに三人で飲みに出かけたりもする仲だ。

　俺は専務取締役室にあるマホガニーのデスクにブリーフケースを乱暴に置くと、脚を投げ出した状態で椅子に深く腰掛け、呆然としていた。

　美緒の華奢な背中が小さくなっていく光景が何度もフラッシュバックする。

　彼女は、この会社の社員だった。彼女が去った後、俺は人事部に寄り、そこで彼女の履歴書を確認したから間違いない。

　美緒は今年の春に新卒で入社し、資材部に配属されていた。なぜあの部署に？

　俺は驚いた。自分の目を疑ったが、確かに俺は医務室の前で彼女に会った。

「専務？」

　気づけば沢口が目の前まで来ていて、放心状態の俺を訝いぶかしそうに見下ろしていた。

「あ、ああ……どうした？」

「……絆創膏ですよ。医務室に寄るって言ってたじゃないですか。なかったんですか？」

　沢口が、血が滲んだ俺の左手を覗き込みながら指摘する。

　そうだった。すっかり忘れていた。

　俺はつい先ほどまで会っていた人物を思い出し、苦い顔をする。俺の左手の甲には、そのときその人物につけられた傷痕があり、わずかに血が滲んでいた。

「あー……あるにはあったんだが、ここに来る途中で落としてしまったらしい」

　沢口の頬がピクリと反応した。

　それもそうだろう。こんな子供じみた失態を俺は犯したことがない。

「どうしたんです？　なにがあったんです？」

「……沢口、お前は知っていたはずだ」

　俺は人事部で借りてきた美緒の履歴書をバサリとデスクに置いた。

　俺に恋人ができたとなれば、俺の友人であると同時に忠実な秘書である沢口なら相手の素性を調べるはずだ。

　彼の表情が急に締まり、一瞬息を呑むのが分かった。そして次の瞬間、長い息を吐く。

「……会われたんですか」

「ああ。医務室の前でばったり、ね」

　机上の履歴書には丁寧な彼女の字と、今とほとんど変わらない、やや緊張気味の面持ちをした彼女の写真がある。

「知らなかったのは俺だけ、か」

　ぽつりと呟くと、沢口は申し訳なさそうに口をつぐんで俯いた。

　孝はもちろん知っていたはずだ。なんといっても、彼女のことを昔から知っているのだから。

　そもそもあの夜、俺にけしかけたのは孝なのだ。孝は美緒のことを知っていながら、学生だと嘘をついたことになる。なぜそんなことを？　孝のお祖母様である俊子さんからの見合い話を断るためだけに、そんなことまでするだろうか。腑ふに落ちない。

　そして、美緒も。彼女は俺が美緒のことを学生だと勘違いしていると理解していたはずだ。それなのに、彼女は一度もそれを否定したことはなかったし、ましてやこの会社の社員だなんてひと言も話さなかった。彼女は最初から、俺が専務だということを知っていたことになる。そして、知らないふりをした。

　思えば彼女は、俺の仕事内容について、あれこれ詮索してくることがなかった。デートする店や俺の自宅マンションを見れば、俺がある程度の地位にあり相応の収入があることくらいすぐに分かるだろうが、それに興味を示す素振りがなかった。

　俺はてっきり、俺自身に好意を持ってくれているのだと思って気にしないでいたが、そうではなかったのだ。最初から本宮商事の専務であり、いずれは社長職につくことを知っていたのだ。騙されていたのだろうか……。

　俺は首を振った。先ほど医務室の前で高科と寄り添っていた彼女の姿を思い出す。

　高科とはどういう関係なのか。ここ数日、彼女に連絡が取れなかったことも関係しているのだろうか。

　一度溢れ出した猜さい疑ぎ心しんは留まるところを知らない。こんなにも負の感情に押しつぶされそうになったのは初めてかもしれなかった。俺はスマホを取り出すと、まずは孝の番号を呼び出した。




　キレイに片づけられたリビングは、淡い色の天然木ですべてが統一されている。壁紙は使わず、テーブルやチェストなどもすべて同じような無む垢く材ざいのものだ。俺のなにもない殺風景な部屋とは違い、ここは壁にはたくさんの絵画が、チェストの上にはさまざまな写真が飾られている。見ているだけで、溢れる愛が伝わってくる。

「それじゃあ、私は向こうの部屋にいますから。なにかあったら呼んでくださいね」

「ああ、ありがとう、真ま帆ほ」

　孝が頷く。

　ごゆっくり、と微笑んで部屋を出ていく彼女は、ちょうど一年前に結婚した孝の奥さんだ。肩甲骨まで伸ばした髪を緩く巻いている彼女は、美人ではないが愛らしい顔立ちをしている。それぞれのパーツが全体的に小さく、背も小柄なところは美緒に似ていた。孝とは同じ歳のはずだが、彼女の外見はそれより少し若く見える。

「さて、と」

　テーブルを挟んで向かい合ったソファに腰を下ろした孝が、ウィスキーを注いだグラスを俺の前に置く。チェダーチーズと、真帆さんが作ってくれたスモークサーモンのカナッペも添えてくれた。

「夜分に押しかけてしまって悪いな」

「いや、大丈夫。俺にとってもお前にとってもまだ宵の口だろう？」

　孝の言い分に俺は苦笑した。

　時刻は既に二十二時を過ぎている。友人宅を訪問するには随分と失礼な時間帯だ。

「真帆さんにとっては違うだろ。後で謝っといてくれ」

「まあ一応伝えるけど、気を遣わなくても大丈夫だよ。お前ならいつでも大歓迎だ」

「ありがとう」

「それで？　わざわざ来るってことは、どうせ美緒ちゃんのことだろ？」

　孝は俺の訪問の理由に既に見当をつけていたらしく、本題に迫った。俺もこの時間に訪ねておいて、はぐらかすつもりはないので、単刀直入に聞く。

「ああ。実は今日、美緒に会った……会社で。どうして言わなかった？　知っていたんだろう？」

　真正面から孝を見据える。少し咎めるような口調になってしまったことを後悔した。

「……そうだね、知っていたよ。最初から分かっていて、お前に話をした。お前に学生だと思わせるように仕向けたんだ」

「なぜ？　俊子さんの見合い話を断るだけなら、そんな手の込んだことをする必要はないはずだ。ただ俺に恋人がいることを知らせるだけでいいんだから」

　俺は思わず身を乗り出した。孝はそんな俺には構わず、ウィスキーのグラスを手に取ると、ひと口喉に流し込む。

「この前、少し話したかもしれないけど、この件を思いついたのは、俺の問題とお前の問題の両方を解決するためだったんだ」

「ああ、聞いたさ。それがどうして……。俊子さんの見合い話の件以外にも、理由があったのか？」

「そう。お祖母様の見合い話は、お前の問題だ。俺の問題は……お前への見合い話を断れないと言ったのは建前で、実は美緒ちゃんのことだよ」

「美緒の？」

　さっぱり意味が分からない。孝がどうして十年もの間会っていなかった美緒のことを気にするというのだろう。

「実は、美緒ちゃんは縁故採用なんだ。それも年が明けてから急遽採用になったんだよ」

「美緒が？　誰の？」

　俺は人事にはほとんど介入していない。しかし仮にも専務だ。コネで入社した社員くらいは、付き合いの都合上、把握していたはずである。それが、どうして？

「俺はなにも報告を受けていないが」

「そうだろうね。もし報告を受けていたら、少なくとも入社早々あの部署に配属されることはなかったと思うよ」

「美緒の所属は資材部だった」

　つい先ほど彼女の履歴書を見て、同時に所属も確認した。確かに驚いた。なぜあの部署に配属になったのかが分からなかった。

「そう。新卒の社員があの部署に配属になることは、まずありえない話だと聞いたよ。それなのに、彼女はそこに配属された。すぐにピンと来たよ。この件は柊二に知らされていない、ってことがね。柊二はあの部署の在り方に反対していただろう？」

　孝は、音がするくらい乱暴に背をソファに預けると、脚を組んだ。そして言葉を続ける。

「美緒ちゃんの入社は僕の口添えなんだ」

「なんだって？」

　俺は遅い時間に友人宅を訪問していることも忘れて、つい大きな声を出してしまった。慌てて小声で付け加える。

「美緒はお前のコネで入社したというのか？」

「ああ」

　孝が頷いた。

「なんだってそんなこと……美緒はもちろん知っているんだよな？」

　俺の質問に、孝は今度は首を左右に振った。

「美緒ちゃんは知らない。俺が美緒ちゃんの両親に口止めしたんだ。昔慕ってくれていた女の子に変に気を遣ってほしくなかったんでね。もちろん、自分が縁故入社なのは知っていると思うけど。だから、あの部署でがんばっているんじゃないかな」

　俺は前のめりになっていた姿勢を戻すと、ゆっくりとソファに背を預ける。長い息を吐き出した。

　孝の話では、美緒は大学卒業を控え、回りが次々に内定を獲得していく中、なかなか就職先が決まらなかったそうだ。それを心配した美緒の両親が、偶然再会した孝に相談したらしい。

　孝も、昔面倒を見ていた美緒のためにといろいろ考えた挙句、一番安心で申し分のない俺のところに打診したそうだ。ちょうど孝が年明けに実家に帰ったときに、俺のところの人事部長が孝の親父さんのところに立ち寄っていたらしく、そこで話がついたということだった。

　仮にも大企業で通っている本宮商事の内定は、ほとんど四月中には出し終えてしまうのが通例だから、その時点で既に時期としてはあまりに遅すぎると言えた。だから孝もあっけなく了承されたことを意外に思ったそうだ。

　それから孝はしばらく海外出張が続き、俺もちょうどその頃、タイでの事業にかかりきりになっていたせいもあり、俺への報告ができないまま、彼女の配属は決まったようだ。

「そういうわけだったからさ、美緒ちゃんの就職にはいろいろ事情があって、俺も責任を感じていたんだ。どんなに忙しくても、柊二にメールの一通でも送るべきだったよ。申し訳ないと思ってる」

「……そうだな。まあ、美緒の配属についてはなにか考えるさ。でも、それがなぜあの夜の件と結びつくんだ？」

　すると、俺の質問に孝がニヤリと口角を上げる。視線を一瞬、チェストの上の写真に走らせたかと思うと、すぐに再び俺を捉えた。写真は、孝と真帆さんの結婚式の写真だ。

「そりゃお前、大抵の女の幸せといったら結婚じゃないか？　特に美緒ちゃんみたいなタイプには」

「はぁ？」

「もちろん、お前の幸せのためってのもあるけど。白状すると、お祖母様の見合いうんぬんは美緒ちゃんを見かけた時点で既に二の次で、美緒ちゃんとお前を引き合わせたかっただけなんだ」

　まったく悪びれずにそう告白した孝は、自分の思いどおりに事が運んだことを満足しているようだ。まるで婚期を逃した息子が片づいて、肩の荷が下りたと言わんばかりである。

「お前はなんで俺と結婚することが美緒の幸せになると思ったんだ？　俺に結婚する気がないのは分かっていただろう？」

　俺は尋ねた。

「そうだね。でも、彼女が柊二のタイプであることも分かっていたよ」

「それも分からないな。美緒は俺が今まで付き合ってきた女とは全然違う。そんな彼女がどうして俺のタイプだと思うんだ？」

　俺がさらに聞くと、孝は少し呆れたように笑った。

「俺が柊二を分かっているからかもね。柊二が無意識なのか意図的なのかは分からないけど、お前はわざと好みとは正反対の女性を選んで付き合ってきてたじゃないか。適当に付き合うことで傷つくことがなさそうな相手と」

　俺は眉根を寄せた。まるで自分を分析されているようで居心地が悪い。

「どうしてそんなことが分かる？」

「分かるよ。お前がふとしたとき目で追っていたのは、いつも美緒ちゃんのような大人しそうなタイプの子だった。具体例を挙げようか？　例えば高校二年のときに同じクラスだった……」

「いや、いい。やめてくれ」

　俺は片手を上げて孝の話をやめさせた。孝の話の続きに見当がついたからだ。俺だって、この年で初恋がまだだなんて言うつもりはない。けれど。今さら学生時代のそんな話は聞きたくなかった。それに、もうひとつ聞きたいことがあった。

「……美緒が学生だと俺に思わせたのは？　なにを企んでた？」

「ああ、簡単だよ。ああでも言わないと、お前は腰を上げなかっただろう？　もっともらしくけしかけるのに、必要な嘘だったんだよ。ふたりが出会った後で彼女がお前の会社の社員だってことを告白するかどうかは分からなかったけど、そんなことは大した問題じゃなかった。あの時点では、柊二が美緒ちゃんに声をかけさえすればそれでいいと思ってたからね。僕は美緒ちゃんを見た瞬間、彼女は絶対に柊二のタイプだと思ったし、彼女なら柊二を大切にしてくれると思ったんだ。これでも彼女の両親に就職の相談をされたとき、彼女についてはいろいろ調べていたんだよ」

　俺は今度こそ盛大に脱力した。脚を投げ出し、両腕をソファの背もたれに乗せる。

「俺がお前の計画に乗るのも、俺がそこで美緒を選ぶのも、全部お前の計画どおりってわけか」

「まあそうなるね。怒った？」

　そう聞いてくる孝は、白い歯を見せて悪気のない笑顔を浮かべている。俺が怒っていないのを分かって聞いているのだ。

　もともと俺は、相手が社会人であろうが本宮商事の社員であろうがどうでもよかった。学生だと決めつけて美緒を誘ったのは、単に孝の話にのっただけのことである。

「本当にお前は策士だよ」

「褒め言葉と受け取っておくよ。美緒ちゃんのこと、好きなんだろう？」

「……ああ」

「じゃあ、そう言ってあげないと。彼女、多分待ってるよ」

「ああ、分かってる」

　俺はスッキリした気分で立ち上がった。目の前の友人が上着とカバンを渡してくれる。

「ありがとう。こんな遅くに申し訳なかった。真帆さんに謝っておいてくれ。それと、カナッペもおいしかった」

　俺は礼を言って、友人宅を後にした。時刻は二十三時をとうに回っていた。










愛してる




　どれくらいそうしていたのだろうか。私はベッドに身を投げ出したまま、ぐったり弛し緩かんしていた体を起こした。

　瞼が重い。

　のろのろと洗面所に移動すると、鏡に映った自分を見て苦笑する。

　ひどい顔だ。泣き腫らした瞳は真っ赤に充血し、瞼が膨れ上がっている。明日までに元に戻るだろうか。

　私は急いでタオルを冷やして瞼に当てた。

　廊下で柊二さんに会ったときのことを思い出す。同じ会社にいるのだ。いつこんな事態になってもおかしくはなかった。

　こうなる前に、自分の言葉で説明しなかったことが悔やまれる。いつか話さなければならないと、ずっと悩んでいた。そして話す決心をしたはずだった。あのときまでは。

　私の頭の中で未だ鮮明に浮かぶ、柊二さんに寄り添う女性の姿。彼女のことが頭から離れない。きっとなにか事情があるのだと思い込もうとしても、もしかしたらという恐怖に駆られて、私は自ら柊二さんへの連絡を絶っていた。自分から連絡することはおろか、彼からの電話にも出られないでいたのは、決定的な答えを知るのが怖い、そのひと言に尽きた。

　でも、こんな形で私の嘘が知られてしまうなら、そんなことで悩まずに早く連絡してしまったほうがよかったのだ。あの女性が誰なのかを聞いて、私が本宮商事の社員であることを打ち明ければよかったのだ。

　自分が傷ついているのと同じように、私の嘘は彼も傷つけたに違いない。今さら後悔しても、遅いけれど……。

　私はタオルをもう一度冷やして固く絞ると、リビングに戻った。リビングといっても、この部屋は１ＤＫ。テレビも、小さなリビングテーブルもチェストもベッドも、すべてがひとつの部屋に集結している。柊二さんの広いマンションとは大違いだ。

　タオルを小さく折りたたんだ私はベッドに仰向けで横たわり、瞼にタオルを当てた。

　視界が暗くなると、夕方の光景がぐるぐると目まぐるしく思い出される。高科さんと一緒にいたところを見られて、もしかしたら柊二さんも誤解をしたかもしれない。私が社員であることを黙っていた上に、高科さんとなにか関係があると思われてしまったかもしれない。

　もし誤解をされたなら、それを解きたいと思うけれど、今さらなにを説明すればいいのだろう。

　すべてが遅すぎる気がした。せっかく冷やした瞼の下で、再び涙が滲む。

　泣く資格なんて、私にはないのに……。

　そのとき、インターホンが鳴った。目を瞑つむったままビクリと体を強ばらせる。動けないでいると、それはもう一度鳴った。

　時刻はもう深夜だ。私の部屋を訪れる友人は多くはない。ましてや、こんな時間に友人が訪ねてきたことなど、今まで一度もなかった。

　私は夕方の出来事を思い、この時間の来客に見当をつけた。心臓がドクドクと不安なリズムを刻み始めた。

　ゆっくり起き上がり玄関に向かうと、ドアスコープからそっと外を窺う。案の定そこにいたのは、柊二さんだった。

「美緒、いるんだろ？　開けてくれないか」

　私がドアを開けることができないでいると、隣をはばかってか、柊二さんが控えめな声を出した。

　彼が今日ここに来たのは、夕方の件に違いない。騙されて怒っているはずなのに、彼の声はいつもと同じ、優しい響きを持っていた。

　私はドアチェーンを外すと、静かにドアを開けた。

「……柊二さん」

「美緒」

　次の瞬間、私は彼の腕の中にいた。真冬の空気で冷やされた彼のコートが、私の腫れた瞼を冷やす。それが次第に温かくなり、私は彼の腕の中で彼のぬくもりを感じた。

「……泣いていたの？」

「……やっ」

　背中に回っていた柊二さんの腕が緩み、両手で頬を包まれる。少し顔を持ち上げられ瞳を覗き込まれると、私は反射的に顔を逸らした。

　こんなひどい顔を見られたくはない。化粧は落ちて、瞼はぱんぱんに腫れているのだ。

「中に入っても？」

「あ、はい……」

　柊二さんがドアを閉め、鍵も閉める。自分の部屋なのに私は彼に手を引かれ、気づけばベッドに彼と並んで腰を下ろしていた。

「あの……狭くてごめんなさい」

　彼の広い自宅マンションを思い出し、私は急に自分の部屋が恥ずかしくなった。玄関からすべての部屋が見渡せてしまうこのアパートは老朽化が進み、とにかく古くて狭いのだ。

　今まで玄関前まで送ってもらったことは何度もあるが、部屋の中へ入ってもらったのはこれが初めてである。

　彼は部屋の中をぐるりと見渡した。

「キレイに片づいているし、かわいい部屋だよ。美緒らしい。それになんだかいい匂いがする」

　恐らく本当にそう思って言ってくれたのだろう。お世辞には聞こえなかった。

　確かに古くて狭いけれど、私にとっては自分の城だ。居心地よく過ごしたいから整理整頓は欠かさず、お気に入りの家具と雑貨で揃そろえている。

「この部屋には誰が来るの？」

「え？」

　唐突な質問に、私は瞼が腫れているのも忘れて彼を見上げた。彼の漆黒の瞳が揺れている。

　なにを言っているの？

「美緒の友達の……例えば双子の晃くんとか、営業の高科、とか……」

　彼がふいっと視線を逸らした。

　もしかして、嫉妬してくれている？

　私は嬉しく思うと同時に慌てた。この部屋に上がってもらった男の人は、柊二さんが初めてだ。

「あ、あの、誤解です。高科さんとは一度食事に行っただけで、なんでもないですし、晃くんとは長い付き合いですけど、この部屋に上がってもらったことは一度も……」

「高科と食事？　いつ？」

　柊二さんの眉がピクリと上がった。

　もしかして、余計なことも言ってしまった？　けれど、高科さんと食事に行ったことは事実だ。これ以上黙ったままでいたくない。柊二さんに隠し事は、もうしたくない。

「少し前に誘われて……その、断れなくて……」

「……そう」

　柊二さんが小さな溜息を漏らした。

　怒らせてしまったかもしれない。

　私はベッドに座ったまま俯き、膝の上で両手を握りしめた。

「美緒は、どうなの？」

　握りしめた私の両手に、柊二さんがそっと左手を重ねてきた。彼の手の甲に、できたばかりの爪痕がある。血は出ていないが、まだ生々しい傷痕だ。

「あの、柊二さん……その手……」

　柊二さんの手にある傷を見て、私は思わず彼の顔を見つめた。そんな私に柊二さんが優しく微笑む。

「ああ、こんなのは平気だ。それより美緒、君は高科のことをどう思っているの？　君は彼のことが好きなの？」

「ち、違います！　高科さんは、ただの会社の先輩で……私が好きなのは……」

「……好きなのは？」

「あの……」

　柊二さんが私にぐっと顔を近づけた。

「言って？　美緒は、誰が好きなの？」

　耳元で囁くように催促をする。私の体がぞくりと粟あわ立だった。きっと柊二さんは、私の答えを分かって言っているのだ。

「私は、しゅ、柊二さんが……好きです」

「……うん」

「でも、私はずっと柊二さんに嘘を……」

「うん。今日、会社で美緒に会ったときは……驚いたよ……」

　柊二さんの声のトーンが下がった。彼は相変わらず優しいけれど、やはり騙されていたとなれば、気分のいいものじゃないだろう。そんなの、私だって嫌だ。

　柊二さんに寄り添う女性の姿がちらついて、目の前の現実から逃げていたなんて、言い訳だ。私が彼を騙していたことに、変わりはない。

　私は再び俯くと、ギュッと歯を食いしばった。彼からどんなに責められても、それは当然だ。

「美緒、顔を上げて？」

　柊二さんは、俯いた私の頬を両手で挟むと、軽く持ち上げた。彼にされるがまま、顔を上げた私の視界に入ったのは、切なそうに微笑む彼の顔。その瞳に、怒りや責めの色は見られない。

　柊二さんは、本当に怒っていないの？

　私は戸惑った。そして、次に柊二さんの口から漏れた言葉に、驚いて目を見開いた。

「……悪かった」

　彼の口から出たのは、謝罪の言葉だった。そのまま彼は私をそっと抱き寄せると、その広い胸に私の顔を押しつけるようにして包み込んだ。

　悪かった？　なにが？　柊二さんはなにも悪くない。悪いのは私だ。それなのに、どうして私に謝るの？

　私は柊二さんに抱きしめられたまま、彼の筋肉質な胸板に両手を滑らせ、ほんのわずか押してみる。

　腕の中で感じた微かな抵抗に、柊二さんはその力を緩めると私を見下ろした。

　彼の瞳が揺れている。私も、きっと同じだ。

「どうして柊二さんが謝るんですか……。謝るのは私のほうなのに」

「美緒……」

「私が、柊二さんに本当のことをなかなか言い出せなくて……。騙すつもりじゃなかったとしても、結果的に騙していたのは本当で……だから……ごめんなさいを言うのは私です。柊二さんじゃないです……」

　視界が滲んできた。泣くなんてずるいと思うのに、緩む涙腺をどうすることもできない。

　私は零れる涙をごまかすように、柊二さんの胸に両手を添えたまま、再び俯いた。

「怖かったんです。バーで初めて会った夜、私、すぐに柊二さんに気づきました。会社の専務だってこと、知ってました。私はもう知ってのとおり、新卒で資材部に配属された人間ですから……だから柊二さんが私を誘ったのは、そのことでなにか言われるんだと思ってました」

　彼は身じろぎひとつしない。黙って私の話を聞いている。

「でも、その後で柊二さんに学生かって聞かれて、そうじゃないと分かりました。資材部に所属する社員だなんて言えなくて……私、きっとそのとき、ずるいことを考えたんです。このまま学生のふりをしていれば、柊二さんにまた会えるかもしれない、って。ほんの一時でも夢を見たかったんだと思います。本当に……ごめんなさい……」

　俯いたまま頭を下げると、我慢していた涙がぽたりと落ちた。

　すると、柊二さんのたくましい腕が再び伸びてきて、また私を包み込んだ。抱き寄せたまま、頭を優しく撫でられる。

「美緒、ごめん。俺が勘違いしたせいで君を悩ませてしまった」

　私は彼の腕の中で、ふるふると頭を左右に振った。彼が謝る理由は、やはりどこにもない。

「いや、実は俺が美緒を誘ったのには、理由があるんだ」

　私を腕の中に閉じ込めたまま、彼がゆっくりと話し始める。

「あの夜、俺は孝に呼び出されていてね。なんというか、俺が恋人も作らずフラフラしているものだから、孝のお祖母様から頻繁に見合いを勧められていたんだ。それを断る口実を作るために、俺の恋人として自然に振る舞えそうな子を探していて、美緒に声をかけた。孝にけしかけられたとはいえ、俺はあのとき、確かに軽い気持ちで美緒を誘ったんだ」

「恋人役……ですか」

　私が呟くと、柊二さんは少し眉尻を下げた。

「言い訳になるけど、ふりをするためじゃない。本当の恋人になってもらうために美緒を誘った。だけど、そうだね……確かに真剣に誘ったとは言えないな。あくまで見合いを断る口実作りだった」

　ハッキリ告げられる真実に、私は大きなショックを覚えた。自分だって彼を騙していたのに、彼から聞かされた話に動揺する。

　お見合いを断る口実作りで私を誘った。それは誰でもよかったということだろう。たまたま、そこに私がいた。それだけなのだ。

　私が大学生ではなく、彼の会社の社員だと知れた以上、この関係は終わるのかもしれない。

　そう思うと、彼の話になにか反応を返したいのに、それができないでいた。

「美緒は、こんな俺は嫌いになった？」

　不意に柊二さんが私の顔を覗き込んできた。間近で見つめられ、私の心臓が跳ねる。

　彼は切なげな眼差しで微笑み、私に答えを促した。

　嫌いになんか、なれるはずがない。こんなにも好きになってしまった彼を、どうして嫌いになれるというのだろう。

　私は勢いよく首を左右に振った。

「嫌いになんて、なれません……」

「……そう。じゃあ、俺と、同じだね」

　驚いて見上げると、彼が柔らかく微笑んでいる。

　柊二さんと同じ？　嫌いになれないことが、同じ？　それって……。

「美緒が好きだよ。最初は確かに軽い気持ちだったけれど、君を知っていくうちに、どんどん惹かれていった。今日会社で君を見たときも、なぜ君が会社にいるのかということよりも、一緒にいる高科の存在が気になったくらいだ。俺は、君が好きだ」

「嘘……」

「嘘じゃない、本当だよ。正直、俺がこんな気持ちになるなんて、俺自身が戸惑っているくらいだ」

「じゃあ、あの女の人は……」

　私の脳裏に、数日前に見かけた女性の影がちらつく。

　背の高い柊二さんに見劣りしない完璧なスタイルで、彼に腕を絡ませてしなだれかかる彼女は、本当にお似合いに見えた。私よりもずっと……。

「女？」

　柊二さんが眉根を寄せる。本当に思い当たる節がないといった様子で、演技をしているようには見えない。

　あれは、見間違いだったというの？

「あの、実は偶然見かけたんです……。会社の近くで、柊二さんに寄り添って歩く女性を。私と違って背が高くて、とてもお似合いに見えました……」

「会社の近く……それはいつ頃？」

「先週……です。ちょうど高科さんに食事に誘われて帰る途中で……あ、でも、高科さんとはそれだけです。食事をしただけですぐ帰りましたし、これからはハッキリ断れるように、が、がんばります……」

　隣に座った柊二さんがクスリと笑う気配がした。その大きな手で頭を優しく撫でられる。

「うん、そうだね。高科と食事はもうダメだ。でも、そうだな……」

　柊二さんはチラリと私を見やると、少し考える素振りをした。

「美緒はどうやら断るのが苦手なようだから、俺からひと言釘くぎを刺しておくよ」

「え？」

「なんて言おうか。美緒は俺の恋人だから手を出すな、とか？　それとも、この際だから全社に公表してしまおうか。ウチの会社は社内恋愛を禁止しているわけじゃないしね」

　笑みを浮かべて語る柊二さんは、楽しそうだ。どこまで本気でどこから冗談なのか分からない。

　本当に公表する気なのだろうか。

　私は少し不安になった。

「あの、冗談ですよね？」

「いや、本気だが……美緒は冗談だと思ったの？」

　どうやら柊二さんは本気だったようだ。でも、突然交際宣言をしたら、いったいどうなるのだろう。

　彼は、今は専務で次期社長だ。対する私は、リストラ候補の資材部。立場が真逆のふたりが交際しているなんて知られたら、柊二さんに迷惑がかかるのではないだろうか。きっと柊二さんのご両親だって簡単には許してくれないだろう。

　私はブルブルと首を左右に振った。

「交際宣言は、まだ早いと思います……。高科さんには私から話します。彼は、その……さっき話した女性が柊二さんの恋人だと思っていますから……」

　柊二さんが片眉を上げた。彼の態度からは、私に対する後ろめたさや戸惑いが感じられない。いつものように堂々としていて、とても嘘をついている感じではない。

　やはりあの女性は、柊二さんとはなんでもないのだろうか。私と高科さんがそうであるように。

「美緒がさっきから話している女性のことだけど……」

　柊二さんがいったん言葉を区切って、私を真正面から見つめた。「はぁ」と大きく息を吐く。そして、傷のある左手を差し出した。

「誰のことか分かったよ……。実はこれも、ソイツに冗談半分で引っかかれた傷なんだ。いずれ美緒にも紹介するつもりだが、少し事情があって、ね。今ハッキリ言えるのは、美緒が言っている女性は俺の恋人じゃない。俺の身内だよ。俺の恋人は、ひとりだけ。君だけだ、美緒」

　柊二さんがまっすぐに私を見つめて囁くように言う。

「柊二さん……」

「だからもう、俺以外の男とふたりで食事はダメだよ」

　彼の手が私の髪を梳くようにして撫でた。

　彼に髪を触られるのは好きだ。私はうっとりと目を瞑る。好きな人からの束縛がこんなにも心地いいなんて知らなかった。

「……はい。柊二さんも、ですよね？」

「もちろん」

　柊二さんは私の束縛に満足そうに微笑んで、そのまま私の髪に差し入れていた手に力を込めると、グイと引き寄せた。

「美緒……」

　私の名前が甘く囁かれる。すぐに唇を塞がれた。これまで重ねるだけのキスしかしてこなかった柊二さんだったけれど、今日はいつにも増して情熱的だった。

　初めて経験する深いキスに、私はついていくのが精いっぱい。気づけば彼の胸元に置いていた両手は、彼のシャツをギュッと握りしめている。何度も繰り返されるキスに私の息は上がりっぱなしだ。

　いつの間にか私の体はベッドに横たえられていた。キスを止めて少し体を離した柊二さんは、私の顔を挟むように両脇に手をつき、私を見下ろしている。

　初めて感じるこの先の予感に、私の心臓は壊れそうなほど暴れ始める。どうしたらいいのか分からない。体は硬直したまま、目を逸らすこともできないでいた。

「そんなに緊張しないで？」

　柊二さんが、魅力的な瞳を和らげて微笑んだ。続けて、私の頬をキレイな長い指でゆっくりとなぞりながら囁く。

「美緒が嫌ならこの先はしない。だけど、そうじゃないなら、俺はもう我慢しない」

「柊二さん……」

　柊二さんの指先が私の唇に触れた。親指を下唇に滑らせると、左右になぞる。私の体がビクリと反応した。

　恥ずかしくてたまらない。でも……。

　私は決心した。真っ赤になった顔のまま、小さく頷く。

　柊二さんが微笑んだ。

「美緒……愛しているよ」

　彼の唇が私の唇を優しく塞ぐ。

　私は激しい緊張と、ほんの少しの怖れと、そして甘い期待を抱いたまま、体の力を抜くと彼に身を委ねた。




　朝、目覚めると、柊二さんの姿はなかった。初めての満たされた時間を過ごした後で、彼が傍にいないことに、少し寂しさを覚える。

　昨夜のことは夢だったんじゃないか、とも考えたけれど、体に残る甘い痛みが夢ではないことを示していた。そしてシーツに残った赤い跡。私は初めて彼に抱かれた。

　好きな人に抱かれることが、こんなにも幸せなことだとは思わなかった。柊二さんは最後まで私を優しく気遣ってくれた。

　彼が好き。とても、とても、好き。彼なら、私のすべてを包み込んでくれるに違いない。私も同じ大きさの、ううん、それよりもっと大きな愛で彼を受け止めたい。

　昨日までとは違う、まだ違和感を覚える体をなんとか起こす。脱ぎ捨てられていた服や下着は、ひとり掛けソファの背に丁寧にかけられていた。

　柊二さんがやってくれたんだ。恥ずかしい。

　誰もいないのに、赤くなった顔を隠すように思わず俯いた。すると、テーブルの上のメモに気がつく。そこにはキレイな字でメッセージが残されていた。

【美緒、おはよう。体は大丈夫？　昨夜は無理をさせてしまったから、今日はゆっくり体を休めるといい。会社には有給休暇を申請しておく。鍵はドアポストの中へ。絆創膏ありがとう。柊二】

　私はメモを手に取ると、三回繰り返して読んだ。

　彼のキレイな字からは、優しさが滲み出ていた。朝起きたときに、彼の姿がなくて寂しく思ったけど、やはり彼はいつも私のことを考えてくれている。

　私はスマホを取り出すと、柊二さんにメールを送った。

【柊二さん、おはようございます。体は大丈夫です。会社もちゃんと行けますので、有給の申請はしていただかなくて大丈夫です。ありがとうございます。美緒】

　メールが送信完了になるのを見届けて、私は出勤の準備を始めた。










彼女の正体




　いったん自宅マンションに戻った俺は、着替えるため、シャワールームに向かった。

　左手には、俺にはかわいすぎるファンシーな絆創膏が貼られている。俺はそれを見てクスリと笑った。

　昨夜、美緒を抱いた後、彼女が絆創膏を貼ってくれた。

　そこには、手の甲にあった爪痕のほかにも、新しい傷が増えている。壁の薄い部屋で漏れる声を必死に押し殺す彼女のために、声が出そうなときは俺の指を噛むように、と俺が彼女に言い聞かせたのだ。

　俺の左手に増えた傷を見た彼女が、『こんなのしかなくて』と差し出してくれたのは、ピンクの水玉模様の絆創膏だった。『ちゃんと後で普通の絆創膏に貼り替えてくださいね』と念を押していた彼女が愛おしい。

　俺は彼女に惚ほれている。どうしようもなく。彼女をとことん甘やかしたくなってしまうのだ。

　昨夜触れた彼女の柔らかい肌の感触を思い出す。堪えきれずに漏れる声も、吐息も、快感に歪ゆがむ顔も、なにもかもが俺を煽った。

　優しくしてやりたいと思う反面、めちゃくちゃに泣かせてしまいたいという欲求もあり、それを抑えつけるのが大変だった。

　彼女は初めてだった。震える彼女はかわいくて、すぐにでも自分のものにしたくてたまらなかった。けれど、怖がらせたくはない。俺はできる限りゆっくりと、事を進めた。セックスのときに相手のことを考えて、あんなにも慎重になったのは初めてだ。まるで繊細なガラス細工を扱うように、俺は美緒に慎重に触れた。

　ダメだ。思い出すだけで、体が熱くなる。

　シャワーの下で、存在を主張し始めたソレを見て、俺は苦笑した。

　冷たいシャワーを浴びなければ……。




　いつもより少し早めに会社に着いた俺は、まっすぐ自分のオフィスへ向かう。秘書である沢口が常駐している部屋を通り過ぎると、俺のオフィスがある。

　俺より早く出勤している沢口が、おや？と不思議そうな顔をして片眉を上げた。それには気づかないふりをして簡単に挨拶を交わし、俺は奥へと続くドアを開けた。

　パソコンを起動させてからクローゼットを開けると、コートを脱いで掛けた。デスクに戻り腰を下ろすと、間もなくノックの音が響く。返事をすると沢口が入ってきた。

「専務、今日は随分お早い出勤ですね」

「ああ、ちょっとな。それより沢口、美緒は今日は休ませるから、有給申請しておいてくれ」

　すぐに沢口の瞳が鋭く光った。その視線が俺の左手へと移る。そこには、美緒からもらった絆創膏が貼られたままだった。

「ほう。渡辺さんはお休みですか。……随分かわいらしい絆創膏を貼っているんですね。おや、傷も増えているのではないですか。どうなさったんです？　専務が家事なんて……なさるはずがないですよね」

　にこりと笑顔で応える沢口は、すべてを見透かしているようだ。

「沢口、お前……」

「冗談ですよ、分かってますから。うまくいったようで私も安心しました。渡辺さんの有給は申請しておきますから、ご心配なく」

　不敵な笑みでそれだけ言うと、沢口はいつものように、淡々と今日のスケジュールを読み上げた。




　朝一で始まった会議が終わったのは十時半を過ぎていた。予定より三十分も遅れている。

　この後、新規展開する店舗との打ち合わせがあり、終わったら食事会だというのに。

　俺は少し苛つきながら、この後の打ち合わせで必要な資料に目を通し始めた。

「専務、ちょっといいですか？」

　ドアがノックされ、沢口が入ってくる。

「ああ、どうした？」

　俺は資料から目を離さずに促した。

「渡辺さんの有給なんですが……」

　美緒の名前が出て、俺はすぐに資料から顔を上げる。

「美緒がどうかしたのか？」

「ええ、専務に言われたとおり、有給申請を出しておいたんですが、渡辺さん、今日は出社しているみたいですよ。有給の取り消し申請が来ています」

「美緒が出社している？」

「ええ、間違いないです。勤怠表も確認しました」

　沢口が言うのなら間違いないだろう。

　俺は確認しそびれていたプライベート用のスマホを取り出してメールをチェックした。

　案の定、美緒からメールが来ている。確認しなかった俺が悪い。つい携帯のメールチェックを怠りがちになる自分を反省した。

　それにしても、美緒は大丈夫なのだろうか。昨夜は無理をさせたし、初めてだった彼女にとって、今日はまだ体もつらいに違いない。彼女のことだから無理をしていそうだ。後で様子を見に行ってみよう。

　俺は資料に急いで目を通すと、少し早めにオフィスを出た。

　美緒のいる資材部は一階だ。俺はエレベーターで一階へ降りると、まっすぐ資材部へと向かった。総務のある東側とは違って、こちら側はやや薄暗い。電気が切れかかっている蛍光灯もあった。

　今までここに足を踏み入れたことがなかったから分からなかったが、これはなんとかしないといけない。今まで放置されていたことは問題視しなければならないだろう。資材部と書かれたプレートもかなり古びている。これも新しくしたほうがいい。

　俺はそのプレートを睨みながら、ドアをノックした。「はい」とかわいらしい返事がしたので、ドアを開ける。

　そこには、今朝別れたばかりの愛しい顔があった。

「しゅ……専務！」

　美緒が、俺の名前を呼びそうになったのを慌てて言い直している。俺としては名前で呼んでもらいたいが、ここは職場だ。そういうわけにもいかないだろう。

「渡辺さん、ちょっといい？」

　俺も彼女を苗字で呼んだ。思えば、苗字で呼ぶのは初めてかもしれない。秘密の社内恋愛をしている背徳感が妙に興奮する。

　部屋の奥を見ると、美緒のほかにもうひとり、男がいた。これまで資材部に配属された男はそんなに多くはないはずだが、なにしろ社員数千人だ。咄嗟に名前が出てこない。

　男は、なぜ俺がここにいるんだ？とでも言いたげな視線を俺に向け、ビクビクしているようだ。

「関根さん、ちょっと出てもいいですか？」

　美緒が奥にいた男に声をかける。男はかすれた声で返事をした。見たところ、美緒よりかなり年上だ。彼の左手に指輪があるのを見ると、どうやら既婚者のようだ。ホッとしている自分に気づき苦笑する。

　我ながら重症だな。

　俺は美緒をそのまま一階のリフレッシュコーナーへ連れ出した。ここ以外に静かに話せそうな場所がなかったからそうしたが、ここにも数人の社員がいる。俺と美緒が一緒にいるのを遠巻きに眺め、なにやらヒソヒソと話していた。

　俺と彼女の関係をあれこれ詮索しているのだろう。俺がここに来るよりも、美緒を俺のオフィスに呼び出したほうがよかったのかもしれない。

　そんなことを考えながら俺はコーヒーと、美緒のためにミルクティーを買った。

　彼女はコーヒーが飲めない。俺はいつもブラックで、自宅にもコーヒー以外、砂糖やミルクも置いていなかったが、彼女が飲めないと知ってからは、紅茶も置くようにしている。彼女がいつ来てもいいように。

「あ、あの、専務……。なにか用があったのでは？」

　ほかの社員からの視線を痛いほど感じているのだろう。少しおどおどした様子で美緒が話しかけてきた。

　君は俺の恋人なんだ。そんなに怖がる必要はないのに。

　ここにいる全員に、彼女は俺の恋人だと宣言してしまいたくなる。そうすれば、俺たちが一緒にいることを勘ぐる者もいなくなるだろう。

「ああ。美緒、体は本当に大丈夫？」

　俺の問いかけに、彼女は瞬時に頬を朱に染めて俯いた。耳まで赤くなっている。

「……はい。大丈夫です。その……せっかく有給を申請していただいたのに、ごめんなさい」

「いや、大丈夫ならいいんだ。ただ、無理をしてほしくなくてね。俺こそ、おせっかいだったね」

「いえ、そんなことないです！　すごく嬉しかったです！」

　美緒が急に顔を上げて、真っ赤になったまま勢いよく言った。その後、自分の声の大きさに気づいたのか、慌てて回りを見回すと、また俯いてしまう。「すみません」と小さな声で謝った。

　謝る必要なんて全然ないのに。むしろ俺のほうが、彼女を抱きしめたい衝動に駆られて困っている。今ここで、彼女が俺の恋人だと宣言したらどうなるのだろうか。彼女が仕事をやりにくくなるだろうか。それならば、しばらくは黙っておいたほうがいい。けれど、それも時間の問題のような気もする。俺のほうが、秘密にしていることに我慢できないからだ。彼女は俺のものだと、ハッキリ皆に宣言したくてたまらない。

「俺はそろそろ行かないと。今日はこの後、ちょっと忙しくてね。明日も、急に会議が入ってしまって時間が取れないんだが……」

「……そう、なんですね」

　俺の言葉に、美緒が落胆するのが分かった。

　今日は金曜日。明日は本当ならば休みなのだ。俺と過ごす休日を楽しみにしていてくれたのだろうか。

「会議は夕方には終わるんだ。だから、美緒さえよければ、その後会いたいと思ったんだが」

　美緒が、俯けていた顔をパッと上げる。その頬はピンクに染まり、つい先ほど俺が忙しいと言ったときとは大違いだ。俺の言葉で一喜一憂する彼女が愛おしくて仕方ない。

　彼女は、俺の瞳をまっすぐ見つめてきた。

「本当に？」

「なにが？」

「いえ、会いたいって……」

「ああ、美緒に会いたい」

「私も……会いたい、です」

　はにかんで笑う彼女がかわいい。俺も思わず顔を綻ばせた。彼女を引き寄せてキスしようと伸ばした右手を慌てて止める。空中でさまよってしまった手の平をギュッと握りしめた。

　危ない。ここは会社だ。人目もある。なにやってるんだ、俺は。

「じゃあ、俺は行くよ。美緒も無理しないで。体がつらかったら早退するように」

「はい、分かりました。ありがとうございます」

　ペコリとお辞儀をする美緒は、事務的な笑顔を向けた。彼女のほうが社内での振る舞いをよく分かっているらしい。

　俺はそんな彼女に微笑むと、そのまま沢口が待つエントランスへと向かった。




「専務、ベタ惚ぼれですね」

　客先へ向かう途中、バックミラー越しに沢口が視線を寄越した。

「……なにか言いたそうだな」

　俺も鏡に向かってジロリと睨む。孝同様、この男にも俺の睨みが効果ないのは分かっているが。

「勘違いしないでください。私は喜んでいるんですよ。やっと専務がその気になってくれたと思って。渡辺さんは孝くんの知り合いでもあるようですし、社長も喜ばれるんじゃないですか」

　俺は腕を組むと、車窓に目をやった。

　確かに俺の両親は放任主義だ。俺の結婚相手について、とやかく言ってきたことはない。俺が今までフラフラしていたときでさえ、お見合い話のひとつも持ってこなかったくらいだ。

　持ってくるのは、決まって孝のお祖母様である俊子さん。その俊子さんも、俺に恋人ができたと孝から聞いたらしく、ここ最近はぱったりと見合い話を持ってくることがなくなった。ある意味、この作戦は成功したわけだ。

　ただ、俺の両親はオープンな性格だが、唯一悩んでいることがある。それが俺の兄だ。もともとは兄が本宮商事を継ぐはずだったのだ。それがダメになったのには、理由がある。

「沢口、今日はアイツも同席を？」

「ええ、そのはずです。その後の食事もご一緒する予定ですよ」

「そうか」

「でも専務、仮にもお兄様に向かって〝アイツ〟呼ばわりはどうかと思いますよ」

「なに言ってるんだ。兄なんて呼んだら叱られるぞ」

「ああ、それもそうでしたね」

　くっと喉を鳴らして笑う沢口は、これから会う予定の兄とのやり取りが楽しみらしい。この案件に関しては特にイキイキと仕事をする沢口の様子に、俺は半ばウンザリして頭を振った。




　駅裏の雑居ビルの一角、地下一階にそこはある。まだ看板もなく、中も散らかったままのその場所は、これから新規展開する店舗で、我が社はワインやチーズなどを提供することになっている。インテリアを担当する他社の営業マンが帰った後、長い髪をキレイに巻いた背の高い女性が俺のほうへ優雅に歩いてきた。

　真っ赤なルージュを引いた唇が妖艶に開く。

「久しぶり、柊二」

「ああ」

「ここは散らかってるから、奥へどうぞ。沢口くんも」

　俺たちは、奥にある事務室へと案内された。そこは表の部屋ほど散らかってはおらず、書類や郵便物が乱雑に積まれているほかは、キレイに整頓されていた。

「でも、あの社長が了承してくれるとは思わなかったわ」

　細身のメンソールタバコに火をつけ、紫煙をくゆらす目の前の女性が不敵に笑う。

「話を持ちかけてきたのはそっちだろう？　何度も派手なピンクの封筒を送りつけてまで……」

「ええ。でも、一か八かで持ちかけただけだもの。ダメならダメで仕方ないと思ってたわ」

「社長はなにも頭ごなしにダメと言っているんじゃない」

「……そうかしら。どうぞ座って」

　窓際に積まれていたスツールを二脚持ってきた彼女は、俺と沢口に座るよう促した。俺たちは黙ってそこに腰を下ろす。

「これを機に家に帰ったらどうだ」

　俺は、目の前の女を見据えた。

　タバコを持った左腕を右腕で抱きしめるようにして立つ彼女は、自分の魅力を充分に知っていた。

　長い髪は手入れが行き届いていて艶があり、アイラインがくっきり入った目元も、多少派手だが手を抜かないところは完璧主義のこの人らしい。背は、百七十五センチはある。赤いミニスカートから覗くスラリと伸びたしなやかな脚は女性らしい脚線美を描き、彼女が俺の兄だとは誰も気づかないだろう。

　そう、目の前にいるこの妖艶な女性は、紛れもなく俺のふたつ上の兄、本宮玲れい二じである。

　本来であれば、兄である玲二が会社を継ぐはずだった。俺は当初、次男の気軽さで、本宮グループとは関係のない場所で自分の力を試したいと思っていた。だが、そうはいかなくなった。

　玲二が大学に入った年、彼は家族に性同一性障害であることを告白したのだ。正直俺はショックだった。その頃の俺は高校二年生で、将来会社を継ぐ予定ではなかったから国際弁護士を目指し、そのための大学も考えていた。だが、その夢は玲二の告白で突然潰ついえた。

　俺は玲二が性同一性障害であろうと会社を継ぐことに問題はないと主張したが、親父と、玲二本人がそれを拒否したのだ。親父は世間体を、玲二は世間を欺くことを嫌った。そして俺は愚かなことに、自分のことしか考えていなかった。玲二が会社を継がないとなると、俺がその役を担うことになるからだ。

　もっとも、今は違う。初めは不本意だったとはいえ、今はこの仕事にやりがいを感じているし、この会社をよりよくしたいと思っている。玲二のことも応援したいし、彼と両親との間にできた溝も埋められたらと思っている。口には出さないが、きっと親父も俺と同じに思いに違いない。

　玲二がお尻を軽く乗せるようにしてデスクにもたれかかった。

「それはどうかしら……あら？」

　玲二が、絆創膏が貼られた俺の左手に視線を移した。

　客先へ出向くのに、美緒からもらった絆創膏ではさすがにまずいと思った俺は、会社で新しいものに取り替えていた。だが玲二が言いたいのは、そんなことではないらしい。

「私以外にも柊二にじゃれる子猫ちゃんがいるのね」

「あ？」

「その左手。私がいたずらした傷以外にも新しそうな傷があるじゃない」

　玲二がニヤニヤと見つめるそこへ、俺も視線を移した。

　玲二が言っているのは昨夜、美緒がつけた傷のことだろう。お前がつけた傷と一緒にされてたまるか。

「これはいいんだ」

　俺はなんでもないふりをして話を終わらせようとした。が、玲二の興味は削がれなかったらしい。なにか意外なものでも見たような顔つきで、俺をおもしろそうに眺めている。

　玲二の視線に、俺はいささか不機嫌になった。含みのある視線を投げられるのは、気分のいいものじゃない。眉間に皺を寄せて腕を組む。

「なにか言いたいことがあるならハッキリ言え」

「ううん、別に。でも、そうね……きっとかわいい子猫ちゃんなのね」

　玲二がクスリと笑って俺を楽しげに見下ろす。

　まったく、我が兄ながら調子が狂う。

　居心地の悪さを覚えた俺は、表面上は冷静さを保ったまま、持ってきた提案書を差し出した。

「……そろそろ仕事の話をしよう」

「ええ、そうね」

　根は真面目なヤツだ。玲二は書類を受け取ると、真剣な表情でパラパラと紙をめくっていく。

　この辺りは飲み屋が多く、夜になるとサラリーマンや学生で賑わう。玲二の店は高級感のある大人向けのバーを考えているが、ただのバーではインパクトに欠ける。

　認めたくはないが、玲二はこのとおり、女性より女性らしい完璧なニューハーフだから、それを売りにすることと、本宮の流通経路を最大限に生かした豊富なワインやチーズ、ハムなどの食材を仕入れて、高級志向ながらも、なるべく低価格で提供できるような内容を盛り込んだ。

　提案書にひととおり目を通した玲二は、顔を上げると満足げな笑みを見せた。

「ああ、いいわね。これでいきましょう」

「分かった」

　玲二も、元は本宮の跡継ぎとして教育されてきたのだ。そこらのニューハーフより知識は豊富だし、教養もある。その玲二がゴーサインを出したのだから、店はきっとうまくいくはずだ。もちろん、俺にも勝算はあった。

　その後、簡単な打ち合わせを済ませてから、俺と沢口は、玲二と玲二の店のスタッフふたりを連れて食事に出かけた。










ダイヤモンドのサプライズ




　狭い部屋で、私は濡れた髪にドライヤーを当てていた。今日はこれから柊二さんと会う約束をしている。

　昨日、彼が突然資材部にやってきたときは驚いた。ほかの社員の視線がある中、リフレッシュコーナーへ連れていかれたときは、どう接していいのか分からなかったが、彼は相変わらず優しくて、私の体を心配してくれた。彼の気遣いがとても嬉しくて、同時に初めての夜のことを思い出してしまい、恥ずかしくもあった。

　今日は柊二さんが夕方まで会議だということで、私は彼の自宅マンションで待つように言われている。一階のコンシェルジュに言えば、鍵を開けてくれるそうだ。

　私は、襟元が黒いファーになっているグレーのニットセーターに、膝丈の黒いフレアスカートを合わせると、黒いコートを羽織った。鏡の前でクルリと回って全身を写し、おかしなところがないかをチェックする。

　大丈夫なことを確認してから、黒とグレーのファー素材でできたバッグを持つと、アパートを出た。




　柊二さんのマンションには、数回お邪魔したことがある。いつもは彼の車で来ていたから、自分で電車に乗ってくるのは初めてだ。

　駅を降りるとすぐに、目立つ高層ビルが視界に入る。そこが彼のマンションだから、迷うことはない。だけど私は彼のマンションに行く前に、少し歩いたところにあるスーパーへと向かった。

　柊二さんが帰ってくるまで、まだ時間がある。それまでになにか食事を用意しておこうと思っていた。キッチンは好きなように使っていいと言われている。

　スーパーにはすぐに着いた。だが、中へ入って少し驚いてしまう。私のアパート周辺にあるスーパーとは違い、食材の種類が豊富だった。そして、値段も高い。

　今までなにも気にせずいたが、この辺りは高級住宅街なのだろう。柊二さんのマンションも、初めて見たときはその豪華さにびっくりしたものだ。

　私は、いつものスーパーでは見かけないさまざまな食材を前に、あれこれ悩んでしまった。見ているだけでも楽しい。彼にどんな料理を作ってあげようか、とか、そんなことを考える時間すら楽しくて仕方がないのだ。

　ひととおりスーパーの中を見回してから、私は買い物カゴの中に食材を入れていった。

　料理をするのは好きだ。もっとも、セレブな彼が普段口にしているような一流の料理には到底及ばないだろうけれど。




　柊二さんのマンションに到着し、キッチンに立ってから一時間ほど経った頃、彼からメールが入った。ようやく仕事が終わって、これから帰宅するとのことだった。私は浮き足立つのを抑えることができず、鼻歌交じりに準備を進めた。

　それから三十分ほど経った頃、インターホンが鳴った。

　柊二さんだ！

　リビングの壁に設置されていたディスプレイを覗き込み、彼の姿を確認すると、「はい！」と興奮気味に応答してしまった。

　私ったら、本当に恥ずかしい。でも、柊二さんも悪いのだ。だって彼のスーツ姿は、いつも本当にほれぼれするくらい素敵だから。

　そんな私に、柊二さんはディスプレイ越しに優しい笑顔を見せてくれた。

「美緒、ただいま。開けてくれないか？」

「あ、はい！」

　私は玄関まで小走りで駆けていくと、急いで玄関ドアを開けた。

「お帰りなさい。鍵は持っていなかったんですか？」

　私の質問に、彼が少し照れた笑みを見せた。

「いや、持っているけど、一度美緒に出迎えられる気分を味わいたかったんだ」

「そ、そうなんですね……」

　照れながらもサラリとそんなことを言う彼に、私のほうが恥ずかしくなってしまう。

　俯いた私は、慌てて出てきたせいでエプロンをしたままだったことに気づいた。急いでエプロンを外そうとしたところで、柊二さんに抱きしめられる。彼の爽やかな香水の香りが鼻腔を刺激した。

「あ、あの、柊二さん、汚れてしまいますよ」

「ん……平気。エプロン姿もかわいいね」

　チュッとリップ音を響かせて、こめかみにキスを落とされた。私があたふたしている間に、こういうことがスマートにできる柊二さんは、やはり慣れている。ほんの少しの嫉妬が頭をもたげるが、それよりも大きな包容力で彼は私を包んでくれている。

　彼のコートを玄関脇のクローゼットに掛け、上着とカバンを受け取りながらリビングへと向かった。作ったばかりのお味み噌そ汁しるの匂いが漂っている。

「ご飯、作ってくれたんだ」

「はい、簡単なものばかりですけど……」

「すごくおいしそうだ。美緒の手料理、楽しみだな」

　柔らかく微笑んだ彼は、今度は唇にキスをくれた。

　もう何度も交わしているキスなのに、未だ慣れることのない私は、相変わらず顔を赤らめて照れてしまう。照れているだけじゃダメだとは思うけれど、彼に見つめられるとドキドキしてしまって、なかなか慣れそうもない。

「しゅ、柊二さん、お腹空いてますよね？　ご飯にします？」

「うん、そうだね」

「じゃあ、着替えてきてください。それまでに準備をしますから」

　私は慌てて彼の寝室へ行き、上着を掛けると、カバンをライティングデスクの上に置く。

　ちょこまかと動く私を、目を細めながら眺めていた柊二さんは、ゆっくり寝室へ入ってくると、いきなりシャツを脱ぎ始めてしまった。彼のたくましい胸板や、引き締まったウエストラインが視界に入り、私はドギマギしてしまう。直視できなくて視線を斜め下に逸らした。

「美緒」

「は、はい」

　名前を呼ばれても、彼の姿を見ることができない。顔を真っ赤にさせて突っ立ったまま、私は両手でエプロンをギュッと握りしめた。

「まだ、恥ずかしい？」

　上半身裸になった彼が私との距離を詰める。片手で顎をくいっと持ち上げられた。

「あ、あの……」

「もっと恥ずかしいこと、したのに？」

「しゅ、柊二さん……なんだか今日は、意地悪です……」

　私の抗議に、彼はフッと視線を和らげた。そのまま彼の力強い腕の中に閉じ込められる。

　裸の胸に顔を押しつけられる形になって、私の心臓は途端に早鐘を打ち始めた。彼の香りに酔いそうだ。

「うん、ごめん。美緒の困った顔もかわいくて、困らせたくなったんだ」

「……もう」

　右手で軽く彼の腕をぶつ真似をすると、彼は白い歯を見せて笑った。まるで少年のようないたずらっぽい笑顔に、私の心臓がまた跳ねる。

「じゃあ、ご飯の準備をしますから、早く着替えてきてくださいね」

　彼といるとドキドキが止まらない。こんなにいつもドキドキしていて、私の心臓は持つのだろうか。どうか、この音が彼に聞こえていませんように。

　私は祈りながらキッチンへ戻ると、食事の準備を整えた。




「うん、すごくおいしかった。美緒がこんなに料理上手だったとは驚いたよ」

　幸せそうに笑った柊二さんは、箸を置くと席を立った。私が作った料理をすべてキレイに平らげてくれた。

　なにを作ろうか散々悩んだが、彼はイタリアンやフレンチは食べ慣れていそうだった。だから無難にお味噌汁と、肉じゃが、海草サラダ、ハンバーグといった、いたって普通のメニューにした。

「いくらなんでも褒めすぎですよ。逆に嘘っぽく聞こえます」

「心外だな。本当なのに。じゃあ、まずいって言ったほうがよかった？」

「そうじゃないですけど……」

「うん、分かってる。でも、本当においしかったんだ。また作ってほしい」

　食べ終わった食器を片づけている私の背後に立ち、抱きしめるように私の胸元辺りに腕を回しながら、柊二さんが耳元で囁く。

　彼の吐息が耳にかかって、まだ片づけ中だというのに私の体が勝手に熱くなるから、困ってしまう。

「柊二さんさえよければ、いつでも作りますよ」

　耳元に顔を寄せる彼を振り返ると、微笑んだ彼に唇を塞がれた。

「美緒……」

　すぐに柊二さんの舌が私の口こう腔くう内に侵入する。歯列をなぞり、内側の粘膜を刺激するように進みながら私の舌を捕らえると、軽く吸われた。

「……ふっ……んん……」

　キスは次第に深く激しくなっていき、私は息も絶え絶えになりながら、必死についていく。足がガクガクしてきて、立っていられなくなってきた。背後から抱きしめる柊二さんに体半分振り向いてもたれながら、彼のシャツを握りしめる。

　まだ片づけが途中なのに、こんなの、ダメなのに……。

　私の膝がガクンと折れた。同時に柊二さんのたくましい腕が伸びてきて、私を支えてくれる。ぼんやりと見上げた彼の顔は、完全に雄の顔だった。

「美緒……寝室へ行こうか」

　甘い誘惑が私を襲う。痺しびれた頭では、まともに考えることもままならない。

「まだ……片づけが……」

「後でいいよ……今は、美緒が欲しい」

「ん……」

　キスを繰り返しながら柊二さんが囁く。まるで甘い呪文をかけられたように、私はコクリと頷いた。

　柊二さんは私の膝裏に腕を差し込むと、軽々と私を抱き上げた。不意に高くなった視界に、私は思わず彼の首に腕を絡ませ、抱きつく。そのまま彼はリビング奥にある寝室へ進むと、私をベッドの上にゆっくりと降ろした。

　真っ暗な寝室は、リビングから漏れる明かりだけが光源だ。柊二さんの端正な顔に影ができ、彼の精せい悍かんさを際立たせている。

「あ、あの……、柊二さん……。私、先にシャワーを浴びたいです……」

　初めてのときはいっぱいいっぱいで、シャワーにまで気が回らなかった。けれど彼に抱かれるなら、やはりキレイな体でいたい。

「ん……ダメだ。俺がもう我慢できない」

「や、でも、あの……今日はお料理もして、匂いとか……汗、とか……」

　私に覆いかぶさり、唇に、額に、頬に、とキスを繰り返す柊二さんに、必死に抵抗する。今日はどうしてもシャワーを浴びさせてほしい。

　私が珍しく食い下がったからだろうか、彼は少し上体を起こすと私を見下ろした。その瞳には情欲が溢れていて、私は一瞬ドキリとする。

「仕方ないな。分かったよ。今日は先にシャワーを浴びよう」

　小さく嘆息した柊二さんは、私から体を離すとベッドを降りた。私はホッと息をつく。が、それもほんの一時のことだった。

　ベッドから降りた柊二さんは、なにを思ったのか、私を抱き上げると、すたすたと歩き出す。向かう先は、リビングとは反対側のドアだった。

「あ、あの、柊二さん！　どこへ？」

「うん？　シャワーを浴びたいと言ったのは美緒だろう？」

『なにを言っているんだ？』と言わんばかりだ。彼は迷いもなく寝室の奥にある扉を開けた。

　そこはバスルームになっていた。以前、私が初めて柊二さんの部屋に泊めてもらったときに使ったバスルームとは違うようだ。前は廊下の奥の部屋だった。ここは、柊二さんの寝室である。

「バスルーム、ふたつ、あるんですか？」

　私の質問に、彼は「ああ」と頷いてみせた。

「美緒がこの前使ったところは来客用かな。本当はあっちがメインのバスルームなんだけど、あっちはほとんど使っていないな。普段使うのは、もっぱらこっちだよ」

　そう言われて見回すと、私が以前使ったところよりも若干狭いようだ。狭いといっても、私には広すぎるくらいだが。

　簡易的なパウダールームが手前にあるのは同じだけれど、こちらはバスルームとシャワールームは分かれていなかった。ほかに同じところといえば……。

「こっちも、ガラス張りなんですね……」

　私が以前借りたバスルーム同様、こちらもパウダールームとバスルームを仕切るのは透明なガラスだった。

「ん？　気になる？」

　私の反応に、彼は楽しそうに目を細める。

「気になりますよ！　これじゃあ丸見えじゃないですかっ……」

「俺と美緒しかいないんだから、気にする必要ないよ。どうせ一緒に入るんだし、同じだろう？」

「ええっ！」

　一緒に入るだなんて、考えてもいなかった。確かにシャワーは浴びたいけれど、彼と一緒のお風呂は、私にはまだハードルが高すぎる。

「べ、別々にしませんか？」

　私は柊二さんの腕の中で恐る恐る彼を見上げる。

「却下」

「そんな……」

「ほら、脱がせてあげるから、バンザイして？」

　私を床に降ろした柊二さんは、まるで子供をあやすように私の服を脱がそうとする。こんなところで彼に脱がしてもらうなんて、恥ずかしすぎる。

「じ、自分で脱げます……！」

　柊二さんの手を両手で掴んで、なんとか押しとどめる。彼がニヤリと口角を上げた。

「分かった。じゃあ早くおいで」

　そう言って私から手を放すと、彼はさっさと自分の服を脱ぎ始めた。あっという間に最後の一枚、黒いボクサーパンツを脱ぎ捨てると、バスルームへ入っていく。すぐにシャワーの音がして、彼はひとりでシャワーを浴び始めた。

　仕切りが空間を隔てているのに、透明なガラスのせいで別の空間には思えない。

　湯気で曇り始めているとはいえ、私のいるパウダールームから、彼のいるシャワールームは丸見えなのだ。もちろん、それは逆もしかり。

　自分で脱ぐと言っておきながら、この状況では自分で脱ぐほうが恥ずかしいことに気づく。

　どうしよう……。

　私がためらってなかなか服を脱げないでいると、痺れを切らした彼が、ガラス戸の向こうからコンコンとドアを叩いた。

「やっぱり脱がせてあげようか？」

　意地悪な笑みを浮かべた彼は、いつもの優しい柊二さんと本当に同一人物なのだろうか。

「い、いいです！　自分でできますから……！」

　私は瞳を潤ませながら、意を決して服に手をかけた。すばやく脱いで、バスタオルに包まる。その間もガラスの向こうの視線を感じて、いたたまれなかった。




「……予定が狂ってしまったな」

　ベッドに横たわった私に覆いかぶさりながら、柊二さんが仕方なさそうに微笑んだ。予定？　なにかあったのだろうか。

「どうかしたんですか？」

「うん。ちょっと、ね」

　柊二さんが私の頬にキスを落とす。続いて額にもキスをしながら、最後に唇を軽く吸った。

「後で、教えてあげるよ……」




　散々私を愛してくれた後、柊二さんはシャワーを浴びにバスルームへ向かった。私は火ほ照てる体をシーツに包んで、彼が戻るのを待っていた。

　二度目の夜は、初めての夜よりも刺激的だった。相変わらず柊二さんは優しかったけれど、普段はあんなにクールなのに、ベッドの中ではたまに意地悪になる。彼は私が恥ずかしがることをしたがるのだ。私が恥ずかしがると、彼は満足そうな笑みを浮かべて私を見つめる。

　でも、そんな彼に私は簡単に気持ちよくさせられてしまうのだから、困る。

　私も、柊二さんを満足させてあげられているのかな……。

　柊二さんに愛された後、私は体のあちこちに彼に愛された証があるのに気づいて、頬を赤らめた。彼は『俺のものである印だ』と言って、愛しそうにその跡を指でなぞっていた。

　柊二さんに愛の証を刻まれるのは嬉しいけれど、首筋や鎖骨など、見えそうな場所につけるのはやめてほしい。誰かに見られたら、なんて言われるか分からないから。

　そう言って私が抗議したら、彼は笑って『分かった。善処する』だなんて言っていたけど、本当に分かっているのかどうかは怪しい。

　私はシーツに包まったまま、ぼーっと夜景を見ていた。彼がシャワーを浴びに行く前に、サイドテーブルにあるパネルを操作して、カーテンを開けておいてくれたのだ。

　以前この寝室に入ったときは昼間だったから気づかなかったけれど、柊二さんの部屋から見える夜景は驚くほどキレイだ。ここは三十二階だから、会社にある柊二さんのオフィスよりは低い位置になるけれど、まるで宝石箱をひっくり返したようにきらめく都会の夜景には、思わず感嘆の息が漏れた。

　こんな景色を毎日見られるなんて、柊二さんは本当に贅ぜい沢たくだ。自分のボロアパートと比べると、天と地ほどの差がある。とはいえ、私も自分のアパートは住みやすくて気に入っているけれど。

　私が長い間夜景に魅入っている間に、柊二さんがシャワーを終えて戻ってきた。

　黒いバスローブを纏った彼からは、大人の男の色気が嫌というほど漂ってきて、本当に困ってしまう。チラリと覗く筋肉質な腕や胸元、裾から見えるふくらはぎも、すべてが完璧だ。

　本当にこんなに素敵な人が私の恋人でいいの？

　もう何度となく繰り返してしまう自問自答をしながら、私がジッと柊二さんを見ていると、それに気づいた彼が魅惑的に微笑んだ。

「どうしたの、美緒。寂しかった？」

　ベッド脇に腰を下ろした柊二さんは、私のまだ湿っている髪をそっと梳くと、こめかみにキスをする。

「夜景、すごくキレイですね……」

　私がうっとりと窓の外に視線を走らせて呟く。「気に入った？」と囁いた彼に、私は小さく頷いた。

　夜景を見つめていた視線を柊二さんに移すと、彼はサイドテーブルの引き出しを開けた。中から小さな箱を取り出している。

「本当はもっと早く言うつもりだったんだけど……」

　柊二さんが取り出したのは、深いブルーの四角い箱。金の刺し繍しゅうと、それと同じ金具が付いている。

　これって……。

　私の心臓がドクンと鳴った。

「美緒があんまりかわいいから、思春期の少年のようにがっついてしまって予定が狂ってしまったよ。本当は食事が終わったら渡そうと思っていたんだ」

「あ……」

「美緒、開けてみて？」

　手渡されたそれを、私は震える両手で受け取った。変な期待をしてはダメ、と自分を戒めるが、淡い期待が膨らんでしまうのを止められない。

「美緒？」

　柊二さんが、箱を持つ私の両手にそっと手を添えて促した。

　私は両手を震わせたまま、彼を見上げて小さく微笑むと、ゆっくり金具を外す。震える右手で蓋を押し上げた。

「……！」

　箱の中には、見たこともないくらい大きなハート型にカットされたピンクダイヤモンドの指輪が入っていた。よく見ると、リング部分にも小さなダイヤが埋め込まれていて、少し色が違うようだ。

　これは……、これって……。

　ジッと指輪を見つめたまま声を出せないでいる私に、柊二さんは横からすっと手を伸ばして、中に入っていた指輪を掴んだ。そして私の左手を取り上げると、まっすぐ私を見つめ、右手の親指で私の左手薬指をそっと撫でた。

「ずっと考えていたんだ。……美緒、結婚してほしい。この先ずっと一緒にいるのは、君以外考えられない」

　突然のプロポーズだった。彼とずっと一緒にいたい、と願ったけれど、まさかこんなに突然、彼のほうからプロポーズされるとは思ってもいなかった。

　嬉しくて、幸せで、胸が詰まって声にならない。右手で目頭を覆い、零れる涙を我慢するのがやっとだ。窓の外のきらめく夜景も、目の前の愛しい彼の顔も、なにもかもがぼやけてしまう。

　そして、その我慢がついに零れた。頬を温かいものが伝って落ちる。

「美緒、返事を……聞かせてほしい」

「柊二……さ、ん……っ」

　涙は嗚お咽えつに変わった。彼が私を優しく抱き寄せる。

「君が好きだ」

「ほ、んとっ……にっ？　わ……たしっ……」

「美緒がいいんだ」

「わ、わたっ……し……」

「……美緒、俺と結婚してくれる？」

　柊二さんは、これ以上ないくらい甘い眼差しで、涙で潤みきった私の瞳を覗き込んできた。

　私は声を出すことができなくて、コクコクと何度も首を縦に振る。

　彼がホッと息をつくのが聞こえた。ふわりと微笑む彼は、小さい頃に絵本で見た童話に出てくる王子様のようだ。

「美緒、愛しているよ。一生、大事にする。約束する」

「柊二さ……ん……」

　彼は私に長い長い甘いキスをしてから、私の左手薬指に、その輝く指輪をそっとはめてくれた。







第四章　運命










狙われた私のお城




　まるで夢のような日々だ。大好きな彼と結ばれ、幸せの余韻に浸っているうちに、彼はさらに大きな歓びを私にくれた。

　私の胸元には、三日前に彼にもらったピンクダイヤモンドの指輪が光っている。彼は左手薬指にはめてくれたけれど、なにしろ私には分不相応といえる指輪である。これほどの指輪を贈ることができる人なんて、数えるほどしかいないだろう。こんなに大きなダイヤの指輪を仕事中に薬指にはめていたら、きっと会社であれこれ噂になるに違いない。

　今はまだ、こうしてネックレスにして服で隠しておくことが最良に思えた。高級品に疎い私でも、この指輪が桁違いに高価であることはすぐに分かった。私の古いアパートにしまっておくにはあまりに怖い。

　プロポーズをされた夜、私がこんな贅沢な指輪をはめることをためらっていると、彼は『美緒の白くて細い指には、これが一番似合うと思ったんだ』と言って笑った。

　そして昨日、私は彼の両親に紹介された。ガチガチに緊張していたけれど、意外にも彼の両親は私と彼の婚約を祝福してくれた。

　彼の父親は本宮商事の社長だから、私は特に構えていたのだけれど、初めて間近でお会いした社長は、息子である柊二さんの婚約を手放しで喜び、私に『くれぐれもよろしく』と頭を下げた。なにも持たない私でもいいのかと、気後れしていたのが嘘のようだった。

　それに、柊二さんのお兄様にもお会いした。あの夜見た女性が柊二さんのお兄様だったなんて、かなり驚いた。どうやら玲二さんは、私たちの婚約で十数年ぶりに実家に戻ったようだけれど、ご両親も玲二さんのことは気がかりだったのだろう。玲二さんの姿を見て瞳を潤ませると、なにも言わずに温かく出迎えていた。玲二さんも最初はなにも言わなかったが、彼が仕事の取引の件でお礼を言うと、ご両親は涙ぐみ、嬉しそうに何度も頷いていた。

　玲二さんには、今まで結婚に見向きもしなかった柊二さんが婚約したことで少しからかわれたけれど、彼は柊二さんのことをとても褒めちぎっていた。『柊二は仕事人間だけど、身内はとても大事にするんだ。君はどうやらとても大切にされているようだね』と、笑いながら私にこっそり耳打ちしてくれた。

　柊二さんは『この婚約が本宮家にとっていい方向へ動いた。美緒のおかげだな』と言っていた。そう言われると私も嬉しいし、安心する。みんなが幸せになれるのが一番いい。

　私は胸元のエンゲージリングを、制服越しに握りしめた。

　柊二さんは今日から一週間、東南アジア諸国へ出張である。会えないのは寂しいけれど、この指輪が私の気持ちを簡単に押し上げてくれる。我ながら単純だ、と自分でも笑ってしまう。

　郵便物の入った青いプラスチックケースを台車に積むと、私はエレベーターに乗り三階のボタンを押した。今日も営業部から順番に回っていく。

　軽やかな音とともにエレベーターが三階に到着し、まだ重い台車をエレベーターの外に運び出していると、不意にそれが軽くなった。見上げると、高科さんが笑顔で台車を引っぱってくれている。

「高科さん！　ありがとうございます」

　にこりと微笑んでお礼を言った。

「どういたしまして。今日は元気だね。なにかいいことでもあった？」

　どうやら高科さんは休憩しようとしていたらしい。小銭入れを手に握っている。

「はい、ちょっと……えへへ」

　漏れ出る幸せを抑え切れなくて、私は満面の笑顔を見せる。すると、彼は諦めたように眉尻を下げると微笑んだ。

「そっか」

　彼には、私が柊二さんとお付き合いしていることを話していた。以前、会社で柊二さんとばったり出くわしたときに、柊二さんが私の名前を呼んでいたことを翌日に追及されたからだ。もっとも、高科さんからのアプローチを断るためにも、彼には私たちの関係を話すことで柊二さんと合意していたから、問題はない。

　私がその話を高科さんにしたとき、彼は既にある程度の予想はしていたようだった。『そうだったんだ』と少し寂しそうに笑ったけれど、好きな人がいると言った私の気持ちを無視してまで強引に食事に誘ったりしたことを謝ってくれた。

　あのとき私は高科さんを苦手だと思ったけれど、彼はもともと気さくな人だ。私がもっとハッキリ自分の意思を告げることができていたら、また違ったのかもしれない。

　婚約の話は高科さんにもまだしていなかったけれど、私のこの笑顔が柊二さんに関係していることだと、彼は気づいたのだろう。そのまま休憩に誘われた。

　久しぶりに高科さんと一緒に三階のリフレッシュコーナーへ寄る。私は前と同じ、ミルクティーをもらった。

「それで、渡辺さんのそれは、専務がらみなんだろう？」

　やはり話題のネタは柊二さんだった。

「ふふ。分かりますか？」

　私も高科さんには隠すつもりはなかったので、素直に頷く。

「もうすぐクリスマスだもんね。どんな約束をしているの？　専務ならきっとすごいクリスマスを演出してくれるんじゃない？」

「あ……そうですね、クリスマスですよね」

　私は思い出したように微笑む。忘れていたわけじゃなかったけれど、今の私はもっと別のことで浮かれていたから。

「なに、忘れてたの？」

「そんなことないですよ」

「じゃあ、やっぱり約束してるんだよね？　どんなデートするの？　一流フレンチの後に一流ホテルとか、そんな感じ？」

「し、知りませんよ……。しゅ……専務はなにも教えてくれないですし……。今年は平日だから、時間も本当に取れるかどうか分かりませんし」

　クリスマスの夜を連想した私は、すぐに頬を赤らめた。きっと柊二さんは一晩中私を離してはくれないだろう。

　でも、デートの約束はしているけれど、彼は『迎えに行く』と言っただけで、どこへ行くとは教えてくれなかった。

　そんな私を高科さんがニヤニヤと口角を上げて眺めている。

「ふうん」

「なんですかっ」

「いや、妬けるなーと思って」

　自分のコーヒーを飲み干した高科さんが、テーブルの上に両肘をつくと顎を乗せた。

「も、もう……。からかうのはなしですよ」

「本当だって。知ってるでしょ、僕が渡辺さんのこと好きだったの」

　まるで子供をからかうように、高科さんが軽い口調で言った。

「でも、もう過去形じゃないですか。そんなことばかり言ってると、いくら高科さんでも本当に好きな女性ができたときに振られちゃいますよ」

　私はわざと少し唇を尖らせてみせた。高科さんもそんな私を見て、声を出して笑う。もう私のことはなんとも思っていないらしい。

　なんとなく罪悪感から逃れられたようで、私もホッとする。

　これで高科さんも、高科さんのことを好きな誰かと結ばれてくれるといいのだけれど。たとえば、以前、高科さんと話す私を睨んでいた斉藤さん。高科さんに好意を持っているように見えたけど、彼女とはどうなっているのかな……。

「じゃ、僕はもう行くね。またね、渡辺さん」

「あ、はい。ごちそうさまでした」

　最後に私の頭をぽんぽんとあやすように軽く叩いて去っていく高科さんの姿を見送りながら、私はぼんやりと斉藤さんのことを考えていた。
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　柊二さんが海外出張に行ってしまってから三日目。忙しい彼からの電話はないが、毎日メールが一通送られてくる。少し寂しいけれど、彼は仕事なのだ。これぐらいのことを我慢できなければ、この先彼と一緒にいることなどできないだろう。

　私の様子は、柊二さんの秘書の沢口さんがこまめに見に来てくれる。それこそ、お昼休みにランチを一緒にしたり、柊二さんが今どこにいて、この分だと少し早く帰国できそうだとか、彼の様子を細かに教えてくれる。気にかけてくれているのが分かって嬉しいが、正直、過保護すぎるとも思う。

　柊二さんは私をたまに子供扱いするけれど、私だってもう成人だ。大学進学で上京してからずっとひとり暮らしをしてきたし、今までなにも問題なく過ごしているのだから、柊二さんが出張でいないほんの一週間くらいなんということもない。もちろん、彼がいなくて寂しいというのはあるが、それは沢口さんではどうすることもできない問題だ。

　私は仕事を終え、自宅アパートの最寄り駅で降りると、近所のスーパーに寄った。

　今日は寒いから簡単に鍋焼きうどんにしよう。冷蔵庫に野菜が少し残っているから、足りないものだけ買い足せばいい。

　私はスーパーで、うどんにしいたけ、春菊、それからミネラルウォーターを買うと、自宅へ急いだ。

　帰宅して、いつものように古いアパートの郵便受けを覗いたときに、異変を感じた。

　郵便物が一通もない。たまにはそんなこともあるかもしれないけど、いつもはダイレクトメールやら広告がなにかしら入っているのに。

　私は首を捻りながら、ギシギシと軋む階段を上り、自分の部屋の前まで来た。

　郵便受け以外は、階段も部屋の前の廊下にも特におかしなところはない。だが、鍵穴に鍵を差し込んだところで、やはりおかしいことに気づいた。鍵が開いているのだ。

　……朝、家を出るときに、鍵を閉め忘れちゃったのかな。

　心臓がドクドクと高鳴り、手に汗が滲んできた。

　大丈夫、きっと、なんでもない。今までずっと、平和に過ごしてきたじゃない。

　滲んだ手汗をスカートに撫でつけると、私はぐっと力を込めてドアノブを回した。ギィと重たい音を立ててドアが開く。

　部屋の中は真っ暗でなにも見えないが、異変はすぐに分かった。私がドアを開けた瞬間、部屋の中から風が吹いたのだ。

「どう……し、て……」

　持っていた買い物袋をバサリと落とす。袋から飛び出たミネラルウォーターが転がり、廊下の手すりに挟まって止まった。

「い、やああああぁぁぁぁぁ……」

　膝から崩れ落ち、その場に座り込んでしまう。体がガクガクと震えるのは、寒さのせいではない。私は震える体を止めようと、ギュッと自分を抱きしめた。

　なんで、こんなことに。確かにこのアパートは古いけれど、この辺りで物騒な事件が起きたことはない。最近も、そんな話を聞いたことはなかった。古いアパートだけに、自分でも用心していたつもりだったのに……。

　玄関からすべての部屋が見渡せてしまう狭いアパート。私の震える視界の向こうで、物が散乱し、アイボリー色のお気に入りのカーテンはビリビリに裂かれ、ハタハタと風に吹かれてはためいているのが見えた。




「渡辺さん、大丈夫ですか？」

　私がまず頼ったのは、沢口さんだった。柊二さんに電話をかけようとして彼がいないことを思い出し、彼が留守の間、いろいろ気遣ってくれていた沢口さんに連絡を取った。

　彼は孝くんにも連絡をしてくれたらしく、私は今、沢口さんの車――といっても、いつも柊二さんが移動に使う会社の車で、沢口さんが運転しているだけなのだが――の後部座席に乗せられている。隣には孝くんもいた。

　ふたりが駆けつけてくれて、警察に連絡をしてくれた。だけど、私はまだ声が出せないでいる。警察が事情聴取をしたがっているらしいが、不安定な私を気遣って、沢口さんと孝くんが私をこの車にひとまず避難させてくれた。

「柊二にも連絡したけど、繋がらない。留守電にメッセージを残しておいたから、折り返し連絡はあるはずだけど」

　沢口さんの口調が秘書のそれではなくなっていた。彼は、もとは柊二さんの幼なじみなのだ。これが普段の沢口さんなのだろう。

「美緒ちゃん……もう、大丈夫だから……」

　孝くんが、震える私の体をそっと抱きしめてくれた。彼にとっては、私はいつまでも小学生のままなのだろう。

　小さな妹をあやす感覚で抱きしめられ、私は素直に甘えてしまう。けれど震えは治まらない。

「……あ、あ……わ、わた……し……」

　やっとのことで声を発しても、うまく言葉にならない。歯と歯が噛み合わないのだ。歯だけじゃない。体の震えが一向に治まらず、暖かい車内なのに、まるで極寒の地に裸で立っているような感覚がある。

　荒らされた室内の光景が脳裏に蘇よみがえり、恐怖が込み上げて体は凍りついたようになるのに、不思議と涙は出ない。涙まで凍ってしまったみたいだ。

「美緒ちゃん……」

「渡辺さん……」

　ふたりに心配をかけているということは分かるのに、どうすることもできない。

　しっかりしないと。今は柊二さんもいないのだ。これ以上ふたりに迷惑をかけるわけにはいかない。美緒、しっかりして……。










悪夢




　日本を発ってから三日が過ぎた。美緒はどうしているだろうか。

　こんなにも出張を疎ましく思ったことは初めてだ。彼女と離れている時間がこれほどまでに苦しいなんて。

　なるべく早く片づけて帰りたかった俺は、スケジュールを極力前倒しにして、精力的に仕事をこなしていた。

　愛しい彼女に連絡を取ることもままならないが、早く会いたくて仕方がない。あの小さくて華奢な体を俺の腕の中に閉じ込め、一晩中甘やかしてやりたい。

　彼女には一週間で戻ると伝えてあるが、できればもう少し早めに戻りたかった。彼女よりも、俺のほうが限界なのだ。

　俺はその日の仕事を終え、夜からの会食に備えてシャワーを浴びていた。今回の出張には沢口を同行させていない。いつもなら沢口を同行させるところだが、今は美緒がいる。俺の留守の間を任せられるのは沢口しかいないと思い、彼を残して別の秘書を連れてきていた。

　こんな俺を彼女は過保護だと笑うだろうか。

　シャワーを浴び終わったところで、スマホに着信があるのに気づいた。確認すると当の沢口からだ。滅多なことでは連絡してこないはずだと、俺の脳が警告を発する。嫌な胸騒ぎを感じて、留守電に残されているメッセージを恐る恐る聞いた。
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　成田に着いた俺は、すぐに迎えの車に飛び乗った。時折巻き込まれる渋滞に焦燥する。

　この時間がもどかしい。今すぐにでも美緒の元に行かなければならないのに……。

　留守電に残された沢口からのメッセージは、俺を愕然とさせた。

　美緒のアパートが荒らされ、彼女はショックで口も聞けない状態だという。

　その後、何度か沢口に電話で詳しいことを確認したところ、美緒は警察からの事情聴取にも答えられる状態ではなく、食事はおろか、水でさえほとんど口にしていないということだった。沢口の判断で、仕事はしばらく有給扱いで休ませることにし、今は孝の自宅でお世話になっているらしい。

　孝の家なら安心だが、問題は美緒の状態だ。このままでは彼女は参ってしまう。

　こんなときに日本を離れていた自分に腹が立つ。仕事だとはいえ、彼女になにかあれば、俺は自分を許せないだろう。俺には、美緒が必要だ。絶対に。

　渋滞で列を作るテイルランプを眺めながら、俺は拳をギュッと握りしめた。




「美緒！」

　孝の家に着いた俺は、真帆さんに案内され、急いで美緒の元に向かった。彼女は一階のゲストルームでお世話になっているらしい。

　ドアを開けて中に入ると、ベッドの上で彼女はシーツに包まって座っていた。真帆さんが言うには、美緒はこの家に来てからずっと、こうしているという話だ。

　あれからずっと、だと？

　沢口の留守電を確認したとき、俺はインドネシアにいたから、日本との時差は二時間。現地時間で十七時頃だったから、荒らされたアパートに美緒が帰宅したのは、日本時間で十九時頃だ。その後沢口と孝に保護された美緒が孝の家に来たと考えて、恐らく時間にして二十一時、いや、二十二時頃だろうか。

　俺はすぐに日本に戻りたかったが叶わず、結局、飛行機に乗れたのは日本時間で翌々日の十五時だった。

　その間、ずっとこの状態だというのか……。

「美緒……」

　俺は反応のない美緒にそっと近づいた。ギシリと音を立ててベッドの縁に腰掛ける。

　彼女はピクリともしない。ベッドの傍らのテーブルの上に、ミネラルウォーターと、簡単につまめる食べ物が置いてあったが、まったく手がつけられていないようだ。

「美緒？」

　俺はもう一度呼びかけてみた。美緒の瞳が一瞬揺れた気がする。俺は思い切って美緒との距離を詰めると、彼女が包まるシーツごと抱きしめた。一瞬、彼女の体がビクリと強ばる。

「美緒……」

　俺は美緒を抱きしめる腕に力を込めた。彼女の瞳が再び揺れ、ゆっくりと俺を視界の中へ捉える。焦点の定まらない視線を何度かさまよわせた後、わずかに口を開いた。

「……しゅ……」

　小さな声でかろうじて、それだけ聞き取れた。俺のことは認識できているようだ。

「美緒？　俺が分かる？」

　俺の問いかけに、美緒は小さく頷く。

　ずっとここでこうして座ったまま、食事も取らず、水もほとんど飲まず、美緒はなにを思っていたのだろう。

　それを慮るとやるせなくなり、胸がきつく締めつけられる。大切な彼女を傷つけられた事実が、俺に重くのしかかる。

「少し水を飲んだほうがいい」

　俺は用意されていたミネラルウォーターのペットボトルを手にすると、まだ新品のそれのキャップを捻った。だが、美緒は首をわずか横に振る。

「少しでいいから」

　美緒の口元にペットボトルを差し出した。だが、彼女は口を開けない。

　なにが美緒をここまで頑なにさせているのだろう。だけど、そんなことを考えている余裕などない。一刻も早く美緒に水を飲ませ、少しでも食事をさせなければ。

　俺は焦っていた。

「美緒、ごめん」

　そうひと言謝ってから、ペットボトルに口をつけると自分の口の中に水を含んだ。そのまま美緒の口を強引に開かせ、口づける。舌で水を押し込むようにして、彼女の口の中に流し込んだ。

　流しきれなかった水が、彼女の顎を伝って零れ落ちるのを感じる。だが、彼女の喉は間違いなく上下し、小さな音が響いた。

「……はぁ」

　美緒が小さく喘いだ。俺はもう一度ペットボトルの水を口に含むと、彼女に口づけ、水を飲ませた。今度は従順で、彼女はコクン、コクンと素直に水を飲み込んだ。

「まだ、飲める？」

「ん……」

　頷く彼女に、俺はもう二度、三度、口移しで水を飲ませた。だいぶ生気が戻ってきている。

「柊二さん……」

　美緒が俺の名前を呼んだ。抱き寄せていた俺に、弱々しいながらもギュッとしがみついてくる。

　よかった、もう安心だ。

「美緒、もう大丈夫だよ」

　なだめるように美緒の背中を撫でてやる。彼女は黙って俺に体を預けたまま、弱々しく頷いた。

「傍にいてあげられなくて、ごめん……」

「ううん……みんながいてくれたから……心配かけてごめんなさい」

　美緒は小さな体を俺に擦り寄せるようにして、すがりついてきた。彼女の華奢な肩が小刻みに震えている。

　これまで美緒は震えるばかりで決して泣かなかったと沢口に聞いていた。けれど今、俺の腕の中にいる彼女の肩は震え、小さな嗚咽が聞こえてくる。

　俺は彼女を抱き寄せる腕に力を込めると、腕を伸ばして彼女の髪を優しく撫でた。いつもキレイに手入れされている彼女の長い髪は、あちこちが絡まっていて、俺の胸は痛んだ。




　美緒が落ち着くのを待って、ほんの少しクッキーをかじらせた後、俺は真帆さんにお礼を言って、彼女を自分のマンションへと連れ帰った。

　どんなに美緒にとって居心地のいい住み慣れたアパートだとしても、俺はもう彼女をあのアパートに帰らせるつもりはない。やはりあのアパートは古すぎた。彼女に初めて会った日、アパートまで送っていって感じたことは正しかったのだ。

　しばらくは慣れない生活を強いることになるかもしれないが、どちらにしろ俺たちは既に婚約しているのだ。俺のマンションで一緒に暮らすのも時間の問題だったし、いい機会だと思う。

「……そうか。それじゃあ、怨恨の可能性があるというわけだな」

　俺は電話の向こうで秘書の沢口に苦い溜息を零した。

《……ええ。まだ渡辺さんの聴取が取れていませんのでハッキリとは断定できないそうですが、通帳やキャッシュカードなどは残っていたそうです。ただ部屋が荒らされて物が壊されていたそうで……》

「……そうか」

　美緒を恨む人物などいるのだろうか。彼女はいつも控えめで優しくて、敵を作るタイプではない。だとしたら、どうして？

　すぐに俺は、自分の身の回りに関係していないかと思いを巡らせるが、俺もこれといった見当がつかない。まったく予想外の出来事なのだ。

「とりあえず、分かった。この件については、引き続き調べてくれ。美緒がもう少し落ち着いて体力が戻ったら一緒に警察に行くが、今はまだダメだ。彼女にはもうしばらく休息が必要だ」

《そうですね》

「悪いが、俺もしばらく休む。仕事は自宅でやるから、必要なデータは送っておいてくれ。なにかあったら携帯に連絡を」

《かしこまりました》

「悪いな、沢口」

《いえ、これが私の仕事ですから。お気になさらず》

　電話の向こうで沢口が微笑む様が思い浮かんだ。

「ありがとう」

　簡単にお礼を言って、電話を切る。

　沢口と孝たち夫婦には感謝するばかりだ。彼らがいなかったら、美緒はどうなっていただろうと思うと、ゾッとする。

　俺は、廊下を抜けてリビングに戻ると、奥の寝室へ向かった。

　寝室では、美緒が小さな体を丸めて静かな寝息を立てていた。彼女の荷物はとりあえずここに運ばせたが、なにしろあの状態だ。カーテンは裂かれ、壊された物が散乱していて、ほとんど使えるようなものはなかった。

　今も彼女が着ているものは、俺が新しく用意させたナイトウェアだ。白いシルクのそれは、彼女の白く滑らかな肌を際立たせている。

　俺はベッドの縁に静かに腰を下ろすと、起こさないように注意しながら、彼女の長い髪をそっと払った。閉じられた瞼にある長い睫まつげはしっとりと濡れていて、頬にも涙痕がうっすらと残っている。こうして眠っていても、彼女はたまに、うなされて目を覚ましてしまうのだ。

　彼女は怯えている。まだ捕まっていない犯人に？

　美緒の涙の跡にそっと口づける。ほんのわずかに身じろぎしたが、彼女は起きなかった。俺はホッと胸を撫で下ろす。

　俺はサイドテーブルのパネルを操作して部屋の明るさを落とすと、彼女の隣に潜り込んだ。小さくなって眠る彼女を抱きしめるようにして横たわる。彼女が悪夢で目覚めないように、このまま朝までぐっすり眠れますように、と祈って。










ホワイトクリスマス




　柊二さんのマンションに引っ越して二週間が過ぎ、ここでの生活にもだいぶ慣れてきた。

　彼は相変わらず優しくて、もともと少し過保護なところがあるけれど、あの事件以降、それに拍車がかかったようだ。彼は常に私を気にかけ、食材が足りなくなって買い物に行きたいと言うと、必ず付き添ってくれる。ずっと家の中では気分が滅入るからと、たまに気分転換に外へ連れ出してくれるけれど、どんなに近場でも彼は自分の車を運転するのではなく、運転手付きの車を使う。

　今週は、渋る柊二さんをなんとか会社へ見送った。ずっと私の傍についていてくれたけど、彼の立場で長期間オフィスを不在にすることがよくないことくらい、私にも分かる。

　彼は『くれぐれもひとりで外出しないように』と言い残して、会社へ向かった。必要なものがあるときは、コンシェルジュに言えば対応してくれるらしい。もちろん、なにかあればすぐに携帯に連絡するようにとも言われた。

　家を出るときの、心配そうに瞳を揺らした柊二さんを思い出す。柊二さんはいつも自信に溢れていて、私と出会ったときも鋭い眼光を放っていたけれど、最近の彼は常に不安そうだ。

　彼にあんな顔をさせたいわけじゃないのに……。

　早く元気にならなくては、と焦るけど、なかなか思いどおりにいかない。

　私はまだ仕事復帰できていない。柊二さんも沢口さんも、有給休暇扱いになっているから気にするなと言うけれど、私は入社してまだ一年も経たない新人だ。そんなに有給があるはずはない。傷病休暇だとしても、新人の、しかもリストラ候補の資材部の人間がこんなに長い間休んで、なにも言われないのは、やっぱり柊二さんのおかげなんだと思う。

　とても申し訳ないと思うのに、私はまだ仕事をできそうになかった。体はなんともないはずなのに、ストレスからか、すぐに熱が出てしまう。そのたびに柊二さんに心配をかけてしまって、そんな自分が嫌になる。

　彼に幸せを感じてほしいのに、今の私は彼に迷惑をかけるばかりで、なにもできない。そんなの、嫌なのに……。

　それに、私にはもうひとつ気がかりなことがあった。私のアパートが荒らされたあの夜、私は玄関で一枚のメモを見つけていた。私はその話をまだ誰にも言っていない。柊二さんにさえ。

　そのメモは、柊二さんが用意してくれたドレッサーの引き出しにしまったままだ。

　私は寝室へ行き、ドレッサーの引き出しを開けた。メイク道具やアクセサリーに隠すようにしてあった、そのメモを取り出す。【彼を取らないで】とだけ書かれたそのメモは、青いペンで走り書きされていた。

　この『彼』とは、きっと柊二さんを指しているのだろう。彼が私を裏切っているとは思えない。だとしたら、誰かが柊二さんに一方的に恋をしているのだろうか。

　柊二さんに恋をする気持ちはよく分かる。だって私も同じだ。初めはほんの憧れだったのに、いつの間にかこんなにも好きになっている。

　このメモを私が柊二さんに渡せば、彼は持てる力をすべて利用して、筆跡や指紋など、メモに残されたあらゆる証拠から、必ず犯人を捕まえる。当然、警察にも連絡するだろう。恋する相手に捕らえられるなんて、どんな気持ちだろうか。

　黙っていてはいけないことぐらい充分分かっているはずなのに、私と同じように柊二さんに恋をしている誰かを思うと、私は柊二さんに報告することができないでいた。

　そのとき、リビングで私のスマホが鳴った。

　柊二さんかもしれない。

　私は慌ててドレッサーにメモを戻すと、リビングテーブルの上に置きっぱなしになっていたスマホを取った。画面に表示されていたのは、知らない番号だった。

「……はい」

　通話ボタンを押し、恐る恐る電話に出る。

《渡辺様の携帯でよろしかったですか？》

　元気な女性の声が聞こえてきた。

「はい、そうですが……」

　誰だろう？

　私は首を捻る。

《私、以前、フォトフレームの修理をご依頼いただいたアンティークショップの橋はし本もとと申しますが……》

「あ……はい」

《お急ぎということでしたので、なんとか二十四日には間に合うように手配させていただきました。ですが、でき上がりのお時間が二十四日の十七時以降になってしまうようなのです。それでもよろしいでしょうか？》

　電話の相手は、私がフォトフレームを買ったお店の店員さんだった。

　以前、柊二さんへのクリスマスプレゼントを探しているとき、ひとめぼれしたアンティークなフォトフレーム。このフォトフレームにふたりの写真を飾りたい。そう思って購入していたのだけれど、この前の事件で壊されてしまったのだ。

　柊二さんへのクリスマスプレゼントに、と考えていただけに相談することもできず、私は孝くんにお願いして、購入したお店に修理を依頼していた。それが修理から戻ってくるのがクリスマスイブである二十四日、十七時頃だというのだ。

「はい。構いません。それでよろしくお願いします」

　仕方ない。少しギリギリになってしまうけれど、その日は平日で、柊二さんは仕事だ。どんなに早く仕事を切り上げても、定時の十八時には帰れないだろうから、彼の帰宅は十九時を過ぎるはず。それまでになんとかして取りに行けばいい。その時間は孝くんは仕事だろうから、萌ちゃんにお願いしてみよう。

　私は電話を切ると、カレンダーに【十七時】とだけ書き込んだ。




　　　＊　＊　＊




　それから三日が過ぎた。いよいよ明日はクリスマスイブだ。

「柊二さん、お帰りなさい」

「ただいま、美緒」

　私を気遣ってだろう、二十時前には帰宅する柊二さんを、夕食の用意をしながら待つのが最近の日課だ。忙しい彼は、祝日の今日も仕事に出かけた。

　柊二さんは帰宅する少し前にメールをくれるから、それを合図に私は料理の仕上げをして、インターホンが鳴ったら玄関まで彼を出迎えるのだ。

　このマンションはほとんどバリアフリーになっているけれど、玄関だけは十センチほどの高低差がある。この差を利用して、柊二さんは出かけるときと帰宅したときは必ず私に優しいキスをくれる。この瞬間が、たまらなく好きだ。

「今日も変わりなかった？」

　柊二さんのコートと上着、そしてカバンを受け取った私に、彼はネクタイを緩めながら柔らかく笑う。私もにっこりと微笑み返した。

「はい。冷蔵庫の中身が減ってきたので、今いま井いさんにお願いして食材を買ってきてもらいました」

　今井さんというのは、このマンションのコンシェルジュだ。背が高く、細身の彼はいつもニコニコと愛想がよく、私がこのマンションに来てから、なにかと親切にしてもらっている。これも柊二さんの計らいなのだろう。

「随分仲よくなったんだね」

「ふふ。そうですね。柊二さんのおかげです」

　私が笑うと、彼も目を細めて私を見ていた。柊二さんから何度も向けられるこの眼差しからは彼の愛が伝わってきて、くすぐったい気持ちになる。でも、とても安心する。

　私はまっすぐ寝室へ向かうと、ライティングデスクの上にカバンを置き、クローゼットに彼の上着を掛けた。

「ご飯にしますから、柊二さんも着替えたら来てくださいね」

　彼が外したネクタイも片づけながら言うと、「分かった」と言いながら、もう一度唇にキスを落とされた。柊二さんはスキンシップが好きらしい。




「美緒、やっとそれ、はめてくれたんだ」

　ご飯を食べているとき、柊二さんが私の左手薬指を見て微笑んだ。

「はい。今はその、申し訳ないとは思うんですけど仕事をしていませんし、はめても問題ないと思って……」

「うん、よく似合うよ。かわいい」

　私の指できらめくピンクダイヤモンドのエンゲージリングを見ながら、彼が褒めてくれた。

　柊二さんはいつも私のことを『かわいい』と言ってくれる。ストレートに言われると気恥ずかしいけれど、やっぱり嬉しい。

　私は照れながらも「ありがとう」とお礼を言った。

　食事が終わると、柊二さんは書斎にこもる。私のために早く帰宅するから、仕事が残っているのだろう。私はその間に食事の片づけをして、彼のためにコーヒーを淹いれる。ついでに私のミルクティーも。

　最初はこの家にはコーヒーしかなかった。けれどいつの間にか、いろんな茶葉が置いてあった。お砂糖も、ミルクも。彼が私のために用意してくれたということがすぐに分かった。

　私はこんなにも愛されている。私は彼のために、なにができるのだろう。

「美緒、ちょっとおいで」

　柊二さんのコーヒーと私のミルクティーを用意していると、書斎から戻った柊二さんがリビングのソファに座って私を呼んだ。なんだか嬉しそうだ。

　いったん手を止めて私がソファまで行くと、彼は私を隣に座らせ、大きくて薄い、四角い箱を私の前に出す。

「開けてごらん？」

　優しく促され、そっと箱を開ける。その瞬間、息を呑んだ。

　箱の中に入っていたのは、明るい紫色のパーティードレスだった。

「これ……」

「美緒に似合うと思ったんだ。明日はそれを着て、デートをしよう」

　箱から取り出して体に当ててみると、見ているよりもずっと素敵だった。光沢のあるサテン生地のドレスは膝丈で、大小さまざまな花の、精緻な刺繍が施されており、裾には同系色のオーガンジーがあしらわれている。ウエストよりも高い位置にあるリボンは、背中とサイドにふたつ。よく見ると、花の中心には光る石が埋め込まれていた。これは、ダイヤモンドだ。

「うわぁ……かわいい！」

　私は思わず立ち上がり、歓喜の声を上げた。

「気に入ってくれた？」

「はい！　とっても！」

「よかった」

　満足そうに微笑む柊二さんは、ドレスを体に当ててはしゃぐ私の腕を掴むと、軽く引き寄せ、頬にキスをした。

「明日、仕事が終わったら迎えに来るから。それを着て、待ってて」

「はい！　柊二さん、ありがとう」

　元気よく答える私に、柊二さんは立ち上がると、私の頭をぽんぽんと優しく叩きながら書斎へ戻っていった。

　嬉しい！　キレイなドレスを着られることも、もちろん嬉しいけど、柊二さんが私のために準備してくれたことが、もっと嬉しい。

　ダイヤモンドが埋め込まれたドレスなんて、かなり贅沢だとは思うけれど、喜ぶ私の顔を見て、その顔を綻ばせる柊二さんを見ていたら、私が嬉しいと柊二さんも嬉しいのだと思った。だって、私も同じだから。

　私は彼からもらったドレスを大事にクローゼットにしまうと、準備が途中になっていたコーヒーを淹れて、書斎へ運んだ。

　明日のクリスマスイブ。素敵な一日になりそうだ。




　　　＊　＊　＊




　翌日は朝から雨だった。このまま降り続けたら、夜には雪になるかもしれない。ニュースでも、そう言っていた。ホワイトクリスマスだなんてロマンチックだけれど、私は少し困ったことになっていた。

　今日の十七時に修理から戻ってくるはずだったフォトフレームが、トラブルでお店に届かず、少し遅れそうだと連絡が入ったのだ。予定では、二時間ほど遅れるという。二時間遅れてしまうと、柊二さんが迎えにくると言っていた十九時過ぎに間に合わなくなってしまう。

　私は少し考えた末に、柊二さんには、お店の近くまで迎えに来てもらえるようお願いすることにした。商品の受け取りを萌ちゃんにお願いしていたけれど、自分で取りに行くしかなさそうだ。お店までタクシーで行けば、そんなに心配することもないだろう。

　私はこのことを柊二さんに伝えるため、彼の携帯に電話をかけた。が、繋がらない。そこで沢口さんに伝言をお願いしようと、今度はオフィスに電話をかけた。

《はい、本宮商事でございます》

　電話に出たのは沢口さんではなかった。

　この番号は柊二さんのオフィスに直通だから、大抵は沢口さんが出るはずだ。きっと沢口さんも席を外しているのだろう。

「お疲れさまです。資材部の渡辺ですが、専務か沢口さんはいらっしゃいますか？」

　それでも念のために聞いてみた。すると、電話に出た女性の声が明るく弾んだ。

「ああ、渡辺さん！　お疲れさまです。専務から聞きましたよ。ご婚約されたそうですね。おめでとうございます」

　突然もらったお祝いの言葉に、私は一瞬驚いて声が詰まった。そういえば、柊二さんが言っていた。秘書の方には内々に話をしてある、と。全社への公表は、私の体調が戻ってからしようということになっていた。

「あ……ありがとうございます」

　私は少し照れながらもお礼を言った。

「あと、申し訳ないんですけど、専務と沢口さんは少し前に急な来客があって、席を外されているんですよ。大事なお客様だから電話は後から折り返すと伝えるよう言われてて。なにか言こと伝づてをしましょうか？　それとも折り返していただきましょうか？」

　電話の向こうの彼女が優しく言う。事情に詳しい沢口さんなら言伝をお願いしようと思っていたけれど、こんな私用の用件を彼女に伝えてもらうのは気が引ける。

「そうなんですね。いえ、だったら大丈夫です。メールで連絡しておきます」

「そうですか、分かりました」

　私は彼女の申し出を断ると、電話を切った。

　柊二さんにはメールを入れておこう。でも、彼はあまりメールのチェックがまめじゃない。念のために会社に寄って、メモを渡してもらうようお願いしておいたほうが確実だ。お店は会社の近くだから、少し寄り道をするくらいなら大丈夫だろう。

　窓の外を見ると、朝から降っていた雨はやはり雪に変わっていた。これでは道路も渋滞しそうだ。早めに家を出て、時間が余ったら近くのカフェで時間をつぶせばいい。

　時計を見ると、時刻は既に十六時を過ぎていた。私は急いでシャワーを浴びると出かける準備をした。

　柊二さんからプレゼントされたドレスは、とても着心地がよかった。かわいい服を着ていると気分も弾む。あの事件以来ずっと調子が悪かったのが嘘のようだ。

　コートの中に隠れたドレスを早く柊二さんに見てもらいたい。きっと彼は、あの漆黒の目を細めて、いつものように『かわいい』と言ってくれるだろう。

　マンションの一階でコンシェルジュの今井さんにタクシーを呼んでもらいながら、今日は柊二さんとデートなのだと、浮かれて話した。




　道路はかなり渋滞していた。少し早めに出たとはいえ時間が気になって、私はソワソワと落ち着かなかった。

　タクシーが会社に到着したときは、既に十八時半を過ぎていた。

　私は久しぶりに訪れる会社のエントランスをちょっと緊張気味に抜けると、まだ会社に残っていた顔なじみの受付の女性に声をかけた。

「お疲れさまです、渡辺ですが……」

　彼女は少し驚いているようだ。それもそうだろう。長い間会社を休んでいた人間が突然やってきたのだから。

「渡辺さん、お久しぶり。随分姿を見ないから心配していたんだけれど、大丈夫？」

　受付の女性は気遣わしげに眉根を寄せた。

　どうやら私の欠勤の理由などは伏せられているらしい。資材部だからと気にされていなかっただけかもしれないけれど。

「はい、ご心配をおかけしてすみません。あの、専務に渡していただきたいものがあるんですが……」

「はい、なんでしょう？」

　私はカードが入った小さな封筒を差し出した。

「これを渡していただけますか？」

「分かりました」

　彼女はにっこり笑って快く引き受けてくれた。私はホッと胸を撫で下ろして「ありがとうございます」とお礼を言った。軽く会釈すると、急いでお店へと向かう。

　お店へ向かう途中、雪はいよいよ大粒になってきて視界が悪くなった。皆、傘を差して足元に注意しながら歩いている。私も転んでせっかくのドレスを汚すわけにはいかないので、足元に気をつけてゆっくり歩いた。

　お店に着くと、既に修理を頼んでいたフォトフレームは届いていた。二時間遅れるということだったが、少し大げさに時間を見積もったらしい。どちらにしても、ちゃんと受け取ることができたのだから、私は満足だ。

　キレイにラッピングをし直してもらったそれを手にすると、向かいのカフェで柊二さんを待つことにする。

　前方の青信号が点滅し始めた。いつもだったら急いで渡ってしまうところだが、今日は雪で転びそうだから、やめておいたほうがいい。次の青信号で渡ろうと、私はいったん足を止めた。

　青信号が赤に変わる。私は交差点の一番前で流れる車を眺めながら、信号が青に変わるのを待った。

　定時は過ぎたが、柊二さんは急な来客があったと聞いた。きっとすぐには帰れないだろう。でも、家ではなくてこの交差点のカフェまで迎えにきてくれるようメールもしたし、メモを渡しておいたから、彼はきっと今頃それを読んでいるはずだ。ここなら会社から近いから、家で待っているよりも早く彼に会える――。










ギフトカード




　五十階の窓から見ていた雨は、いつの間にか雪に変わっていた。美緒の言っていたとおりだ。俺は今朝のことを思い出して笑みを零す。

　今朝、出かける俺に彼女が言った。今日の雨は夜には雪になるかもしれない、と。『ニュースでホワイトクリスマスになりそうだと言ってました』と彼女は笑った。『寒くなるから暖かくしてくださいね』と、少し屈んだ俺に小さい彼女は背伸びをしてマフラーを巻いてくれた。

　今日はなにがあっても早く帰らなければならない。二十四日のクリスマスイブ。恋人たちの一大イベントだ。思えば、今まで俺には関係のないイベントだったが、今年は特別だ。俺の大事な婚約者、美緒と一緒に過ごす初めてのクリスマスなのだから。

　昨夜、ドレスをプレゼントしたとき、彼女は子供のようにはしゃいで喜んでいた。あの事件以降、ずっと体調を崩していたけれど、昨夜だけはまるで昔の彼女に戻ったようだった。俺はそんな彼女を見て、幸せを感じた。

　彼女のあの笑顔を俺がこの手で守りたい。この先もずっと……。

　客を見送った後、俺は急いで今日中に回さなければならない重要案件をすべて終わらせた。時間を見ると、既に十九時になろうとしている。もう少し早く帰りたかったが仕方がない。俺は立ち上がり、彼女を迎えに行くため、帰宅の準備をした。

　雪で道路が渋滞するだろう。急がなければ。

　支度を済ませた俺は、クローゼットからコートを取り出した。コートを着ながら窓の外を眺める。

　これは積もりそうだ。明日の朝起きる頃には一面、銀世界に違いない。俺は彼女と迎える明日の朝に思いを馳はせた。そのとき、ノックもせずに部屋のドアが向こうから勢いよく開かれた。

　沢口だろう。ノックもなしに入ってくるなんて珍しい。

　俺は窓の外に視線をやったまま言った。

「悪いが沢口、今日は終わりだ。重要なのは済ませておいたから、残りは……」

「柊二！」

　沢口が俺の言葉を遮って、大声で俺を呼んだ。俺の〝名前〟を。

　俺のデキる秘書は、いつも完璧だ。仕事中は俺のことを名前で呼ばない。

「どうしたんだ？　なにをそんなに……」

　俺は振り返った。すると、沢口が開け放ったままのドアの向こうで、重役受付の女子社員がおずおずと顔を覗かせているのに気づいた。

　なにか話があるようだ。

「なにか用か？」

　俺は彼女にそっけなく聞く。孝のように愛嬌を振りまくのは御免だ。

　彼女は小走りにこちらにやってくると、小さな封筒を差し出した。

「失礼します。専務に預かりものです」

　小花がプリントされたかわいらしい封筒だ。いかにも女の子が好きそうな……そう、例えば美緒のような。

「実はそれ、三十分前に一階の受付で預かっていたそうで……」

　彼女がまだ話を続けようとする。だが俺は、血相を変えた沢口にグイと肩を引き寄せられた。

「そんなことはどうでもいい！　柊二、今すぐ……『九く条じょう総そう合ごう病びょう院いん』に行くんだ！」

　普段から白い顔をさらに青白くさせた沢口が、大声で俺に命令する。

　秘書が専務に声高に命令するなど、あってはならない。しかも今は、社員の目の前だ。俺と沢口の関係が幼なじみだとはいえ、ありえない光景だ。現に、目の前の彼女が驚いて目を白黒させている。

　こんな沢口は今までに見たことがない。

「どうしたんだ、お前……。知っていると思うが、俺はこの後、美緒を迎えに……」

「いいから！　頼むから今すぐ病院へ行ってくれ……！」

　俺を押し倒しそうな勢いで沢口が懇願する。

「なにかあったのか？」

　さすがに俺も不安になった。

「俺が車を出す。今すぐ病院へ行って……確認を……」

　沢口は俺の腕を掴むと、目の前の女子社員など視界に入っていないように廊下へ出る。まっすぐエレベーターホールへと向かった。

「おい……、なにがあったんだ？」

　再び聞いたが、沢口は答えない。

　俺は沢口の様子が気になりながらも、スマホを取り出した。

　美緒に遅れると連絡をしよう。かわいそうだが、沢口の用事の後で急いで向かうと伝えよう。

「分かった、ちょっと待ってくれ。美緒に連絡だけ入れておきたい」

　画面を見るとメールが一通届いていたが、それを無視して彼女の番号を表示させる。呼び出し音の前の《プ、プ、プ……》という機械音を聞いていると、沢口が俺を振り返った。

「渡辺さんは、出られない……」

　沢口が小さな声で呟く。

　は？　なにを言っているんだ？　なぜお前がそんなことを言うんだ。

　俺はスマホを耳に当てたまま、沢口を訝る。彼はまっすぐ俺の目を見据えた。

「今さっき、総務から俺のところに外線が回されてきた。若い女性がそこの交差点で事故に遭い、病院に運ばれてきた、と。携帯電話が壊れていて、ほかに身元を証明するものがなかったが、事故に遭ったときに持っていた荷物にギフトカードが入っていたらしい。その宛名が本宮柊二、お前になっていたと」

　沢口が淡々と告げる。

「柊二の名前は有名だ。病院の関係者がお前のことじゃないかと思って、連絡を寄越してきたらしい」

「……な、にを言って、いるんだ？」

　俺の手がわずかに震えている。

　耳に当てたスマホから、電源が入っていないという無機質なメッセージが流れていた。

　若い女性。ギフトカード。俺の名前。散りばめられた単語が結びつくのは……。

「彼女が着ていたのは、宝石が散りばめられた紫色のドレスだそうだ。そんなドレス、お前なら心当たりがあるんじゃないか……？　今から病院に行って、彼女かどうかを確認してほしい」

　俺は耳を疑った。沢口の言うドレスに、俺は確かに覚えがある。

　だが、そんなはずはない。彼女は今もマンションで俺の帰りを待っているはずなのだ。

「美緒は、マンションにいる」

「ああ」

「最近はひとりで出かけたりしていなかった」

「ああ」

「だから、彼女がそこの交差点にいるはずがない」

　まるで自分に言い聞かせるように俺は沢口に説明した。

　そう、彼女は俺がこれから自宅マンションまで迎えに行くのだ。

　エレベーターが到着した。沢口が俺を促す。

　先ほどの女子社員が小走りでやってきた。

「専務、すみません。とりあえずこれを。渡さないと怒られてしまいます」

　エレベーターに乗り込む寸前、彼女は俺に先ほどの封筒を手渡してきた。俺の心臓がドクンと大きな音を立てる。

　エレベーターの扉が閉まる向こう側で、彼女は慌てて付け足した。

「三十分前に、資材部の渡辺さんがいらして、専務に渡してほしいと言われていたそうですよ」




　一階に到着しエレベーターを降りると、トレンチコートを羽織った白髪交じりの年配の男と、色黒で中肉中背の若い男が受付ロビーにいるのに気づいた。若い男が受付の女子社員になにか話している。

　彼女が俺のほうを見て、ひと言なにかを言うと、その男たちがこちらを振り返った。まっすぐ俺たちのほうへとやってくる。

　俺たちの目の前で足を止めた彼らは、辺りをはばかるようにコートの胸元を開けると、胸ポケットからチラリとなにかを見せた。警察手帳だ。

「本宮柊二さんですね？」

　白髪交じりの男が言った。俺が頷くと、今度は若い男が口を開いた。

「こちらの営業部に斉藤圭けい子こさんという方は？」

「ええ、います」

　質問に答えたのは沢口だった。ピリピリとした緊張感が漂う。

「彼女に任意でお話をお伺いしたいのですが……まだ社内にいらっしゃいますか？」

　若い男が続けると、沢口は難しい顔をして俺を見た。

「ここは私が。専務は早く行ってください」

　秘書の顔に戻った沢口が俺を急かす。俺は黙って頷くと、会社を出た。

　すぐにタクシーを拾う。この天気ですぐに捕まらないかもしれないと思ったが、乗客を降ろしたばかりのタクシーを運よく捕まえることができた。

　行き先を告げると、俺はシートに深く身を預けて目を瞑る。先ほどの沢口の話を何度も思い返していた。

　ギフトカードに書かれた俺の名前。沢口の話では、運ばれた女性の特徴が美緒と一致するらしい。そして、着ている服も……。だが、まだそうと決まったわけじゃない。俺の秘書は優秀だ。彼に任せておけば間違いはない。だけど、そんな彼だって間違えることはあるだろう……？

　俺は、先ほど女子社員から手渡された封筒の中に入っていた、美緒からの伝言をもう一度眺めた。

　そこには彼女の、少し丸みを帯びたクセのある字で、近くに用事があって出てきているから交差点にあるカフェで待っている、という旨のメッセージが書かれている。

　俺はぼんやりとそれを眺めながら、文字が揺れていることに気づいた。

　いや、文字が揺れているんじゃない。手だ。俺の手が、震えている……。

「あー、お客さん、ここはダメですね」

　唐突に運転手が言った。

「なにか事件か事故があったようですねぇ。通行止めになっていますよ。どうします？」

　窓の外を見ると、白くなりつつある都会の景色の中、前方にパトカーの赤いライトが幾つも点滅しているのが見えた。美緒が待っていると言っていた、カフェ前にある交差点だ。

　そんなはずはない。彼女であるはずがない。心の中で何度も唱える。彼女はあのカフェで俺を待っているはずだ。

「……ここでいったん降ろしてくれ。だが、ちょっとだけ待っていてほしい。婚約者を角の店に待たせているんだ。すぐ戻る」

　俺は交差点前のカフェに急いだ。

　警察が張った規制線の外側に、人がごった返している。通行止めの交通整理をする警官の脇をすり抜けると、俺はカフェの扉を開けた。

　先ほどからひどい頭痛だ。自分の心臓の音がうるさくて耳まで痛い。

　俺は店内をぐるりと見渡した。学生らしきカップルが二組と、仕事帰りのサラリーマンが三人。皆、交差点で起きている出来事を興味深そうに見ている。

　俺はもう一度、店内を見回した。無表情にレジを打っていた男の店員が、うさんくさそうな視線を俺に向ける。

　そこに美緒はいなかった。

　なぜいない。君はここで待っていると、俺にメモをくれただろう？

　足元がふらつき、俺はドア脇の壁にドンと手をついた。先ほどの店員がジロリと俺を睨む。俺はそのままドアを開けると店を出た。

　辺りは警官が忙しなく出入りしている。規制線の向こうがチラリと見えた。降り積もる雪に隠れつつあるそれは、紛れもなく、誰かが流した大量の血だった。俺は急激に吐き気を催した。

　待たせていたタクシーに戻った俺は病院へ向かい、受付で、救急で運ばれてきたという若い女性の話を聞いた。

　手術中だと言われた。確認してほしいと言って見せられたのは、俺の名前が書かれたギフトカードと、壊れたフォトフレーム、そしてバッグだった。バッグの中には財布と小さなポーチ、壊れたスマホが入っていた。

　俺はそのスマホを今朝も見た。リビングのテーブルの上に置きっぱなしになっていた、美緒のスマホと同じものだ。

　それを見た瞬間、俺はまるでハンマーで頭を殴られたような衝撃を受けた。よろけた体を支えようと慌てて壁についた右手も、半歩後ずさった右足も、血を抜き取られてしまったかのように冷たく震えている。激しく脈打つ心臓の音だけが、俺の全身に血が流れていることを感じさせていた。

　手術室前の長椅子に座った俺は、両足の上に肘をつき、両手で頭を抱えていた。病院の中はエアコンが効いていて暖かい。それなのに俺の腕は、俺の脚は、ずっと小刻みに震えたままだ。

　頭痛と吐き気がひどい。




「柊二」

　どれくらいそうしていたのだろう。俺の名前が呼ばれ、肩に温かいものが触れた。

　うつろな視線をゆっくり持ち上げると、悲哀に満ちた眼差しを俺に注ぐ男がいる。

「……孝」

　俺が低く呟くと、孝は黙って俺の隣に腰を下ろした。

　そのまましばらく沈黙が続く。

「美緒ちゃんのご両親には連絡したよ」

　孝がぽつりと言った。

　俺は両手に乗せた頭をわずかに動かし、チラリと孝を見ると、また俯いた。

「……ああ」

　ありがとう。そう伝えたいのに言葉にならない。

　吐き気が込み上げる。俺は立ち上がり、トイレに駆け込んだ。

　もう何度目だろう。吐き気はひどくなるばかりなのに、吐くものがない。

　手術室前に戻ると、沢口が来ていた。孝となにか話している。ふたりとも難しい顔だ。

　俺に気づいた沢口がなにか言いたげに口を開いたが、思い直したのか、すぐにその唇は引き結ばれてしまった。

　誰も言葉を発しない。沈黙が支配するその空間には、時折、看護師が慌しそうに小走りで駆けていく音が響くだけだ。

　長い。手術はまだ終わらない。いつになったら終わるのか。彼女は大丈夫なのか。こんなに時間がかかるということは、もしかしたら……。

　考えたくもない最悪の結果が脳裏をよぎり、俺は慌てて首を振る。

　そんなこと、あるはずがない。

　廊下に設置されたデジタル時計が深夜０時を表示した。日付が変わった。

　美緒はまだ手術中だ。もう既に五時間以上が過ぎていた。

　長すぎる……。

　そのとき、静寂が続いていた深夜の病院で、目の前のドアの開く音がした。

　顔を上げると、手術衣を着たままの看護師が、医師であろう男性とこちらにやってくる。俺はすぐさま立ち上がった。こちらから歩み寄る。

「ご家族の方ですか？」

　看護師が俺に声をかけた。

　俺は唇を噛みしめ、ぐっと拳を握りしめた。手術はどうだったのか、彼女の容態はどうなのか、矢継ぎ早に質問したい気持ちをなんとか堪える。

「……はい」

　必死に自分を落ち着かせようと、ひと呼吸おいて返事をした。発せられた俺の声が震えている。

　医師が一歩前に出た。彼の表情からはなにも読み取れない。俺の喉がゴクリと音を立てる。手にじわりと汗をかいた。

「もう大丈夫ですよ」

　疲れた顔を和らげて告げる医師の言葉を聞いた途端、俺はまるで糸を失った操り人形のように、無様に崩れ落ちた。

「はっ……」

　乾いた声が漏れ、次の瞬間、目頭が熱くなる。俺は広げた左の手の平で目元を覆った。

「ありがとうございます」

　震える声で、その言葉を伝えるのが精いっぱいだった。










目覚め




　目覚めて最初に目に入ったのは、見慣れない白い天井だった。すぐに痛みに顔をしかめる。違和感を覚えて視線をさまよわせると、どうやら足を固定されているようだ。左腕からは点滴の管が伸びている。

　病院だ、ということは間もなく分かった。そして右手に感じたぬくもりに、私は微笑む。

　柊二さんだ。

　私の右手を両手で握りしめた柊二さんは、椅子に座ったまま、頭をベッドにつけて眠っている。眠る彼も素敵だけれど、その目にはひどいクマがあった。

　なにが、あったのだろう。

　覚醒しきらない頭の中で、私は記憶を手繰り寄せる。わずかに身じろぎすると、柊二さんを起こしてしまったようだ。

「ん……」

　長い睫が震えたかと思うと、私がよく知る、漆黒の瞳が覗いた。なんだか久しぶりに見たような気がする。そしてすぐにその瞳は見開かれ、彼の唇から、震えてかすれた声が漏れた。

「……美……緒……」

　私は微笑んだ。ズキンとどこかが痛んだ。

「柊二さん」

　そっと名前を呼ぶと、柊二さんは笑ったような泣いたような顔をして微笑み、私の右手を強く握った。そのまま私の胸に顔をうずめ、彼はもう一度私の名前を呼んだ。

「……美緒」

　柊二さんの肩は震えていて、もしかして泣いているのかもしれない、と思った。

「柊二さん」

「……美緒……美緒！」

　私がもう一度彼の名前を呼ぶと、彼は私の胸に顔をうずめたまま、ただ私の名前を繰り返し呼んで、私の手を握った両手に力を込めた。

　私が目を覚ましたことを柊二さんがナースコールで伝えると、すぐに医師と看護師がやってきた。医師がテキパキと私を診察しながら、優しい顔で「もう心配ないですよ」と微笑んだ。

　私は交通事故に遭い、手術をしたそうだ。その後ＩＣＵに一週間入ったらしい。この病棟に移ってからも私はなかなか目覚めず、柊二さんは私の意識が戻らないこの二週間、ほぼつきっきりで私の傍にいてくれたらしい。

　彼の目にあるクマが、どれだけ彼を心配させてしまったかを物語っていて、私の胸は苦しくなった。そして、今日がもう一月七日で、クリスマスはとっくに終わり、年も明けてしまっていることに驚くとともに、ガッカリした。柊二さんと過ごす初めてのクリスマスをとても楽しみにしていたから。




　　　＊　＊　＊




　それからさらに一週間が経った頃、私は、やっとベッドの上で起き上がることができるようになった。

　私が入院しているこの病棟は特別病棟で、一般者は許可なく入ることができないらしい。ロック式の自動ドアで管理されていて、お見舞いに来てもらうときは入院患者、もしくはその家族の許可を得る必要があるそうだ。

　私と柊二さんはまだ結婚していないけれど、彼は私の婚約者ということで、病室の手配や主治医からの連絡などはすべて柊二さんが引き受けてくれている。私の両親も駆けつけてくれているが、仕事もあり、ずっとここに滞在することが難しい自分たちよりも柊二さんのほうが適任だろうと、両親も判断したようだ。

　柊二さんが用意してくれたこの病室は、恐らくこの病院で最高級の病室ではないかと思う。ハッキリ彼に聞いたわけではないけれど、圧倒されてしまうほど豪華な設備なのだ。ここが病院であることを忘れてしまいそうになる。

　私のベッドがある部屋は、まるで一般家庭のリビングのようで、リビングテーブルにソファ、ライティングデスクまであり、ベッドから見やすい位置に大型テレビが設置されている。すぐ隣には和室と洋室があり、どちらも付き添い者が寝泊りできるようになっていた。ちなみに柊二さんは洋室を使っている。さらにバス・トイレ・洗面台はもちろん、ミニキッチンまで付いているという贅沢ぶりだ。

　私にはこんな豪華な病室は必要ないと思うのだけれど、柊二さんがずっと私に付き添ってここで寝泊りをしてくれているから、彼のためには必要かもしれないと思い、彼の好意に甘えてしまっている。

「美緒、友達が来てくれたよ」

　ちょうど遅めの昼食に出た両親と入れ替わりで、柊二さんが誰かを連れて病室に入ってきた。

「美緒先輩！」

　訪ねてきてくれたのは、萌ちゃんと晃くんだった。萌ちゃんは、ベッドの上で上半身を起こしている私に駆け寄ると、抱きついて泣きじゃくった。晃くんも悲痛な面持ちをしていたけれど、私と目が合うとフッと微笑んでくれた。

「美緒先輩が事故に遭ったって聞いて……私、私……」

　萌ちゃんは嗚咽が止まらなくて、言葉にならないようだ。代わりに、隣に立っていた晃くんが説明してくれた。

「美緒先輩が事故に遭った翌日、本宮さんから連絡が来たんです」

　晃くんが、ソファに座って私たちの様子を見ていた柊二さんをチラリと振り返った。

　柊二さんは私を見て微笑んでから、晃くんに言った。

「君たちは美緒のもっとも仲のいい友人だろう？　秘書に頼んで君たちの連絡先を調べてもらったんだ」

　それだけ説明すると、柊二さんはそのままノートパソコンに向かい始めた。テーブルとソファの上には紙が散乱している。きっと私の傍についているせいで仕事が溜たまっているのだろう。相変わらず私は、彼に迷惑をかけてばかりだ。

　晃くんが再び私を見て言った。

「俺たちが病院に来たときは美緒先輩はまだＩＣＵにいて、家族以外は入れないと言われて……。容態が落ち着いて病棟に移ったら連絡するって、本宮さんに言われたんです」

「そうだったんだ」

　萌ちゃんの嗚咽が落ち着いたので、私はふたりに椅子を勧めた。萌ちゃんは腰を下ろすと、泣いて赤くなった瞳で照れくさそうに笑った。

「病棟に移ってから本宮さんは連絡をくれたけど、美緒先輩の意識が戻らないって聞いて……。意識が戻らないのにお見舞いに押しかけても却って迷惑だと思って、意識が戻ったら連絡してくれるようお願いしたんですよ。……それにしてもここは、すごいところですね」

　晃くんが話しながら病室を見回し、おどけたように肩をすくめてみせた。萌ちゃんも「うんうん」と頷いている。私も同じことを思っていたから、「ねっ」と同意して軽く笑ってみせた。

　以前のように、ふたりと気軽に話せるのが嬉しい。柊二さんと晃くんは少し気が合わないようだったけれど、私の事故のことを彼らに知らせてくれたのは柊二さんだし、こうして見ていると、ふたりの間に険悪な空気は見られない。

　私が笑うのを見て安心したのか、萌ちゃんと晃くんは、やっといつもの笑顔を見せてくれた。

「萌ちゃんと晃くんの誕生日パーティー、せっかく誘ってくれたのに出席できなくて……本当にごめんね」

　私がふたりの誕生日パーティーに出席できなかったことを謝ると、「結婚式に呼んでくれればいいですよ」と、私の左手薬指にはまったエンゲージリングを見ながら、萌ちゃんにからかわれた。

　みんなを心配させてしまったことは申し訳ないけれど、こうして心配してくれる友人がいるのは幸せだ。

「美緒、そろそろ休んだほうがいい」

　本当はもっとふたりと話していたかったけれど、柊二さんが私の体を気遣って言った。

　まだ三十分も経っていないのに、私の体は元のようにはいかない。少し起きているだけで疲れてしまう。少し過保護な柊二さんだけれど、私は素直に甘えることにした。

　柊二さんはふたりを送った後、ベッドを操作して私を寝かせてくれた。そっと微笑んで私の前髪を掻き分けると、額にキスをくれる。「少し眠って」と言い、ゆっくり私の髪を梳いてくれた。

　柊二さんの大きな手が私の頭を撫でてくれると、とても安心する。そのキレイな長い指で髪を梳かれると、ドキドキする。

　私は彼のぬくもりを感じながら目をつむると、やがて眠りに落ちた。
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　萌ちゃんと晃くんがお見舞いに来てくれた翌日、駆けつけてくれていた私の両親が一度帰ることになった。

　両親には、事故当日に孝くんが連絡を入れてくれたらしい。あの日は全国的に雪が降ったため飛行機が飛ばず、両親がこの病院に着いたのは、連絡を受けた翌日遅くだった。もっとも、私はその頃ＩＣＵにいて、話は後から柊二さんに聞いたのだ。

「じゃあ美緒、私たちはいったん帰るけど、すぐにまた来るから」

　ベッドの上で半身を起こした私の頭を撫でながら、母が心配そうな顔をした。こんなにも両親に心配させてしまったことに心が痛む。私はこれ以上、心配をかけたくなくて、精いっぱい微笑んだ。

「うん。心配かけて、ごめんなさい。でも、もう大丈夫だから」

「そうね……」

　母が目を細める。

「柊二さんがついててくれるものね……。美緒、あなたは幸せだわ。あんなに素敵な人が、あなたをこんなに想ってくれているんですもの」

「……うん」

　両親には、彼にプロポーズされた後、一度挨拶に行っていた。会ってほしい人がいると話した時点で薄々感づいていたようで、柊二さんとふたりで実家に帰省したときは家中がピカピカに磨かれていて、たくさんのごちそうが用意されていたことに驚いた。

　でも、もっと驚いたのは両親だったようだ。私が婚約した相手が、本宮商事の後継者、本宮柊二さんだと知ったからだ。あのときの両親の慌てふためきようを思い出し、私はクスリと笑った。

　笑みを浮かべる私を見て、母も安心したらしい。「じゃあまたね」と言って、隣で黙って立っていた父を促す。父は無口で多くを語らない人だけれど、私を見つめる温かい瞳から、私への愛情が溢れていた。

「お父さんもあまり無理しないで。体を壊さないでね」

　そう声をかけると、「まだそんな歳じゃないぞ」と父はふんぞり返った。そんな父を見て、母と私が笑う。

　生きていてよかった……。

　こうして父や母と他愛もない会話ができることに感謝する。

　私はこれからも、こんなふうに両親とたまに会い、柊二さんと一緒に生きていけるんだ。

　私との一時の別れの挨拶を済ませた両親は、廊下で待つ柊二さんの元へ向かった。柊二さんが両親を空港まで送ってくれるそうだ。










犯人




　美緒の両親が田舎に帰ってすぐ、沢口が年配の男と若い男のふたりを連れてきた。美緒が事故に遭った雪の日に、会社のロビーで会った、あの刑事だ。

　美緒には少し席を外すと言って、俺は沢口と刑事ふたりを特別病棟のデイルームに誘った。

「彼女は今、どんなご様子で？」

　自販機で買った紙コップのコーヒーをすすりながら、白髪交じりの年配の男が聞いた。

「ええ、おかげさまで順調に回復しています。時間はかかるようですが、元気ですよ」

「それはよかった」

　彼は目尻に深い皺を寄せて、柔和に微笑んだ。

　俺は、美緒の手術が無事に終わり、彼女がＩＣＵに入ったときのことを思い出していた。

　それまでひと言も話さなかった沢口が『話がある』と言って、俺を呼び出したのだ。

　あの夜、営業の女子社員の名を口にした刑事を沢口に任せ、俺は病院に向かったが、彼らは美緒のアパートが荒らされた件にその女子社員が関係していると睨んで、事情を聞きに来たということだった。今日は、その件で話があるのだろう。

「その後、なにか分かりましたか？」

　俺が聞くと、年配の男が真剣な顔つきをした。

「実は今日伺ったのは、彼女……渡辺美緒さんにも一度お話を伺いたいと思っているからなんです」

　俺は眉間に皺を寄せた。確かに美緒は元気を取り戻しつつあって、最近はよく笑うようにもなっている。だが、まだ事件の話をふたりでしたことはなく、できればもう少し触れないであげたかった。

　だが、警察もそうはいかないのだろう。必死に食い下がる。

「彼女の証言がないと分からない点もあるのですよ」

　俺は黙って先を促す。若い男が口を開いた。

「実は、以前任意同行をお願いした、御社の斉藤圭子さんですが……」

　自分の手帳を開いて確認しながら、若い男が続ける。

「殺人未遂で本日逮捕となりました」

「殺人未遂？」

　俺は思わず大きな声を出してしまった。慌てて周りを窺ったが、人の気配はなく、俺はホッと胸を撫で下ろす。

　殺人未遂とはどういうことだ？　器物損壊ではないのか？

　すると年配の男が、空になった紙コップを机の上に置き、若い男の言葉を引き継いだ。

「渡辺美緒さんの交通事故ですが、あれは斉藤圭子が背後から突き飛ばしたことにより起こった事故です」

「なんだって？」

　俺の声は、もはや制御不可能だ。驚愕の事実を知らされ動揺する。

　ただの交通事故ではなかったのだ。故意に美緒は狙われたのだ。

　俺は愕然とし、どうしてもっと注意していなかったのか、と自分を責めた。

　年配の男がさらに続ける。

「今回の彼女の周りで起こった事件は、どちらも斉藤圭子による……恐らく怨恨が動機のようです」

　怨恨……。美緒のアパートが荒らされたときも、そう聞いていた。金品が取られた形跡はなく、ただ物が破壊されていただけだ、と。だけど、なぜ？　ふたりの間になにがあったというのだ。

「それはどんな理由なんです？」

　動揺していることを悟られないよう、俺は努めて冷静に問いただす。

「それが分からないんですよ。斉藤圭子は黙秘していますから。だから、渡辺さんにお話を伺いたいんですよ」

　年配の男が『困った』と言わんばかりに肩をすくめた。

　斉藤圭子が美緒を狙う理由をハッキリさせなければいけないのは分かっている。しかし、美緒はまだ充分に回復していない。そんなときに、彼女にこの話を持ち出すのが怖いと思う自分もいる。できることなら、しばらくは回復することだけに専念させてあげたかったのだが……。

　俺は重い口を開いた。

「分かりました。けれど少し待ってください。まず僕が彼女と少し話をしますので、その後でまた来ていただけますか？」

　俺の言い分を快く受けてくれた刑事は、沢口と一緒にいったん引き上げていった。










犯行の動機




　斉藤さんは逮捕され、身柄を拘束されたらしい。

　柊二さんに聞いた話によると、私が住んでいたアパートの部屋を荒らしたのも、私がクリスマスイブに事故に遭ったのも、斉藤さんのしたことだったということだ。

　どうして彼女が私を狙ったのかまったく分からなくて、私は戸惑った。

　私はてっきり斉藤さんは高科さんを好きなんだと思っていたけれど、それは勘違いだったということだろうか。

　柊二さんは斉藤さんのことをよく知らないようだったけれど、彼女が柊二さんをどう思っているかなんて、彼女にしか分からない。とりあえず言えることは、メモのことを黙っていたのは完全に間違っていて、誰のためにもならなかったということだ。

　私は自分の取った行動をとても後悔した。

　アパートが荒らされてすぐに私がメモを見せていれば、警察はもっと早く斎藤さんに辿り着いたかもしれない。そうなれば、彼女は交差点で私を突き飛ばすこともなかっただろう。そう考えると、自分を責めることしかできなくなる。

　柊二さんにこの話を聞いたときに、私が泣きながらメモのことを打ち明けると、彼は『なんでもっと早く言わなかったんだ！』と初めて声を荒らげた。

　いつも優しい柊二さんがこんなに怒るなんて、彼がどれほど私を心配し、守ろうとしてくれているのかを改めて実感し、私は涙を零しながらも謝ることしかできなかった。

　彼は泣きじゃくる私を抱きしめ、私が落ち着くと、泣き腫らした瞼に唇を寄せて『ごめん、泣かせたいわけじゃないんだ』と、つらそうに微笑んだ。

　結局そのメモは、翌日病室にやってきた刑事さんに柊二さんが渡してくれた。
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　私が入院して一ヶ月が経過した。相変わらず私はベッドから出ることができない。

　けれど今日、やっと車椅子で移動する許可が出た。ただ、今も足はまったく動かせないので、私は柊二さんに抱き上げて車椅子に乗せてもらった。

　外はまだ厳しい寒さで散歩をするには向いていないため、柊二さんは特別病棟の中を案内してくれた。

　ずっとベッドの上で退屈していたから、たったこれだけのことでも、私は子供みたいにはしゃいでしまう。

「うわぁ、すごくキレイですね」

　二十階の窓から見える中庭の風景に、私は魅入った。ちょうど雨が上がった後で、眼下には咲き始めた梅の木が、遠くの地平線にはうっすらと虹が見えた。今までベッドから見ていた景色と、こうして窓に張りつくようにして見る景色ではまったく違う。ベッドの上からでは、ほとんど空しか見えなかった。

　景色を眺めて喜んでいる私を見ていた柊二さんが、私に優しい笑顔を見せてくれた。でも、その笑顔はほんの少し切なそうにも見える。

「一階に降りてみる？」

　柊二さんが言った。

「いいんですか？」

　彼の提案に、私の胸が躍る。嬉しくて、思わず柊二さんの瞳を見つめていると、彼は屈んで私の唇に触れるだけのキスをした。

「いいよ、もちろん」

　ほんの一瞬唇が触れただけなのに、私はやっぱり照れてしまう。両手を頬に当てて俯き、長い髪で顔を隠すようにした。

　私の頭上で柊二さんがクスリと笑う声がする。すぐに彼の大きな手の平が私の頭を優しく撫でた。

　一階に下りてしばらくふたりで中庭を眺めていると、柊二さんのスマホが着信を告げた。柊二さんがスマホを取り出し、画面を見る。

「沢口だ。美緒、ちょっとここで待っていて」

「はい」

　柊二さんは私から少し離れると電話に出た。彼の声は聞こえないけれど、彼は時折私のほうに視線を寄越しながら切なそうに顔を歪めている。

　電話の相手は沢口さんだと言っていた。なんの話だろうか。

　私は気になりながらも中庭に視線を戻して、柊二さんの電話が終わるのを待った。

「美緒、待たせてすまない」

　電話を終えた柊二さんが、私のところに戻ってきた。私はかぶりを振る。

「沢口さん、お仕事の話だったんですか？」

　窓際に設置されたベンチの横に車椅子を付けてくれた彼を振り返りながら、私はなるべく不自然にならないように聞いてみた。

　すると柊二さんは、一瞬ためらった後、ぽつりと言った。

「いや……。斉藤圭子の動機が分かったんだ。その件だったよ」

　柊二さんがベンチに腰を下ろす。彼は落ち着いた声で、ゆっくりと話し始めた。

　柊二さんが沢口さんに聞いた話によると、斉藤さんは、やはり私が思っていたとおり、高科さんのことが好きだったらしい。そして、私と高科さんが次第に仲よくなっていくのに嫉妬していたということだった。それを牽けん制せいするつもりで部屋を荒らし、その後、あのクリスマスイブの日に、会社を訪れた私の左手薬指に光るエンゲージリングを見て、衝動的に行動してしまったらしい。

　私は、あの荒らされた部屋に残されたメモは、てっきり柊二さんを指しているのだと思っていたけれど、実際は勘違いで、高科さんを指していたらしい。

　確かに罪を犯したのは斉藤さんだけれど、やはりあのとき私が柊二さんに相談しなかったという間違った選択をしなければ、彼女の罪はもっと軽いもので済んだのだ。

　私は苦い思いを噛みしめながら、柊二さんの話を聞いた。










残酷な告知




　美緒が入院して三ヶ月が過ぎた。事故に遭った日は雪が降っていたのに、今はもう桜が満開だ。

　なかなか回復しない自分に焦りを感じている彼女の様子が伝わってくる。『焦らなくていいんだ』と彼女に言い聞かせてはいるが、俺も実際は、もどかしくて仕方がない。なにより、苦しいリハビリを彼女に強いなければならないことがつらいのだ。

　最近は、俺も会社に出社するようにしている。昼間、美緒をひとり病院に残すのは心許ないが、いつまでもオフィスを不在にするわけにもいかない。

　今朝も、俺が美緒の傍を離れるのをためらっていると、美緒の担当の看護師に笑われた。『そんなに心配しなくても、誰もあなたから美緒ちゃんのことを取ったりしませんよ』と。彼女は、俺が美緒を溺愛しすぎていると、いちいち指摘してからかってくるから苦手だ。美緒も、なんで彼女にあんなに懐いているんだか。

　仕事を終えた俺が早めに病院に戻ってくると、俺の姿を見つけた看護師から、美緒の担当医から話があるので来てほしいと言われた。

　長引く入院生活のことだろうか？

　俺は、美緒の病室に顔を出す前に医師の元へ向かった。

　診察室に入ると、美緒の担当医がレントゲンを見ながら眉間に皺を寄せている。その表情を見た俺は、背中に嫌な汗をかいた。心臓がドクドクと不快な音を立てる。

「失礼します」

　ひと声かけて、用意されたスツールに腰を下ろす。

　医師はチラリと俺を見ると、小さく息を吐いた。

「本宮さん、早速本題に入りますが……」

　彼は椅子をクルリと回し、俺の正面を向いた。

「非常に申し上げにくいのですが、渡辺美緒さんの足は……回復の見込みがありません」

「……え？」

　眉尻を下げた医師は言いにくそうにしながらも、もう一度ハッキリと言った。

「彼女は、恐らくもう歩くことはできません」

　俺は、聞き間違えたのだろうか？　彼は今、なんと言った？

「すみません、今、なんと……？」

　震える声で確認する。けれど医師は首を振るだけで、それ以上それに答えることはなかった。

　彼は今、美緒がもう二度と歩けないと、そう言ったのか？　確かに？

　言葉が出ない。全身の血の気が失せて凍りついてしまったようだ。

「……それは……確か、なのですか？」

「ええ、残念ですが」

　俺の念押しにも、医師は首を縦に振った。

　俺はフラリと立ち上がった。静かにドアを開け、診察室を出る。

　すぐに美緒の病室へ足を運ぶ気になれなくて、中庭に出た。桜は見事に満開で、落ちていく陽に照らされ、色を変えていく。

　……美緒は、もう歩けない。

　あの日、小さな彼女が一生懸命背伸びをして、マフラーを巻いてくれたことを思い出す。

　美緒は、俺がキスするたびに背伸びして、俺にしがみついていた。彼女は言わなかったが、俺との身長差を気にして、いつもヒールの高い靴を履いていた。

　そんな彼女が、もう、歩けない……？

　俺は二度目の絶望を味わった。




　会社を出たのは、いつもより早い夕方だったのに、美緒の病室に戻ったのは、いつもより遅い深夜だった。既に彼女は寝入っていて、今日は一日彼女の声を聞けなかったことを悔やむ。

　彼女を起こさないようにそっとベッドに近づくと、月明かりに照らされた、その愛らしい寝顔を眺めた。

　リハビリがきついのか、最近は寝入るのが早い。彼女は一度も弱音を吐かないけれど、たまに疲れた顔を見せるときがある。きっとつらいのだ。

　だけど、そんなにつらいリハビリをしても、彼女はもう二度とその足で歩けない。だったら彼女は今、なんのためにがんばっているんだ？

　俺の頬を熱いものが伝った。

　彼女には言えない。君はもう二度と歩けないだなんて、いったい誰が口にできるというのだろう。

　静かに眠る彼女を見つめ、俺は黙って病室を出た。

　今は、ひとりになりたい……。




　美緒に告げることができないまま、時だけが過ぎていく。四月に入り、満開だった桜も今は、ほとんど散ってしまった。

　彼女は相変わらず、つらいリハビリをがんばっている。いつか元どおりになると信じて。

　俺はそんな彼女を、心が裂かれる思いで見守ることしかできない。

　本当のことを言わず黙っている俺は、彼女を騙していることになるのではないだろうか。つらいリハビリをこれ以上強いてどうなるというのだ。

　一度様子を見に会社から病院に戻った俺は、美緒のリハビリ室を覗いた。かわいい顔をしかめ、必死にがんばる彼女を見ていると、目頭が熱くなってくる。こんな姿を彼女に見られるわけにはいかないのに。

「専務、大丈夫ですか？」

　秘書の顔をした沢口が、俺を気遣う。

　俺は慌てて片手で目元を拭った。そっとリハビリ室を離れ、ひとつ向こうの休憩室に移動し、ソファに腰を下ろす。

　沢口もやってきた。俺が促すと、彼も隣に座った。

「……専務？」

　俺は沢口に、美緒の足のことをまだ話していなかった。いや、沢口に、ではなく、まだ誰にも話していなかった。皆、美緒の足が元どおりに回復すると信じて疑っていない。

　今も、俺の瞳が潤んだのは、美緒が必死にがんばる姿が痛々しくてそうなったと、沢口は思っているだろう。もちろん、それも理由のひとつであることに違いはないが、本当はそうじゃない。俺は急に誰かにすがりたくなった。ひとりで抱えるにはあまりにつらく、大きな問題だ。

「……この前、医者に言われたんだ」

　俺は座った両足の間で両手を組み、視線を下に落としたまま告白した。

「なにをですか？」

「美緒の足は回復の見込みがないと……。彼女は、もう二度と……歩くことができない……と……」

「……そんな」

　沢口が息を呑む気配がした。俺同様、愕然としたのだろう。

「それなのに俺は、彼女に本当のことが告げられないでいるんだ。彼女は今でも、いつか歩けるようになると信じてリハビリをがんばっている。あんなにつらい思いをして、がんばっているんだ……」

　話しながら次第に声が震えていくのが分かった。俺は慌ててポケットからハンカチを取り出して広げると、目頭を強く押さえる。

「俺は……どうしたらいい？　美緒に、残酷な現実を突きつけるのか？　それとも本当のことを隠したまま、つらいリハビリを続けさせるのか？　沢口、教えてくれないか……」

　俺は俯いたまま、震える声を絞り出した。

「……柊二」

　沢口は俺を名前で呼んだまま、なにも答えなかった。答えたくても、答えられないのだ。それもそうだろう、美緒を一番理解しているはずの俺でさえ、正解が分からないのだから。

　美緒の隣は居心地がよくて、俺は彼女と一緒にいることを選んだ。彼女を幸せにすると誓って、プロポーズをした。だけど今、俺は美緒になにもしてやることができない。

　俺はこんなにも無力だ。俺はただ、彼女の傍にいて、その笑顔を守りたいだけなのに……。

　窓の外では、すっかり緑に変わった桜の木の、最後の一枚が風に煽られヒラヒラと散っていった。







最終章　未来










別離




　季節が変わり、随分暖かくなった。私もなんとかひとりで車椅子に乗れるようになり、柊二さんも会社に出社するようになった。

　柊二さんは相変わらず過保護で、ベッドから車椅子に移るときも、私ひとりで平気だと言っても聞き入れてくれない。必ず私を抱き上げて、車椅子に乗せるのだ。『俺が美緒に触れたいからだよ』と言って彼は笑うけれど、本当は私の動かない足を見るのがつらいのかもしれない。

　だから彼のためにも、リハビリをがんばろうと思う。早くよくなって、彼の本当の笑顔を取り戻したい。

　まだ薄暗い病室で目覚めた私は、枕元の時計を見た。六時だ。もうしばらくすると看護師さんが検温にやってくる。そして柊二さんも、そろそろ起きてくる頃だ。彼は今も、ここの洋室で寝泊りしている。

　彼にはあんなに豪華な自宅マンションがあるのに、着替えを取りに戻るくらいしか使っていない。ここは入室が管理されているし、看護師の水みず内うちさんは私と歳が近くて仲よくしているし、ひとりで大丈夫だと何度も彼には伝えているが、彼は頑として首を縦に振らない。ここから会社に出勤し、ここへ帰宅するのだ。

　もちろん、彼が傍にいてくれることは嬉しいし、幸せだ。けれどたまに、彼の重荷になっているんじゃないかと胸が苦しくなるのも事実なのだ。




「美緒ちゃんの彼は、本当に過保護よね」

　朝の検温に来た看護師の水内さんが、私に体温計を渡しながらテキパキと血圧を測る準備をしている。柊二さんはシャワールームだ。

　水内さんは柊二さんが私を甘やかすたび、必ずそう言って彼をからかう。柊二さんはどうやらそれが嫌なようで、彼女のことは苦手らしい。私が彼女と仲よく話しているのを、いつも複雑な表情で眺めている。

　でも私は、彼女が柊二さんのことをあれこれ言うのは嫌じゃない。むしろ少し嬉しかったりする。だって、彼女は必ず最後に「あんな彼がいるんだから、美緒ちゃんは幸せね」と微笑んでくれるから。柊二さんを褒められると、私はとても満たされた気持ちになれる。

「そのエンゲージリングだって、きっと彼が選んでくれたんでしょう？」

　水内さんが私の左手薬指を見ながら血圧を測る。

「そうなんです」

　私が頷くと、「やっぱりね」と彼女は笑った。

「その指輪一個で豪邸のひとつやふたつ、簡単に建てられちゃうんじゃないかしら」

「え！」

「あら、知らなかったの？」

　水内さんが驚いた顔をする。けれど、驚いたのは私のほうだ。この指輪が高価なものであることは分かっていたけれど、まさかそれほどとは思ってもみなかった。

「し、知らなかったというか、もちろん高価なものだとは思っていましたけど、まさかそんな……」

「それ、ピンクダイヤよね？　ピンクダイヤでそれほど大きなものって、ほとんどお目にかかれないわよ。どこかの有名人がそれよりもっと大きいものを何十億かで落札していたもの。それには満たないとしても、相当値が張るのは間違いないわ」

　私は、開いた口が塞がらない。

　そんな高価な指輪だと知らずに、今まで身に着けていたなんて……。

　すると、いつの間にかシャワーを終えた柊二さんが私の隣にやってきた。

「美緒になにを吹き込んでいるんだ？」

　濡れた髪はそのままに、頭にタオルを被せた彼は、服を着てはいるものの、上半身は前がはだけたシャツ一枚だ。彼の引き締まった体が覗いていて、私は朱に染まる顔を逸らすと俯いた。何度見ても慣れなくて、ドキドキしてしまう。

「あらやだ、美緒ちゃんったら顔が真っ赤よ」

　水内さんは平気な顔をして私をからかう。私のほうが彼に免疫がないみたいだ。

　そんな私を見て、柊二さんは目を細める。

「美緒はいいんだよ。そのままで」

　そう言って、チュッと髪にキスを落とした。水内さんの存在などお構いなしである。

「それで？　君はいったい美緒になにを言ったんだ？」

　柊二さんが視線を向けると、水内さんが笑った。

「美緒ちゃんのエンゲージリングのことよ。これがすごく高価なものだって話をしてたの」

　柊二さんが眉根を寄せる。

「そんなことは、美緒は知らなくていいことだ」

「あら、いつかは分かるわよ。別に隠しているわけでもないんでしょう？」

「あ、あの、柊二さん……私、これがそんなに高価なものだなんてあまり分かっていなくて……その……」

　桁違いに高価だとは思っていたけど、さらに桁が違ったのだ。こんなに簡単に私の指にはまっていていいのだろうか、と少し怖くなってしまう。

　柊二さんが一瞬困った顔をした。そして、すぐに微笑む。

「前にも言っただろう？　君の白くて細い指には、それが似合うと思ったんだ。だから俺はそれを選んだ。君を想って選んだんだよ。お金の問題じゃないんだ」

「柊二さん……」

　柊二さんが私の頭をそっと撫でた。

「君がそれを身に着けてくれるだけで、俺は嬉しいんだ。分かってくれる？」

　彼が顔を近づけて、優しく微笑む。私は素直に頷いた。

　以前、ドレスをプレゼントしてくれたときもそうだった。あのドレスはダメになってしまったけれど……。

　柊二さんは、私が喜ぶと、幸せそうに笑ってくれる。私がそうであるように、私が嬉しいと彼も嬉しいのだ。

　私はにこりと微笑んだ。それを見た柊二さんも安心した笑みを見せる。私から離れて支度を済ませると、私の元へ戻ってきて、唇に優しいキスをくれた。

「行ってくるよ」

　そう言って、彼は今日も会社に向かった。私がその後、水内さんに散々からかわれたのは言うまでもない。




　午後になり、私の一日で最も憂鬱な時間がやってきた。リハビリだ。これをがんばって、早く前のように歩きたいとは思うけれど、やってみると想像以上につらかった。なにをするにも痛くて仕方がないのだ。

　最初はベッドの上で、足の曲げ伸ばしから始まり、今はリハビリ室で歩行訓練に入った。右足は、痛みに耐えながらがんばっていると、少しずつ成果が見えてきた。ほんの少しだけど、動くようになってきているのが分かるからだ。けれど、どんなにがんばっても左足は動かない。右足とはなにかが違うと感じる。

　私の足の状態は柊二さんが担当医から話を聞いて、私に教えてくれる。時間がかかるとは聞いていた。そして、左足のほうが右足よりも重症であることは最初に聞いていたから、きっとそのせいで左足の回復に時間がかかっているに違いない。

　けれど、私の足がある程度回復しなければ、柊二さんもずっと家に帰れない。早くあの家にふたりで帰るためにも、リハビリはつらいけどがんばろう。

「はい、じゃあ今日はここまでにしようか」

　理学療法士の相あい田ださんがリハビリの終了を告げた。私はホッと息をつく。汗を拭って車椅子に座ると、相田さんが車椅子を押してくれた。

「リハビリはつらい？」

　車椅子を押しながら、相田さんが聞いてくる。彼はプロだ。リハビリのつらさを分かって、心配してくれているのだろう。

「……そうですね。でも、これを乗り越えないと歩けませんし、早く治して家に帰りたいので、がんばります」

　私が笑顔で振り返って力強く言うと、彼は「そう」と微笑んだ。その笑顔がなんだか寂しそうで、私は気になった。すぐにはよくならないことを気に病んでいるのかもしれない。完治にはまだまだ時間がかかりそうだ。

「だいぶ暖かくなったから、散歩をしようか」

　相田さんが誘ってくれた。私も、散歩は柊二さんと一緒のときしかしたことがなかったので、相田さんの好意に甘えることにした。

　リハビリ室を出て、長い廊下を相田さんが車椅子を押して進んでいく。

　廊下の角の休憩室に来たところで、愛しい姿を見つけた。柊二さんだ。様子を見にきてくれたのだろうか。ソファに座って、沢口さんとなにか話をしている。

「しゅ……」

　私は声をかけようとして、ためらった。なんだか様子がおかしい。

「渡辺さん？」

　私の様子を訝った相田さんに、私は人差し指を口元に当てて静かにするよう合図すると、ふたりに気づかれないよう少し近づいた。ふたりがボソボソと話すのが聞こえてくる。

　沢口さんが驚いた様子で少し大きな声を出した。柊二さんはハンカチを取り出し、目元を押さえている。そして、彼の口から衝撃的な言葉が漏れた。

　その言葉を聞いた途端、私の体は固まった。

　今、なんて言ったの？

　ブルブルと唇が震える。次の瞬間、顔を上げた沢口さんと目が合った。

「……渡辺さん！」

　柊二さんも、すぐさま顔を上げる。ここにいる私を見て目を見開き、切なそうに顔を歪めた。彼の瞳は濡れていた。

「……美緒」

「…………」

　私は声が出ない。彼がゆっくりと近づいてくる。相田さんはオロオロとするばかりだ。

　柊二さんが私のところにやってきた。私の前に跪ひざまずく。私の手を取り、まっすぐに私を見た。そして彼はギュッと強く私の手を握ると、私の膝の上に顔を伏せた。

「美緒！」

　彼の悲痛な叫び声が廊下に響く。彼の肩が震えている。彼が人前でこんな無防備に泣くのを初めて見た。

　沢口さんが相田さんに近づいて、なにか囁くと、相田さんは黙って頷き、その場を後にする。沢口さんもしばらくその場にいたようだが、気づけば、いなくなっていた。気を利かせて、ふたりにしてくれたのだろう。

「柊二さん、さっき言っていたことは……」

「……部屋で話そう、美緒」

　柊二さんは手の平でぐっと涙を拭うと、私の背後に回った。静かに車椅子を押す。私たちは黙ったまま、病室に向かった。

　病室に戻ると、柊二さんがいつものように私を抱きかかえて、ベッドへと移動させてくれた。私の足に布団を掛けると、そっと頭を撫でてくれる。柔らかく微笑む彼の笑顔が痛々しかった。

　彼は静かに話し出した。数日前、医師に告げられた事実。私の足がもう元どおりにはならないこと、二度と歩けないだろうということ。

　私は彼の話を黙って聞いた。私の瞳から溢れる涙を止めることはできなかった。泣いたら彼に心配をかけてしまうと分かっているのに、止まらなかった。

　私は、もう歩けないんだ……。




　　　＊　＊　＊




「美緒、こっちへおいで」

　柊二さんに呼ばれ、私は車椅子を自分で動かして彼の元へ移動する。ここは柊二さんの自宅マンション。私の足が治らないと知ってから、二ヶ月が過ぎた。

　退院した私は、この部屋を見て驚いた。

「このスイッチを押すと上昇して、こっちを押すと元に戻る」

　そう説明しながら彼がスイッチを押すと、キッチンの高さが変わった。彼は私のためにマンションの一部をリフォームしたのだ。

　もともとほとんどバリアフリーになってはいたが、玄関にあった段差は一部がスロープになって、車椅子でも楽に移動できるようになっている。

　そして私が恥ずかしがっていた全面ガラス張りのバスルームは一部、磨きタイルに変更され、手すりが付いた。

　柊二さんの広いマンションは車椅子でも楽に移動ができ、私が生活しやすいように工夫してくれたのがよく分かる。クローゼットの、服を掛ける高さまで変更されていた。

「キッチンは、ほとんど美緒が使うから上げ下げする必要はないよ。一応可動式にはなっているけど、下げたままでいい」

　そう言って、柊二さんは私の頭をぽんぽんと優しく叩いた。料理が好きな私のために考えてくれたに違いない。

「柊二さん、ありがとう」

　私が微笑んでお礼を言うと、彼も目元を和らげる。「どういたしまして」と言った彼に軽く唇を奪われた。




　　　＊　＊　＊




　退院してから三ヶ月。車椅子での生活は、こんなに至れり尽くせりの部屋でも慣れるのはなかなか大変だった。どんなに私が生活しやすいように工夫をしてあっても、やはりひとりでできないことも多いからだ。

　そのひとつが入浴だ。私は柊二さんの介助がないと入浴できない。彼は『役得だ』と笑ったけれど、私は申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　それに、今はまだ始まったばかりだからいい。けれど結婚して生活していくとなると、これが一生続くのだ。私は柊二さんに一生世話をさせることになる。

　柊二さんは、それが分かっているのだろうか。彼は、とても忙しい。大きな会社を背負っているのだ。並大抵の忙しさではない。そんな彼にこれ以上負担をかけ続けることに、私も、彼も、この先果たして耐えていけるのだろうか……。

　柊二さんに手伝ってもらって入浴を終えた私は、ドレッサーに向かい髪を乾かしていた。彼はまだバスルームだ。私が退院してからは、いつもこうして私の体をキレイにした後、柊二さんは自分の体を洗う。彼が体を洗っている間に、私は自分の髪を乾かすのだ。

　窓から見える夜景は、プロポーズされた日と同じできらめいている。見える景色は同じなのに、見る者の感情によって、見え方が全然違ってくる。

　あの日はとてもまぶしくてキラキラと輝いて見えたのに、今は溶けて消えてしまいそうだ。瞳に浮かぶ涙がそれを助長させる。

　柊二さんがバスルームから出てくる気配がした。私は、浮かんだ涙を慌てて拭う。彼の前では笑顔でいたいから。

「貸してごらん」

　バスルームから出てきた柊二さんが、私の髪に当てていたドライヤーを手に取った。彼はまだ自分の髪が濡れているのも構わず、私の髪にドライヤーを当て、指を私の髪に滑らす。

「美緒の髪は本当にキレイだ」

　乾かしながら、私の髪にそっとキスを落としてくれた。

　私はそれを鏡越しに見ながら、鏡の中の彼に微笑む。彼も微笑み返してくれた。

「はい、乾いたよ」

　髪を乾かし終えた柊二さんは、ドライヤーを置くと私を抱き上げた。

「柊二さんの髪がまだですよ」

「んー……」

　私がそう言っても彼は曖昧な返事をするだけで、そのまま私をベッドに降ろす。自分もベッドに腰を下ろした。

「先に美緒を愛したくなったんだ」

「……柊二さん」

「嫌？」

　瞳に甘い欲望を滲ませ、柊二さんが私を見下ろす。

　嫌なわけがない。私だって柊二さんに触れたいし、触れてほしい。彼のぬくもりを感じたい。

　そう言う代わりに、小さく首を左右に振った。

　すぐに柊二さんの顔が降りてくる。私はそっと開いた唇で彼の唇を受け止めた。

　こうして抱き合っている間は本当に幸せなのに、どうしてこんなにも苦しいのだろう。こんな気持ちを抱いたまま、これからの長い人生をふたりで歩いていけるのだろうか。

　私は張り裂けそうな痛みを我慢して、ひとつの決心をした。




　　　＊　＊　＊




「本当に、いいの？」

　孝くんが私のスーツケースを運びながら、心配そうに眉根を寄せた。

「……はい。もうずっと、考えていたんです……」

　今日は土曜日。柊二さんは外せない会議があると言って、朝早くから会社に出社した。お昼過ぎには戻ってくると言っていたから、急がなければならない。

　私は今日、この家を出る。

　そのことを決心してから今日まで二週間。私はいろいろ思い悩んだ。

　柊二さんからもらったたくさんの愛と、彼が私にしてくれたことを思うと、とても去りがたい。やっぱりこのまま柊二さんの傍にいたほうがいいのではないか、と考えたりもする。でも、この先の長い人生を思うと、とてもそうはできない自分がいる。

　私が柊二さんの前から姿を消せば、最初はつらくても、いずれ時間が彼の傷を癒してくれる。彼はこの先、誰かと出会い、恋をして、幸せな家庭を築くことができるのだ。今の私には、彼を幸せにすることができない。

　指輪はリビングのテーブルの上に。柊二さんへの感謝を込めた手紙とともに置いておいた。

　柊二さんは戻ったときにそれを見つけ、悲観するかもしれない。でも、今だけ。今を乗り越えれば、彼には別の幸せが待っている。

「孝くん、お願いします」

　私は孝くんにペコリと頭を下げる。

　彼は黙って私の車椅子を押し、エレベーターに乗り込んだ。私が実家へ帰る飛行機に乗るために。










二度目のプロポーズ




「美緒、支度できたの？」

「うん、あと少し。あ、バッグ！」

「ほら、慌てなくていいから。玄関で待ってるから、ゆっくり来なさい」

　リビングから大きな声で言った母が、玄関の方へ歩いていく音がする。私はひっくり返らないよう気をつけながら、新しく自分の部屋となった一階の洋室にバッグを取りに戻ると、車椅子を動かした。

　大学進学で上京してから五年。孝くんに空港まで送ってもらった私は、実家へと帰ってきた。

　柊二さんの元を去ってから既に半年が過ぎた。その間、彼からの連絡はない。なにも言わず去った私に、彼は失望したのかもしれない。

　彼は今頃、どうしているだろうか。

　事あるごとに彼を思い出しては、自ら彼の手を離したことを後悔する日々だった。けれど、これでよかったのだと自分に言い聞かせ、この半年を過ごしてきた。

　彼は今でも私の心の奥深くに存在し、私は一生、彼を忘れることなどできないだろう。でも、それでいい。この地球に存在する何十億という人の中で、これほどまでに恋焦がれることができるたったひとりに巡り会えた奇跡に、感謝しなければならない。

　玄関で一度車椅子から降りた私は、母が外に下ろしてくれた、それに再び乗る。さすがに私を乗せた車椅子ごと、母が持ち上げるのは無理だからだ。

　柊二さんのマンションのように完全バリアフリーではないのがつらいところだ。とはいえ、両親は私のためにできる限りのことをしてくれた。車は、助手席側のリヤシートに車椅子ごと乗り降りが可能な特別仕様車に買い換えてくれたし、部屋も、元は二階の南向きの部屋が私の自室だったけれど、一階の応接室を私用にリフォームしてくれた。バス・トイレに手すりもある。

　両親は、突然帰ると言い出した私を、なにも言わずに迎えてくれた。きっと私以上に心を痛めているのだろうけれど、いつも明るく振る舞ってくれる。

　そんな両親を見ていると、私も悲観しないで、できることを前向きにがんばろうと思い、医療事務の資格を取った。今は、ここから車椅子で五分くらいの薬局で働いている。

　今日はこれから、仕事ではなくリハビリだ。左足は動かないけれど、ずっと車椅子生活なので、リハビリを続けないと右足まで固くなってしまうのだ。

　私は母に乗せてもらった車の窓から流れる景色を眺めた。

　川沿いに来ると、満開の桜が私の目を楽しませてくれる。美しいものを見て感動できる幸せを噛みしめた。

　約一年前、私はつらい告知を受けた。目の前が真っ暗になったのを覚えている。こうなった経緯を思い、アパートが荒らされたときになにもかも柊二さんに相談していたら、こうはならなかったのにと、ひどく後悔もした。けれど、それも過ぎたことだ。今さら悔やんでも仕方がない。

　私が実家に帰ってしばらくした頃、手紙が来た。差出人は斉藤さんだった。

　彼女は殺人未遂で逮捕されたと聞いたが、その後、彼女の犯行は衝動的で殺意は認められないということで、傷害罪に切り替わったらしい。

　彼女の手紙には、私に対する謝罪が便箋二十枚に渡って書き綴られていた。

　もうどうにもならないけれど、私がもっとしっかりして、もっと柊二さんを信頼するべきだった。そう思うと彼女を責めることはできなくて、私も彼女に返事を書いた。元気でやっていることが伝わってくれればいいのだけれど。

「キレイね……」

　川沿いの桜並木を眺めながら、私がうっとり呟く。すると母は、「帰りに公園に寄っていこう」と提案してくれた。でも、母も忙しいのにリハビリの送迎以外で手を煩わせたくはない。

　私がそう言って断ると、「今日はもう用事がないし、私もたまには気分転換をしたいもの」と母は笑った。




「うわぁ！　すごい！」

　リハビリが終わって母が連れてきてくれたのは、川沿いの桜並木よりももっとたくさんの桜の木がある大きな公園だった。

「すごいでしょ。美緒が上京した後にできたのよ」

　公園の脇に車を停めた母は、私を車から降ろし車椅子を押してくれる。

　まだ真新しい公園は、かなり広そうだ。入り口から見る限り、敷地の周りすべてを桜並木で囲い、満開のこの時期は、まるで空が一面薄いピンクに染まっているかのようだ。

　時折風に吹かれて舞う花びらが、私を歓迎してくれているように思える。私は降りてくるその花びらを、両手をかざして受け止めた。

「美緒、あなたは本当に幸せね」

　母がしんみりと呟く。

「うん。いつもありがとう、お母さん。お父さんにも……本当に感謝してる」

「……そうね」

　母の声が震えている。

　もしかして、泣いているの？

「どうしたの？　お母さん……」

　私は振り返った。そして、そこで言葉を失う。

「本当に……あなたは幸せだわ……」

　涙で声を詰まらせて繰り返す母の隣には、忘れたくても忘れられない、その人が立っていた。

「……柊二、さん……」

「美緒、迎えに来たよ」

　目尻に少し皺を寄せてふわりと微笑む、懐かしいその笑顔は、まさしく柊二さんのものだった。

「……どう、して？」

　私の視界はすぐに霞かすんでしまう。頬を熱いものが伝った。それは留まることなく、次から次へと溢れてくる。

　柊二さんが私の正面に回った。しゃがむと私に目線を合わせる。

「ずっと、君のことは見ていたんだ」

「え？」

　柊二さんが微笑んだ。

「柊二さんは、あなたがここに来たときから、毎日電話をくれたのよ」

　背後で母が言った。

　毎日電話を？　忙しい彼が？

「美緒がその日をどんなふうに過ごしたか、体の具合はどうか。それだけじゃないわ。あなたのリハビリの先生にも連絡して、あなたの様子を聞いていたのよ」

「嘘……だってお母さん、そんなことひと言も……」

「彼に口止めされていたから」

　母が泣いた顔で笑った。

「やっと準備が整ったんだ。だから迎えに来た」

　柊二さんがポケットから小さな箱を取り出した。それは、見覚えのある金の刺繍が施された深いブルーの箱。彼がそっとその箱を開けると、懐かしい輝きが私を照らした。

　ピンクダイヤモンドの、エンゲージリング。

「美緒がいなくなってから、俺は必死に探したよ……。美緒がこの先の人生を笑って過ごせるように、俺の隣でずっと微笑んでくれるように。そして、やっと見つけた。準備も整った。美緒、君の足は治るよ。君の足は治るんだ！　俺と一緒にアメリカへ行こう。俺についてきてほしい。俺と、結婚してほしい……！」

「……しゅ、う……っ……」

　彼の名前を呼ぼうとするけれど、声にならなかった。喉が詰まって言葉が出ない。両手で顔を覆ったまま、溢れる涙が私の顔を濡らすまま、私は泣いた。

　彼は迎えに来てくれた。黙って家を出た私を責めるわけでもなく、私の様子を見守り、私の脚が治せる医者を必死に探してくれていたのだ。この半年間、ずっと……！

　私も彼が好きだ。彼を愛している。彼を忘れることなど、一生できないと思っていたのだ。その彼が今、再びプロポーズをしてくれた。私の足も、治るのだ。

「……っ、美緒、ほら……、返事をしないと」

　母が、泣き続ける私に、自分も泣いて震える声で私を促す。泣くのを止めることができないまま、私は一生懸命、言葉を紡いだ。

「……っ……はい、わ、私……柊二さんと……結婚、します……！」

「美緒！」

　泣きじゃくる私を柊二さんがきつく抱きしめる。顔を覆ったままの私の両手をそっと剥がし、額に、瞼に、頬に口づける。そして私の瞳を見つめると、最後は唇にキスをした。

「美緒、必ず君を幸せにするよ」

　微笑む柊二さんの瞳も、涙で滲んでいる。指輪を取り出し、私の涙に濡れた左手を手に取った彼は、きらめくそれを、そっと薬指にはめてくれた。

　風に舞う花びらと同じ色に輝く指輪を見て、ああ、私は彼を思い出にしなくてもいいのだ、と震える胸で幸せを噛みしめた。










未来への扉




　淡いピンクのドレスに身を包んだ私は、何度も深呼吸を繰り返した。緊張しすぎて、口から心臓が飛び出してしまいそうだ。

　今日はこれから日本屈指のこのホテルで、新規事業計画発表を兼ねた、柊二さんの社長就任パーティーが開かれる。世界各国から多くの政治家・著名人が集まるのだ。本宮商事からも多くの社員が参加している。

　私は一度、柊二さんの元を去ったときに本宮商事を退職した。だから今日は、私は社員として参加するのではない。

　私はもう二時間も前から、この控え室で準備に追われていた。柊二さんが手配したプロのメイクさんとスタイリストさんに全身を飾り立ててもらっている。

　鏡の中の私は、とても私とは思えない。いつもより少し濃いリップは私の幼い顔をほんの少し大人っぽく見せているし、自慢の黒髪はアップにして、サイドを緩やかに垂らしてある。

　私が大きな鏡に向かって何度も深呼吸を繰り返していると、背後のドアが大きく開いた。

「美緒、支度はできた？」

「柊二さん！」

　鏡の中で柊二さんの姿を見つけた私は、振り向いて満面の笑みを浮かべた。そんな私に歩み寄った彼は、私をそっと抱きしめてくれる。

「キレイだよ、美緒」

　いつもは私のことを『かわいい』と言う柊二さんだけれど、今日は違った。少し体を屈めた柊二さんが、私のこめかみに柔らかいキスをくれる。

　柊二さんのぬくもりを感じながら顔を上げると、もう一度微笑む。彼も微笑み返してくれた。

　今日の柊二さんは、いつにも増して素敵だ。フォーマルなスーツに、淡いブルーのラインが入ったグレーのネクタイが映えている。サラサラの黒髪は今日は前髪を上げ、しっかりとセットされていた。ラフな服装も素敵だけれど、やっぱり私は柊二さんのスーツ姿が一番好きだ。

　柊二さんからの二度目のプロポーズを受けてから、もうすぐ二年。私の名前は、本宮美緒になった。私の薬指には、あのときもらったエンゲージリングのほかに、もうひとつ、柊二さんとお揃いのマリッジリングが光っている。

　彼は、私が彼の元を去って実家に帰った後、あらゆるツテと情報網、そして多分お金も使って、私の足が治せる医師を探してくれた。同時に、ニューヨーク支社の社長に就任し、私のアメリカでの手術とリハビリをサポートしてくれたのだ。

　そのための準備を半年で整えてくれた彼には、感謝するばかりだ。そして、私が黙って彼の家を出た後も、私を想って、諦めないでいてくれたことにも。

　今日、彼はこの本宮商事本社の社長に就任する。若すぎるという声もあったと聞いてはいるが、柊二さんならできると私は信じている。前社長で、現会長のお義父さんもそう確信しているからこその今回の決断だと思う。

　私は柊二さんの腕の中で、もう一度深呼吸をした。私の頭上で彼が小さく笑う声がする。顔を向けると、目を細めて私を見下ろしていた。

「どうしたの？　緊張してる？」

「それはしますよ。だってあんなに大きな会場で、あんなにたくさんの人がいて……。柊二さんと違って私は慣れていないんですから。それに私は……」

　私はそっと俯き、足元に視線を落とす。

　私は柊二さんのおかげで、有名な外科医の手術をアメリカで受けることができた。手術は成功し、長いリハビリを経て私は歩けるようになった。再び、自分の足で。ただ、走ることはできない。歩き方もややぎこちない歩き方になってしまう。

　もちろん、一生車椅子だと思っていた私は、自分の足で歩けることが幸せでたまらない。だけど今日は、大勢の著名人の前に柊二さんの妻として出席するのだ。私の歩き方を不快に思う人がいるかもしれない。そのせいで柊二さんにつらい思いをさせたり、迷惑をかけたりすることだって、あるかもしれないのだ。

　柊二さんが私をソファに座らせた。彼も私の隣に腰を下ろす。そして私の両手をそっと握ると、まっすぐ私の瞳を見つめた。

「大丈夫、心配しないで。俺は美緒の隣にずっといる」

「柊二さん……」

「俺が妻を溺愛しているのは、どうやら有名らしいからね。片時も離れなくても全然不自然じゃないよ」

　柊二さんがいたずらっぽい笑みを浮かべて、私の額にキスをした。

「溺愛しているんですか？」

「そうだよ。知らなかった？」

「いいえ、知っていました」

　私も彼に合わせて「ふふ」と笑う。彼はそんな私を見て、目をすがめた。そして不意に真剣な顔をする。

「でも……」

　彼がいったん言葉を区切った。その瞳が一瞬陰る。

「中には美緒が心配するように、心ないことを言う人間がいるかもしれない」

　私の手を握った彼の手に力がこもった。私は小さく頷く。

「そんなときは、ちゃんと俺を頼ってくれるね？」

　心配そうに瞳を揺らした彼が私を見つめる。

　ああ、私の痛みは彼の痛みなのだ。嬉しいときがそうであるように、悲しいときもそうなのだ。

「はい、もちろん」

　私がにっこり笑って返事をすると、やっと彼はその顔を和らげた。

「大丈夫、今日の君は大人っぽくてキレイだから。初めて会ったとき、高校生じゃないかと危惧した女性と同一人物とは思えないよ」

「もうっ！」

　軽口を叩く彼に、私は拳を振り上げて、拗ねた真似をしてみせた。彼は声を出して笑った。

「行こう、美緒」

「はい！」

　私は彼から差し出された手を握る。彼の腕に自分の腕を絡ませると一歩ずつ、ゆっくりと部屋を出た。




　無事、柊二さんの社長就任挨拶が終わった。皆が歓談している間、私は柊二さんと会場を回り、ひととおりの挨拶を済ませた。私のペースに合わせて歩いてくれる彼のエスコートは完璧だった。

　柊二さんはパーティーの賓客となにやら難しい話をしたりしていて、私にはさっぱり分からなかったが、彼は決して私をないがしろにはしなかった。頃合いを見て、私にも分かる話題を振って話を弾ませてくれるところは、さすがだ。

　私も彼の隣に堂々と立てるように、彼の会社のことはもちろん、ほかにも学ばなければならないことがたくさんあることを知った。

「久しぶりだね」

　パーティーの途中、私にそう声をかけてくれた人がいた。高科さんだ。三年前より男らしさが増して、精悍な顔つきになっているように思う。

「お久しぶりです」

　挨拶を返した私は、隣の柊二さんを見上げる。彼は黙って微笑むと、私から少し離れた。

「元気そうだね」

「はい、おかげさまで。高科さんも」

「うん」

　高科さんが笑った。

「関根さんも……新しい職場で元気にがんばってるみたいだよ」

「そうですか。それはよかったです」

　私も思わず顔を綻ばせた。

　柊二さんが社長に就任するにあたって、組織改変を行ったと聞いていた。私がいた資材部はなくなり、関根さんは正式に総務部に異動となったらしい。彼はそこで備品の管理や手配を行っていると柊二さんに聞いた。

　急には難しいだろうけど、資材部がなくなれば、関根さんもリストラ候補として、ほかの社員に蔑まれることも少なくなるに違いない。後は、彼の努力次第なのだろう。

　高科さんが、少し離れたところから私たちを見ている柊二さんをチラリと見た。

「社長は本当に、渡辺さん……っと、今は本宮さんか」

　高科さんが苦笑する。私も照れた笑みを見せた。

「本当に君のことが大事なんだね。さっきから片時も君を離さない」

「ふふ、そうですね」

「それだけ心配もしているんだろうね。その……足のことは、本当に申し訳ないと思ってる」

　高科さんが頭を下げた。

「やだ、どうして高科さんが謝るんですか」

「僕にも関係あるからだよ。斉藤さんが……僕に好意を持ってくれているのは知っていた。けれど僕は、それをずっと軽く受け止めていたから……。冷たく突き放すわけでもなく、愛想をよくして彼女の気を持たせるような態度を取っていたのは確かなんだ。その頃の僕は、周りの人間にどう思われているかを気にするあまり、誰に対してもいい顔ばかりしていたんだよ」

　高科さんが自嘲気味に笑う。

「でもそれは、高科さんの長所だと思いますよ」

「え？」

　高科さんが目を丸くした。

「私は知ってのとおり、会社で親しくしてくれるような人はいませんでしたから。高科さんの存在が私を救ってくれたのは確かです」

「そっか……」

「はい」

　私が断言すると、高科さんは微笑んだ。

「ありがとう。君はやっぱり優しいね。斉藤さんも、君には申し訳ないことをしたと本当に反省しているよ」

「斉藤さんに会ったんですか？」

「ああ、うん。たまに会ってる。彼女は今、小さな広告代理店の営業アシスタントをやっているよ」

「そうですか」

　私はホッと胸を撫で下ろした。

　斉藤さんには執行猶予がついたと聞いた。一流企業のエリート部署でバリバリ働いていた彼女が、小さな広告代理店で働いているというのには少し驚いたが、新しいスタートが切れたことは喜ぶべきことなのだろう。私が今、幸せなように、彼女にも幸せになってもらいたい。

「ごめん……。斉藤さんに会ってること、知らないほうがよかったよね」

　高科さんがバツの悪そうな顔でうなだれた。

「え？」

「いや……彼女は君にとっては、その……憎むべき相手だろうし……」

　私は左右に首を振る。

「いえ、むしろホッとしました」

　笑顔を見せた私に、高科さんは少し驚いているようだ。それでも、すぐに表情を崩した。

「彼女も弱い人間なんだってことに気づいて、ね。やっぱり僕は、間違っているのかもしれないけど、そういうところに惹かれてしまうんだ」

　あの頃、私は彼のことを、自分の存在を誇示できる相手が必要なんだと思っていた。でもきっと彼は、本当に庇護欲が強いのだろう。例えそれで自分が優越感を得ているとしても、最終的に相手を守りたいという気持ちに嘘はないのかもしれない。

「それはやっぱり、高科さんの長所ですよ。大切にしてあげてくださいね」

　私が微笑むと、彼は力強く頷いた。




「疲れた？」

「はい、少し」

　パーティーを終え、私と柊二さんは帰宅した。以前住んでいたマンションではない。彼は新しく家を建てたのだ。家を建てると聞いたとき、いろいろと希望を聞かれたけど、私はまだ一度も新居を見に来たことがなかった。だから今日、私は初めて新しい家を見る。

　高くそびえる本宮商事の本社ビルが道路のはるか右手に見えるその場所に、新居はあった。車が近づくとガレージの扉が開き、柊二さんはそこに車を停める。

　ガレージの中と玄関は続いているようだ。玄関に入ると、二階へ上がる広々とした階段のほかに、地下へ降りる階段もあった。その隣にはエレベーター。柊二さんのことだ、恐らく私の足のことを考慮してくれたのだろう。

　廊下の奥には、書斎と応接室が、手前のドアを開けるとリビングだった。

　リビングに入ると、やはり広かった。暖炉のあるその部屋は、優に四十畳はある。けれど、広さ的には以前のマンションと同じくらいだろうか。キッチンとダイニング、リビングから寝室に繋がっている間取りも前とほぼ同じだ。

　以前のマンションでも贅沢すぎるくらいだったし、不自由はなかったのに、柊二さんはどうして新居を建てたのだろう。

「美緒、おいで」

　呼ばれて向かったのは、二階。柊二さんは私をエレベーターに乗せた。

　二階には、広々とした部屋が四部屋用意されていた。エレベーターを降りたところに、バスルームがある。

　この家は、柊二さんと私がふたりで住む予定の家だ。義父母はここから車で三十分ほどの場所で暮らしている。

「たくさん部屋がありますね」

　部屋数を見て率直な感想を私が漏らすと、彼が背後でクスリと笑う声がした。

「これから必要になるだろう？」

「これから？」

　私が首を傾げる。すると、彼が私を後ろから抱きしめた。顎を私の頭に軽く乗せたまま囁く。

「そう、これから。俺たちの子供のために。二階は子供部屋だよ」

「あ……」

「四部屋で足りるかな？」

　いたずらな笑みを浮かべ、柊二さんが私の瞳を覗き込んだ。

　もう、冗談ばっかり！

　私は呆れつつも、嬉しくて緩む顔を隠すために、回されている彼の腕にしがみついた。

「柊二さんは何人欲しいんですか」

「何人でも。美緒に似たかわいい女の子がいい」

「私は、柊二さんに似た男の子がいいです」

　見上げて微笑むと、彼の腕の中で体の向きを変えた。柊二さんの広い背中にそっと腕を回して抱きつく。

「でも、本当はどちらでもいいんです。柊二さんとの子供なら、絶対にかわいいに決まってますから」

「美緒……」

　私の背に回った彼の腕の力が強まったかと思うと、きつく抱き寄せられる。耳元で囁く、彼の低くて深い声が艶めいていた。

「じゃあ、今から作る？」

　微笑んで、再び私の瞳を覗き込んだ彼の瞳には、既に欲望の灯火が揺らめいている。

　私は真っ赤に染まった顔を彼の胸に押しつけると、コクリと小さく頷いた。

「好きだよ、美緒。君を愛してる。これから俺の一生をかけて、それを証明するよ」

　私の唇に情熱的なキスを繰り返した彼は、私をそっと抱き上げて囁く。

　彼のキスで簡単に息を上げた私は、その腕の中で負けじとキスを返した。

「愛しています、柊二さん。この先ずっと……覚悟してくださいね？」

　私の最初で最後の恋。

　つらいこともあったけれど、あなたはいつも優しかった。深い愛情を注いでくれるあなたと、これから生まれてくるであろう子供たちと、幸せな家庭を築いていきたい。

　ありがとう。あなたに会えて、よかった――。





Ｆｉｎ












あとがき




　はじめまして、咲良みりと申します。

　この度は、この作品をお手に取っていただきありがとうございます。

　今回、このように自分の作品を書籍化していただける機会に恵まれましたこと、ただただ、驚きと喜びと感謝でいっぱいです。

　この作品は、私の初めて書いたお話になります。小説を読むのは好きで、いつか自分も書いてみたいとずっと思ってはいたのですが、日々の忙しさにかまけてなかなか「書く」というところまでには至りませんでした。ですが、偶然ネットで『第３回ベリーズ文庫大賞』というのを目にして、私も応募してみようと思ったのがきっかけです。書き始めたときは本当に手探り状態で、どれくらい書いたら一冊分の文字数に到達するのかも全く予想できず、少し書いては文字数をチェックしての繰り返しでした。そんな状態だったので、まさか自分が大賞をいただけるとは思ってもおらず、ご連絡をいただいたときには一瞬心臓が止まったかと思いました。本当に嬉しく思っています。ありがとうございました。

　この文庫大賞のテーマが「理想の恋愛」だったので、この作品には私の理想をすべて注ぎました。事故には遭いたくないですが、こんなふうに溺愛されたら幸せです。しかもお金持ち……（笑）。

　現実には、初恋を実らせてドラマティックに結ばれた相手と生涯恋をし続けるなんてことはほとんどないに等しいと思いますが、だからこそ、小説の世界では夢を見たいと思い、このようなお話を書かせていただきました。私自身はヒロインの美緒とは真逆のがさつな人間ですので余計に楽しかったです。書くことの楽しさに気づくきっかけをくださったスターツ出版様には深く感謝しております。

　最後になりましたが、今回、書籍化するにあたって、右も左も分からない私に親切に説明、ご指導くださった担当編集の倉持様、同じく改稿時から丁寧にご指導いただいたヨダ様、そしてとてもかわいいカバーイラストを描いてくださったソウノナホ様、出版に携わってくださった皆様とこの作品を読んでくださった読者様、すべての方に心からお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

　またいつか、皆様にお会いできますことを願って……。





咲良みり









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










この恋、永遠に。
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